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PROLOGUE







「くううっ！　お、親父おやじ殿どのもついに神帝テイウダンスか。なんともはや、か、感かん慨がい深ぶかいものがあるのう。ううっ」

　ヨルゲンは、盃さかずきをあおりつつ、感かん涙るいにむせび泣いていた。

　年としの頃ころは四〇の半ばほどといったところか。

　筋骨隆りゆう々りゆうの身体からだに禿はげ上あがった禿とく頭とう、眉まゆと頬ほおに刀傷を持つ、新人兵士ならば睨にらまれただけで裸足はだしで逃にげ出だしそうな強面こわもてである。

　その貫かん禄ろくに違たがわず、《鋼はがね》の中ちゆう核かくを成す《狼おおかみ》の氏族の宗主パトリアークであり、《鋼はがね》の若頭補佐ほさも務める重じゆう鎮ちん中の重鎮である。

　そんな男が、人目もはばからずうおんうおんと泣いているのだから、一種異様な光景ではあった。

「ヨルゲンの兄貴、その辺にしておいてはどうか。さすがに最近、呑のみ過ぎでしょう」

　そう言って諫かん言げんをしてきたのは、なんとも不ふ吉きつな印象の男である。

　痩やせこけた頬に青白い肌はだ、眼光だけは鷹たかのように鋭するどく、まとう雰ふん囲い気きも剣けん呑のんとまるで死神のようだった。

「こんなめでたい時にまでしみったれたことを言うでないわ。相変わらず、おぬしは暗いのう、スカーの兄弟。めでたい時には呑む！　これが人生というものよ。ごくごくごく、ぷは～！」

　まったく気にした風もなく、逆に説教を垂れ返し、ヨルゲンは麦酒ビールをあおり、スカーヴィズの顔に大量の酒気の混ざった息を吐はきつける。

　まったくたちの悪い酔よっ払ぱらいそのものだが、今日ばかりは仕方ないといえば仕方ないだろう。

　彼かれが心の底から心しん酔すいし、敬愛する男が、ついにユグドラシルの頂たる神帝テイウダンスの座に就ついたのだから。

「そう言って先日も二日ふつか酔よいで二度と深酒はせぬと後こう悔かいしておいでだったでしょう。お年もお年なのだから、お身体に悪いかと」

「ふん、もういつ死んでも思い残すことはないわい。親父殿もこの地に骨を埋うずめる覚かく悟ごをされ、神帝テイウダンスにまでなった。《鋼はがね》は安あん泰たい確実、安心して死ねるというものよ。ごくごくごく、うぃー」

「あまりそのようなことを言われますな。ヨルゲンの兄貴は《鋼はがね》にまだなくてはならぬ方だ」

「おっ、嬉うれしいことを言ってくれるではないか！　ぶわっはっはっはっ！」

　ヨルゲンが大たい笑しようしつつ、バンバンとスカーヴィズの背中を叩たたいた。

　手加減しているようには見えず、鉄面皮のスカーヴィズをして、顔をしかめさせている。

「なぁに、まだまだ死にゃあせんよ。親父殿の御み子この顔も見とらんしなぁ。それに娘むすめの花はな嫁よめ姿すがたも見たいしの」

「その通りです」

「で、スカーの兄弟、おぬしのほうはどうなのじゃ？」

「どう、とは？」

「決まっておろう。コレのことよ」

　小指を立てつつ、ヨルゲンはむふっといやらしく口元をゆがめる。

　スカーヴィズは昔、最愛の妻と息子むすこを一度に亡なくしている。

　その傷が深かったのだろう、以来、後のち添ぞえをもらうこともなく独りを通していた。

「もう一〇年以上も昔のことであろう。もういい加減、おぬしも前に進んではどうじゃ」

「ははっ、家族に先に逝いかれるのはもう勘かん弁べんですよ」

　そう言って小さく笑えみをこぼしてから、スカーヴィズはちびっと盃をすする。

「それに守る者のない独り身のほうが、いざというとき便利ですから」

「はっ、ガキが生言いよるわ」

「くくっ、齢よわい三〇を超こえて、ガキ呼ばわりされるとは思ってもおりませんでした」

「くはは、おぬしなど私からすればまだまだひよっこよ。だいたいな、順番が違うじゃろう？」

「順番？」

「私が先だ、ということよ。年老いた者から先に死ぬのが道理であろう」

　突とつ然ぜん、ふっと哀あい愁しゆうを漂ただよわせ、ヨルゲンが何とも言えない笑みとともにしんみりと言う。

　戦乱の時代である。

　自分より年若い者の死を、それこそ可愛かわいがってきた者たちを何度となく見送ってきたに違いない。

　彼なりに思うところが当然あるのだろう。

「そうでなければならぬのじゃ……」

　そう言って、ヨルゲンはぐいっと盃を一気にあおった。







ACT 1







「すまないな。こんな寂さみしい式しかあげさせてやれなくて」

　勇ゆう斗とは申し訳なさそうに、沈ちん痛つうそうに、眉をひそめる。

　ユグドラシルでは珍めずらしい、黒くろ髪かみ黒くろ眼めの少年である。

　まだ弱じやつ冠かん一七歳さいながら、小氏族の宗主パトリアークより神帝テイウダンスの座にまで上のぼり詰つめた稀き代たいの英えい雄ゆうであり、海千山千の強者たちすら圧あつ倒とうする貫禄と風格の持ち主であるが、今の彼にはいつもの覇は気きが微み塵じんも感じられなかった。

　それも無理からぬことであった。

　彼の目の前に横たわる棺ひつぎには、一人の少女が花に埋もれて眠ねむっていた。

　彼かの女じよの名はシグルドリーファ。

　結けつ婚こん式しきを終えた直後、息を引き取った彼の第二正せい妃ひである。

　ヴァラスキャールヴ宮きゆう殿でんの奥おくにある一室には十数名が参列していたが、曲がりなりにも先代の神帝テイウダンスの葬そう儀ぎとしては、異例というしかない少なさだった。

「仕方ありません。式直後のご逝せい去きよとあっては、まず間ま違ちがいなくいらぬ風評を生みますし、父上の威い信しんにも傷がつきます。それはリーファ様の望むことではないかと」

　ファグラヴェールが淡たん々たんと硬かたい声で返してくる。

　だが、その声がわずかに震ふるえていることに気づかぬ勇斗ではなかった。

　無理もない、と勇斗は思う。

　自分でさえ、こんなに悲しくつらいのだ。

　彼女と亡くなったシグルドリーファは乳ち兄弟きようだいであり、それこそ実の妹のように慈いつくしんできたのだ。

　その心痛は察するにあまりあった。

「それはその通りだとは思うんだけど、さ」

　頷うなずきつつも、勇斗の声はなおも重かった。

　シグルドリーファは神帝テイウダンスとして政治というものを知り抜ぬいており、勇斗に妙みような悪評が立たないよう、死の直前まで腐ふ心しんしていた。

　そもそもこの親交のあった者たちだけによる密みつ葬そう自体、前々からリーファ自身が指し示していた意向である。

　他にも自分の死後、混乱が起きないよう前もって色々手はずを整えてくれている。

　このあたり、さすがは生まれた時から帝てい王おう学がくを叩き込まれた皇家の姫ひめ君ぎみというしかない。

　正直、助かったと思う。

　ありがたいと、心底から思う。

　だが、だからこそ、申し訳ないという気持ちがどうしようもなく心を埋め尽つくした。

「あいつからは本当にいろいろしてもらったのに、俺おれは何も返してやれなくて……最後の別れすらこれじゃあ……」

　それ以上は言葉にならず、勇斗は下した唇くちびるを噛かんでうつむく。

　シグルドリーファには、多大な恩があると勇斗は思っていた。

　一番は何といっても、現代に飛ばされた勇斗を我わが身みを厭いとわずユグドラシルに再召しよう喚かんしてくれたことである。

　その後も、あっさりと神帝テイウダンスの地位を禅ぜん譲じようしてくれたし、大おお地じ震しんの折には、歌で市民たちの心を慰い撫ぶしてくれた。

　彼女がいなければ、間違いなく今の《鋼はがね》の隆りゆう盛せいはなく、それどころか今いま頃ごろ既すでに跡あと形かたもなく滅ほろんでいた可能性さえある。

　そんな大恩人に、自分はいったい何を返せたのだろうか。

　リーファは勇斗を始めとした《鋼はがね》の面々と触ふれ合あえたことで幸せだったとは言ってくれたが、やはりあまりに借り分が大きすぎるというのが勇斗の実感だった。

「お気になさらないでください。むしろ盛大な式より、リーファ様はよっぽど喜んでくださってることでしょう」

「そう、思うか？」

「はい。どうせヴァルハラへと見送られるなら、心の全くこもらぬ空くう疎そで盛大な式より、自らの愛した親しき方々たちに涙なみだとともに偲しのばれながらのほうがはるかにマシだと仰おつしやるでしょう」

　すがるように問いかける勇斗に、ファグラヴェールは力強く頷く。

　リーファの乳兄弟であり、股こ肱こうの臣でもある彼女にそう言ってもらうことで、勇斗は少しだけ心が軽くなったような気がした。

　罪悪感や後悔が全すべて消えたわけではないが。

　だからこそ、勇斗は改めて心に誓ちかう。

　ユグドラシルの民は俺が救ってみせる、と。







「フェリシア、謁えつ見けんの間に諸将を集めろ。大至急だ」

　黙もく祷とうを終えるや、勇斗は外がい套とうと踵きびすを翻ひるがえし言い放った。

　先ほどまでの悲ひ嘆たんに暮れる少年の姿はもはやそこにはない。

　いたのは、幾いく多たの修しゆ羅ら場ばを潜くぐり抜けてきた歴戦の将である。鬼き気き迫せまる雰囲気さえ漂ってくる。

　だが、すでに四年近くの付き合いであり、公私ともに側近くに仕え、今や側そく妾しようでもあるフェリシアには、彼が無理していることは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「お兄様、せめて今日ぐらいはお休みになったほうが……」

「大だい丈じよう夫ぶだ。問題ない」

「しかし……」

「今はむしろ、何かをしていたほうが気がまぎれる」

「……わかりました」

　そこまで言われては、フェリシアとしてもうなずくより他になかった。

　しばらくして、ヴァラスキャールヴ宮殿の謁見の間に、《鋼はがね》軍の主だった面々が集められた。

　昨日は、彼らにとっては盃の親と仰あおいだ勇斗が、ついにユグドラシルの正統な支配者たる神帝テイウダンスの座についた、大層めでたき記念すべき日である。

　事実を知るごく一部の者を除いて、ほとんどが浮うかれ気分でこの場に臨のぞんでいたものだが、

「集まってもらったのは他でもない。昨日、リーファが式典にて告げた、今後ユグドラシルを襲おそう未み曽ぞ有うの危機についてだ」

　開口一番の勇斗のこの言葉に、揃そろってぎょっと目をむく。

　確かに、そのようなことをリーファが式典で述べていたのはみな覚えていたが、さほど深刻な空気でもなかったので流してしまい、その後の飲めや歌えやの宴うたげもあって、すっかり意識の外であったのだ。

「あれはホラでも誇こ張ちようでもない。ごく近い未来、先日の大地震など比ひ較かくにならない天変地異が起き、ユグドラシルは海の底に沈しずむ。これはすでに決まったこと、だ」

「「「「「っ!?」」」」」

　諸将たちの間に動どう揺ようが疾る。

　さすがにことがことだ。

　容易には信じられぬことである。これを口にしたのが勇斗でなければ、それこそ一いつ笑しように付していたであろう。

「詳くわしくお訊ききしてもよろしいでしょうか？」

　皆みなを代表して声をあげたのは、《鋼はがね》若頭補佐ほさヨルゲンだ。

　勇斗が《狼おおかみ》の宗主を継ついだ頃より、その長子である若頭かしらとして仕え、主に政治方面で彼を補佐してきた最古参の子分の一人である。

「おまえをはじめ、《狼おおかみ》出身の面々には周知の事実だが、俺はユグドラシルの人間ではない。天の国から来た者だ」

「ま、まさか……っ」

「噂うわさには聞いておりましたが……」

「親父殿の言葉を疑うつもりはありませぬが……」

　勇斗の言葉とともに、《狼おおかみ》以外の氏族の諸将の間でどよめきが生まれる。

　勇斗が奇き抜ばつにして革新的な発明品の数々を生み出しているのは、この場にいる誰だれもが知っていることである。

　とはいえ本人の口からはっきりそう告げられるのは、実際に儀ぎ式しきを目まの当あたりにしている《狼おおかみ》の面々以外には、やはり衝しよう撃げきのようだった。

「信じられないのも無理はないが、事実だ」

　念を押おすように、勇斗はきっぱりと言い切る。

　正確には三五〇〇年先の未来から来たのだが、ややこしいので領内で広まっている話に合わせておく。

　自然の様々なものに神を感じて生きているこの時代の価値観と照らし合わせても、こちらのほうがピンとくるはずだ。

　このあたりは嘘うそも方便というやつである。

「親父殿の言葉に嘘はない。私はこの目でしかと見たのだ」

「わたしもだ。盃と『最も強き銀狼マーナガルム』の名にかけて誓おう」

「うむ、私も盃と《狼おおかみ》宗主の名にかけて誓おう」

　ヨルゲンとジークルーネが取り成すように口を開く。

　ヨルゲンは戦時における後方支し援えんのその堅けん実じつな仕事ぶりから諸将の信しん頼らいを集めていたし、ジークルーネに至っては、嘘などまずつけなそうな融ゆう通ずうの利きかない堅かた物ぶつである。

　そんな二人が、ユグドラシルで最も重い意味を持つ盃と、役職を賭としてきたのだ。その効果は絶大だった。

「むぅぅ」

「お二人がそこまで言うのでしたら」

「信じないわけには参りませんね」

「いや、陛下のお言葉を疑うつもりは毛頭ありませんでしたが」

　心から信じるとまではいかないものの、一応はみな納なつ得とくしたようだった。

　それを確かく認にんし、勇斗は続ける。

「で、ここからが本題だが、天の国にはユグドラシルにはない知識があふれている。製鉄法だったり、ガラスの製造法だったり、あぶみだったり、だな」

「なるほど～、そんな神々の知ち恵えを使われたのでは～、わたしたちでは～勝てないわけですわね～」

　なんとも間延びした声でそう言ったのは、《剣つるぎ》の軍師バーラである。

　こう見えても、歴史は古いが没ぼつ落らくしていた《剣つるぎ》を大国にのし上げた原動力の一人であり、《鋼はがね》討とう伐ばつ軍においても参さん謀ぼうとして辣らつ腕わんを振ふるった、ユグドラシルでも三指に入るととみに評判の知ち恵え者しやだ。

「先ほどの～、ユグドラシルが海の底に沈むというのも～、その天の国で得た知識なのです～？」

「さすがに察しがいいな、そういうことだ」

「「「「「っ!?」」」」」

　勇斗がうなずくと、またもや諸将たちがざわめきだした。

　天の国から来たにしろ、ユグドラシルが沈むにしろ、本来であればとても鵜う呑のみにはできない与よ太た話ではある。

　だが、彼らが盃を預けた親は、こういう場で、しごく深刻な顔で、真しん剣けんな声で、冗じよう談だんを言うような男では決してない。

　そして、彼は有言実行の男である。これまで口にしたことは、それがどんな荒こう唐とう無む稽けいなことでも実現してきた。

　そのことを彼らはよくよく思い知らされていた。

「そうか。巫女みこヴォルヴァの預言は、このことを指していたんだな」

　はたと気づいたように、ファグラヴェールがつぶやく。

　巫女ヴォルヴァは、神聖アースガルズ帝てい国こくの建国期、初代神帝テイウダンスボーダンを支えた腹心の一人で、未来を視みる力を持っていたと伝わっている。

　その預言は、ほぼ百発百中の精度だった、と。

　とても捨てては置けない台詞せりふである。

「ど、どういうものなのですかな、そのヴォルヴァの預言とは？」

　ヨルゲンが動揺をあらわに問いかける。

　ヴォルヴァの預言は、ごくごく一部の者にしか知ることが許されない帝国の秘中の秘である。

　だからだろう、ファグラヴェールは一いつ瞬しゆん、ためらうような表情を見せたが、

「『終末の刻ラグナレク、太陽を狼が喰くらい尽くし、星々が天から落ちる。黒きもの、その手に炎ほのおを鍛きたえし勝利の剣を掲かかげ、天の架かけ橋はしより馬を駆かって現れん』。巫女ヴォルヴァが最後に残した預言です」

　事ここに至っては、隠かくすべきではないと判断したようだった。

「ふむ、黒きもの、とはまさしく親父殿のことでしょうな」

　ヨルゲンがちらりと勇斗に視線を向けつつ返す。

　預言の語る内容は、勇斗の軌き跡せきそのものだ。なによりユグドラシルでは、黒髪黒眼の人間はほぼ皆かい無むである。

　勇斗以外には考えられなかった。

「我々はこの終末の刻ラグナレクを、帝国の終わりの刻だと捉とらえていたのですが……」

「ユグドラシルそのものの終しゆう焉えんだった、というわけですな」

　むぅぅっとヨルゲンが眉み間けんにしわを寄せて唸うなる。

　他の諸将も同じように難しい顔になっていた。

　伝説の巫女ヴォルヴァの預言まで加わっては、さすがにもはや信じざるをえないといったところか。

　しかし、天変地異ともなれば、もはや人知の及およばぬ領域である。

　こんなもの、いったいどうすればいいのかと皆、途と方ほうに暮れるしかない。

「お、おお、そうだ。も、もちろん、親父殿のことですから、対策は考えておられるのですよね!?」

　一いち縷るの希望にすがるように、ヨルゲンが勇斗に問いかける。

　勇斗はコクリとうなずき、

「ああ、指をくわえてるつもりは毛頭ない」

「さ、さすがは親父殿ですな。してどのような？」

「今、イングリットに命じて、大型の船を建造中だ。これらを増産し、ユグドラシルの東、ヨーロッパ大陸へと打って出る」

「なっ、なっ、なっ……」

　ヨルゲンの顎あごが外れたように落ち、言葉を失う。

　ヨルゲンは若頭かしらであるリネーアとともに、《鋼はがね》の政務・後方支援を一手に引き受けている実務に長たけた政治家である。

　この計画にかかる費用と手間、発生するいくつかの問題の難しさがすぐに想像がついたのだろう。

　勇斗自身、無む茶ちや無む謀ぼうな計画だと思う。

　だが、ユグドラシル沈ちん没ぼつの未来が変えられぬ以上、これより他に道はなかった。

「その為ためには、可か及きゆう的てき速すみやかに、まずユグドラシルを統一する必要がある。皆の今後の活かつ躍やくに期待する」







「お疲つかれ様さまでした。やはり皆さん、衝撃が大きかったようですわね」

　フェリシアがお茶を勇斗の前に差し出しつつ、クスリと笑みをこぼした。

　会議はいったんお開きとなった。

　あまりにも事が大きすぎる。

　ユグドラシル統一だけでも初代神帝テイウダンスボーダン以来、誰も成しえていない大事業だというのに、その上さらに、新天地への移住である。

　まず頭も心も追いつかない。

　整理の時間も必要だろうと判断したのだ。

「そうみたいだな。けど皆には悪いが、俺個人としては肩かたの荷を半分降ろせて、正直ほっとしてるよ」

　言葉通り、憑つき物ものが落ちたような顔で勇斗も肩をすくめる。

　ユグドラシルの破は滅めつなど、少人数で背負うにはやはりあまりに重すぎる事実だ。

　皆で問題に当たれるというだけで、こんなにも心が軽くなるのかと我ながら驚おどろいたほどである。

「まあ、つっても問題は山積みなんだけど」

　机に広げられたユグドラシルの地図を見下ろしつつ、勇斗は嘆たん息そくする。

　ヴァラスキャールヴ宮殿の書庫にあったのを拝借してきたものである。

　自然と視線は神都グラズヘイムの東、ユグドラシル東部ヨトゥンヘイム地方へと向かう。

「やっぱりなかなか広いな」

　大きさとしては、アールヴヘイム地方と同程度はあるだろうか。

　これを平定するのはなかなかに骨が折れそうだった。

「クリス、ヨトゥンヘイムの情勢は？」

　勇斗はそばに控ひかえていたサイドテールの少女――クリスティーナに目を向ける。

　年の頃は一二～一三歳ほどか。

　まだ年も若くいかにも良家出身の侍じ女じよ見習いと言った風だが、勇斗直属の情報機関『風の妖精団ヴインダールヴス』の座長を務める才さい媛えんである。

「はい、現在、ヨトゥンヘイムは《鎧よろい》、《盾たて》、《絹きぬ》、《虎とら》の四つの氏族が存在し、ほぼその勢力は拮きつ抗こうしております」

　リスティーナが一つ一つ、地図に書き込まれた名前を指さしながら言う。

「規模はおおむね《牙きば》や《雲くも》ほどですね。《絹きぬ》は頭一つ抜けておりますが、《蹄ひづめ》ほど。どこも武装は青銅が基本で、戦車チヤリオツトが主戦力です」

「なんだ、その程度か」

　拍ひよう子し抜ぬけしたように、勇斗は目をぱちくりさせる。

　だがすぐに、自分の感覚のほうがズレていたことに気づく。

　思えば、《雷いかづち》、《豹ひよう》、対《鋼はがね》討伐同盟軍と、尋じん常じようならざる強敵とばかり戦ってきたから、今度もそういうノリかと身構えていたところがあったが、よくよく考えてみれば、今までがおかしいのである。

　ヨトゥンヘイムの諸氏族のほうが普通なのだ。

「ふむ、もちろん油断は禁物だが、今の《鋼はがね》の戦力なら物の数ではないな」

　すでに《鋼はがね》の国力は、《牙きば》や《雲くも》の一〇倍近い。

　鉄で武装したファランクスに、あぶみによる騎き兵へい隊たい、平衡錘投石機トレビユシエツトあたりを投入すれば、戦力の違いは明らかだ。瞬またたく間まに平定できるだろう。

　対《蹄ひづめ》戦や、対《鋼はがね》討伐軍との戦いで明白なように、武器の技術水準がここまで違うと、もはやいかなる知恵者、名将にも覆くつがえしようがない。

　個の勇でそれを実現したステインソールがあまりにも異常なのである。

　さすがにあんな怪かい物ぶつはこの世に二人といまい。

「となるとやはり問題は、東ではなく南……だな」

　勇斗は視線を地図の中央アースガルズ地方へと持っていく。

　そこには《弓ゆみ》、《羽はね》、《矢や》といった今は亡き諸氏族の名前が記されている。

　この二月ほどの間に、軒のき並なみ滅ぼされたのである。

　戦国時代の魔ま王おう、織お田だ信のぶ長なが率いる南の大国《炎ほのお》に。

「はい、現在、《炎ほのお》は十大氏族の一つ《槍やり》と交戦中。先日、国境沿い、の戦いにて名将と名高い若頭補佐ほさヘルモーズを討うち取とり、今は族都へと進軍中とのことです」

「想定よりはるかに早い、な。こっちもかなり強行軍で事を進めたんだが……」

　クリスティーナの報告に、勇斗は苦々しげに頬をひくつかせる。

　勇斗の当初のプランでは、《炎ほのお》がアースガルズ諸氏族とが争あらそっている間に、なんとかヨトゥンヘイムを平定、ヨーロッパ侵しん攻こうへの足場を固めてしまうつもりだった。

　だが、この状じよう況きようで下手に東に兵を向けるのは危険というしかなかった。

　確かに、《炎ほのお》との間に不戦条約めいたものはあるが、所しよ詮せんは口約束である。書面があるわけでもない。

　会見の最後に信長が告げた言葉が脳のう裏りによみがえる。

『肝きもに命じておけ。我が覇は道どうの前に立たち塞ふさがるのであれば……容よう赦しやはせんぞ』

　思い出しただけで、ゾクッと背筋を冷たいものが流れた。

《鋼はがね》は神都グラズヘイムを押さえ、勇斗は神帝テイウダンスの座に就いている。

　信長がその覇道を貫つらぬくのならば、その二つを譲ゆずらぬ限り、戦いは避さけられないだろう。

　そして、まごついている時間もない。

　ならば――

「こっちから仕し掛かけるか」







　ガタンガタンと小気味の良い振しん動どうが眠ねむ気けを誘さそってくる。

　翌日、勇斗は車上の人となっていた。

　目的地は、《鋼はがね》の族都ギムレーである。

《鋼はがね》討伐軍との戦いのため、ギムレーを発たってからすでに四ヶ月近くが経たっていた。

　これほど長期間、族都を留守にしたことはなく、現在、差さし迫せまった緊きん急きゆうの案件というものもなく、そろそろ一度顔ぐらいは出しておく必要があると判断したのである。

「おー、もうすっかり春だなぁ」

　幌ほろの垂れ幕を動かして外を見てみると、雪もすっかり解け辺り一面には緑が芽め吹ぶいていた。

　まだ風は肌はだ寒さむいが、ほのかに草花のかぐわしい匂においを運んでくる。

「ああ、やっとなんか息ができるような気がするわ」

　大きく深呼吸しつつ、勇斗は小さく笑みをこぼす。

　宮きゆう殿でん内ないにいると、やはり仕事の責任や人々の崇すう拝はいなどで、とかく息が詰まるのだ。

　こうして気の置けない仲間たちだけと街の外に出るのは、現世のしがらみを忘れ随ずい分ぶんと心を軽くしてくれた。

　リーファを失ったことによる心のダメージも小さいとは言えず、ここ数日は気もふさぎがちで、その意味ではこの帰き還かんはちょうどいいタイミングだったのかもしれない。

「それはようございました。ここ最近のお兄様は、少々、気を張はり詰めすぎておられましたから」

　隣となりに座すわるフェリシアが、ほっと安あん堵どの吐と息いきとともに言う。

「お前にはいつも苦労をかけるな」

「ええ、まったくです。だから……」

　ふわっと細ほそ腕うでが勇斗の首筋に絡からみつき、後ろへと引ひき倒たおされる。

　少し驚いたが、抵てい抗こうせずにいると、ふにょんっと柔やわらかな感かん触しよくが後頭部を包つつみ込む。

　それがなんなのかは、考えるまでもない。

　慣れ親しんだ感触だ。

「この機会に、しっかりと休息をとってくださいましね」

　勇斗の顔を見下ろし、慈じ母ぼのような優やさしさにあふれた笑え顔がおでフェリシア。

　思わず勇斗は見み惚とれる。

　恋こいをすると、女は美しくなるというが、最近のフェリシアはそれが特に顕けん著ちよだ。

「ん」

　まぶしくて、照れくさくて、勇斗はごろんと寝ね返がえりを打つ。

「はい、耳みみ掃そう除じですね」

　クスクスとフェリシアがまた幸せそうな笑い声をこぼす。

　そんな意図ではなかったのだが、最近、忙いそがしさにかまけてしていなかった。

　ちょうどいいのでしてもらうことにする。

「では失礼させていただきますね～」

　言ってフェリシアが前まえ屈かがみになる。

　ぱらりと彼女の金の髪かみが一ひと房ふさ、目の前に零こぼれ、甘あまやかな香かおりが鼻び孔こうをくすぐる。

　ついで何か硬い異物が耳の中に侵しん入にゆうしてくる感覚。

「痛くありませんか、お兄様？」

「いや、ちょうどいいよ」

「力を抜いて楽にしていてくださいね～」

「ああ」

「♪～～」

　楽しそうに、鼻歌交じりにフェリシアは耳みみ掻かきを続ける。

　また少し、心が安らいだような気がした。

　フェリシアが得意とする安らぎの呪歌ガルドルである。

　全く至いたれり尽くせりであった。

「ん？」

「どうかされました？」

「いや、なんというか、声になんか妙なものを感じるというか」

「妙なもの、ですか？」

「なんというか、初めての感覚で説明が難しいんだが、声の奥に強い意志のような、熱のようなものを感じるというか……なんだこれ？」

「えっ!?　それって……あの、お兄様、これ視えますか？」

　フェリシアがそっと水をすくうように両手を胸の前に置くと、そこになにやら光の気流のようなものが視えた。

「なんか光ってる、な」

「やはり！　お兄様、神力アースメギンが視えるようになったのですね!?」

「んん？　神力アースメギンって確か、秘法とか呪歌ガルドルに使う力だったよな？」

「はい、その通りです」

「なんでいきなり……あー、リーファの置おき土産みやげ、か」

　そういえばリーファから双そう紋もんを受うけ継いでいたことを、勇斗は今いま更さらながらに思い出す。

　正直、そんなことを考えている余よ裕ゆうすらなかったのだ。

「どんな力なんだろうな？」

　何気なくつぶやいた瞬しゆん間かん、脳内に二つの名めい称しようが浮かぶ。

　これまでの人生で、まったく覚えのない代しろ物ものである。

　だが、直感でわかった。

「どうやら《軍勢の守り手ヘルヴオル》と《軍勢の戒めヘルフイヨトル》というらしいな」

「お名前からして実にお兄様らしいルーンですわね」

　フェリシアが興味深そうに目をみはる。

「んで能力は……ん～、なんかもやがかかったように読み取れないな。やっぱり専門の訓練とかいるのか？」

「ええっ!?　そんなはずは……。発現したのなら、ルーンがおのずと宿主にその力を教えてくれるものです」

「ふむ、そういうもんか」

「ええ、いったいどうして……あっ！　《グレイプニル》ですわ！」

「あ～、なるほど、確かあれは元々、異質なものを縛しばる秘法だったな」

　基本的にルーン関係のことは門外漢すぎて疎うとい勇斗であるが、さすがにこの秘法のことは印象深すぎてよく覚えていた。

　自らをこのユグドラシルに召喚したものだからだ。

「はい、今のお兄様には、リーファ様のものが二つ、わたくしのも含ふくめて三重に《グレイプニル》が施ほどこされております。おそらくそれがお兄様の力を引き出すのを邪じや魔ましているものと思われます」

「つまり、俺にはルーンの力は使えないってことか」

「はい、残念ながら……」

　気の毒そうに目を伏ふせるフェリシアだったが、当の勇斗はと言えば、

「まあ、別にいいさ」

　なんともあっけらかんとしたものだった。

　フェリシアも目を丸くする。

「少々意外です。昔、お兄様があれほど欲ほしがっておられた力ですのに」

　召喚当時のことを言っているのだろう。

　確かにあの頃ころは、勇斗には何もなく、いつか特別な力に目覚めることをとにかく願い、そこにすがっていた。

「残念じゃないって言ったらウソになるけどさ」

　もらえるものなら、もちろん、ルーンの力は欲しいと思う。

　やはり人間、自分にないものには憧あこがれるもので、エインヘリアルたちを多少なりともうらやましく思っているのも事実だ。

　だが、ないものねだりをしたところで始まらない。

　なにより――

　借り物の力に頼たよりきりになることの怖こわさを、勇斗は既すでに知っている。

　自分の中に、リーファの形見が確かに息づいているとわかった。

　彼かれにとってはそれが一番大事なことで、そしてそれで十分だったのだ。







「おおおっ、さぶさぶさぶ！」

　ブルブルと身体からだを震わせながら勇斗は小走りでどぼんっと目の前の岩いわ風ぶ呂ろに飛び込む。

　ここは《鋼はがね》傘さん下かの氏族《灰はい》の領内にある、宗主が湯治を目的に建てた離り宮きゆうの一つである。

　伝てん馬ま制を敷しいているとはいえ、さすがに一日で神都グラズヘイムからギムレーまで行くのは難しく、今日はここで一泊ぱくすることにしたのである。

　暦こよみの上ではもう春ではあるが、ユグドラシルの屋根とも称しようされる三大山脈に囲まれた土地ゆえ、まだ気温はかなり肌寒く、うっすらと辺りには雪が残っていた。

　だが、それがいいのである！

「ふぃー、あったけぇ！　生き返るー！」

　全身に染しみ込んでくる熱さに、勇斗は思わず歓かん喜きの声を上げた。

　寒ければ寒いほど、そこから解放されたカタルシスは格別である。

　その至福に、勇斗は蕩とろけずにはいられなかった。

「くすくす、お兄様ったらまるで子供みたい」

「父上、滑すべりますので、あまり走られては危険です」

　フェリシアとジークルーネがこちらに歩いてくる。

　二人とも全ぜん裸らである。

　その素す晴ばらしいプロポーションを惜おしげもなく晒さらしている。

　フェリシアのほうは出るところは出て引っ込むところは引っ込んだ、思わずゴクリと唾つばを飲み込んでしまう煽せん情じよう的な肢し体たいである。

　一方のジークルーネは、スレンダーで引き締しまった体たい躯くで、その芸術的な美しさに思わずため息が漏もれる。

「ふふっ、随分と女慣れしましたね、お兄様も。二年前からは想像もつきませんわ」

　懐なつかしむようにフェリシアが笑えみをこぼす。

　一昨年の冬、皆と慰い安あん温泉旅行にいった時のことを言っているのだろう。

「おかげさまで鍛えられたんで」

　まったく堪こたえた様子もなく、余裕しゃくしゃくで勇斗は二人の肢体を鑑かん賞しようする。

　一昨年の時はまだ確かに女を知らず、テンパりまくってのぼせるという醜しゆう態たいを晒してしまったが、今の彼はもう「女」を知っていた。

　もうあの頃の勇斗ではないのである。

「あの頃のお兄様もかわいらしくて、わたくしは好きでしたけどね」

「そんなことを思っていたのか。父上に向かってかわいいとは不ふ遜そんであろう」

　ちゃぽんと温泉につかりつつフェリシアが言えば、勇斗を挟はさんで向かい側に腰こしを下ろしたジークルーネが反発する。

　実によくある見慣れた光景であった。

「別に不遜とは思わないけど、まあ、かわいいといわれて喜ぶ男はあんまいないな」

「ほれ見ろ」

　とりあえず勇斗が思ったままを口にすると、ジークルーネが勝かち誇ほこったように小さく鼻を鳴らした。

　だが、フェリシアはまったく動じた様子もなく、にっこり微笑ほほえんで、

「でもお兄様。女が愛する男に向けて言う『かわいい』は、最大の愛情表現なんですよ？」

「へえ？」

「だって、格かつ好こいい部分じゃなくて、普通には格好悪いって言われるところを、かわいいと受け入れて、抱だき締めたいぐらい大好きって言ってるんですから」

「っ！」

　蕩けるような笑顔でそんなことを真正面から言われては、さすがの勇斗もたじろぐ。

　そして、フェリシアは勇斗の副官として幾多の戦いを潜り抜ぬけてきた歴戦の猛も者さである。

　一瞬とはいえ、相手の隙すきを見み逃のがすほど甘くはなかった。

「もちろん、他にもいっぱいありますよ。仕事の合間、居い眠ねむりして、頬ほお杖づえからずり落ちてはっとなってるところとか、美み月つき様がすき焼きを作ると仰ったときには、楽しみすぎてそわそわしていたところとか、あと閨ねやでわたくしのおっぱいが大好きで甘えてくるところも可愛かわいくてたまらないですね！　他には……」

「ストップストップ！　もう勘かん弁べんしてくれ！」

　たまらず勇斗はフェリシアの口上を制止にかかる。

　か～っと顔が熱くなっているのがわかった。

　人間やはり、格好いいところだけを見せて、格好悪いところは見せたくないものである。

　それが好いた女なら、なおさらだった。

　幻げん滅めつされたくないと、つい隠したくなるのが人情である。
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　だが、フェリシアはそんな部分も大好きだという。

　殺し文句もいいところだった。

「ふふふっ、真っ赤になったお兄様を見るのは久しぶりです。やっぱりかわいいですわ」

「……温泉のせいだよ」

「はい、そういうことにしておきますね」

「にゃろう！」

　ダンッとフェリシアの顔の側の岩に、手のひらを叩たたきつける。

　二一世紀風に言えば、壁かべドンというものである。

「俺おれにそんな口をきいて、ただで済むとは思っていまいな？」

　あえて脅きよう迫はくめいた言葉を口にする。

　もちろん、演技である。

　それはもちろん、フェリシアもわかっている。

「ふふっ、どんなお仕置きをされるんです？」

　なんとも挑ちよう発はつ的てきな物言いである。

　背筋がぞくぞくっとし、勇斗は自分が興奮していることを感じた。

　こういうシチュエーションプレイも、マンネリ防止には大事なのである。

　さらに言えば、楽しむ素そ振ぶりをしていれば、目を背けていられる。それがたとえ空元気だとしても、だ。

「むぅ……」

　一方、ジークルーネは面白おもしろくなさげに唇くちびるを尖とがらせていた。

　最初、勇斗はジークルーネの意見に同調していたというのに、いつの間にやらフェリシアと甘い空気を醸かもし出だし、一人置いてきぼりにされているのだから、当然と言えば当然だった。

「ち、父上！　じ、自分も父上のを舐なめている時に、気持ちよさそうな父上を見てついかわいいと思ってしまったことがあります。自分にもお仕置きを！」

「「ぷっ」」

　そんなジークルーネの焦あせったような言葉に、勇斗とフェリシアは目を見合わせて、思わず吹ふき出す。

「はあっ、かわいいじゃないか。ルーネ。よし、二人まとめて……」

「お楽しみのところ失礼します、お父様。ドーグラス兄上が、《牙きば》の新宗主スヴェン殿どのをともなってお越こしです。ぜひ拝はい謁えつしたいとのことですが、どうなされますか？」

　いざ襲い掛かからんとしたところで、クリスティーナの淡たん々たんとした声が割り込んでくる。

　ドーグラスは《鋼はがね》傘下の氏族の一つ、《灰はい》の宗主である。

　そして、《牙きば》といえば、《鋼はがね》討伐軍に組みし、勇斗に刃やいばを向けた氏族の一つだった。

　とはいえ、すでに《鋼はがね》討伐軍は瓦が解かいし、《牙きば》は領土を《鋼はがね》傘下の氏族に囲まれ、もはやその命運は勇斗の胸むね三さん寸ずんという立場である。

　そこから察するに、隣りん国ごくで付き合いのあったドーグラスに仲ちゆう介かいを頼たのんで、氏族の存亡を賭かけ決死の覚かく悟ごで宗主自ら交こう渉しように乗り込んできたといったところか。

　その心意気は大いに買いたいし、そんな男が勇斗は嫌きらいではない。

　また、戦略的にも、《牙きば》はいずれ《炎ほのお》と矛ほこを交えることとなった時、呼応されては非常に困る位置にある。

　今の内に傘下、あるいは同盟的な関係にしておきたい相手であり、今は何を差し置いても会わねばならない相手だった。

　だが、一人の「男」として、これだけは言っておきたかった。

「なんてタイミングの悪いやつだ」







「さて、こっからが正念場じゃな」

《牙きば》の宗主スヴェンは大きく息を吐はき、心を落ち着かせつつ独りごちる。

　彼は今年で五七歳さいになる。

　五〇まで生きられれば長生きとされるユグドラシルでは、立派に老人と呼ばれる年ねん齢れいと言えよう。

　先代のシーギスムントをはじめ宗主三代に仕え支えてきた、《牙きば》の生き字引とも大黒柱ともいうべき宿将だった人物である。

「まさか今更スヴェン殿が宗主に担かつぎ出されるとはな」

　ドーグラスがふふっと昔を懐かしむように笑みをこぼす。

　彼とスヴェンは時に共に戦い、時に矛を交え、互たがいに知った仲だった。

「まったくよ！　夢にも思うておらなんだわい」

　スヴェンも同意とばかりに大きくうなずく。

　スヴェンは盃さかずき的には、先代《牙きば》宗主シーギスムントの大おお叔お父じに当たり、本来であれば傍ぼう流りゆうであり、宗主の継けい承しよう権けんはない。

　なぜそんな通常ありえない跡あと目め継けい承しようが行われたのかと言えば、ずばり、なり手がいなかったからである。

「まあ、老おい先さき短いワシが妥だ当とうじゃろうよ」

　今の《牙きば》には、もはや《鋼はがね》に対たい抗こうする力も術すべもない。

　このまま敵対関係を続ければ、早晩滅ほろぼされるのは火を見るより明らかである。

　なんとしても、《鋼はがね》とは講和を結ばねばならない。

　それ以外に《牙きば》が生き残る道はない。

　それは皆みな、内心ではわかっている。いやというほどわかっている。

　だが一方で、《鋼はがね》は先代宗主シーギスムントを、すなわち親を殺した憎にくむべき仇かたきであった。

　そんな相手に許しを乞こい恭きよう順じゆんの意を示すなど、親不孝の極きわみである。氏族内の求心力はがた落ちするに違ちがいない。

　こんな情勢で、火中の栗くりを拾いたい者などそうそういるはずがなかった。

　そこで白羽の矢が立ったのが、氏族の最長老であり、すでに政治の中ちゆう枢すうからも外れ半隠居状態を送っていたスヴェンだった。

　面めん倒どう事と汚お名めいを全すべてスヴェンの代に集め、次の代で綺き麗れいに水に流す。

　いうなれば、スヴェンはつなぎだった。

「どうせ老い先短いこの命、生まれ育った氏族のために恩返しするのも一興じゃろう。死に花を咲さかせる良い機会じゃて……なぁんてのぅ」

　悲ひ愴そうな顔から一転、スヴェンはニヤリとあくどく口くちの端はしを吊つり上あげる。

　もはや無理と諦あきらめていた念願の宗主の座が、何の因果か転がり込んできたのである。

　スヴェンとしては手放す気はさらさらなく、それこそ石にかじりついてでも居い座すわるつもりだった。

「ふん、やっぱりか。そんな殊しゆ勝しような玉ではないと思うておったわ」

「ようやくワシにも運が回ってきたのじゃ。こんなところで終わってたまるか」

　先日、スオウユウトが神帝テイウダンスを継けい承しようしたのは、スヴェンにとってはまさに好機到とう来らいというしかなかった。

　今、自分には人生最高の追い風が吹いていると思った。

　建前上の話ではあるが、ユグドラシルの宗主は皆、ユグドラシルの正統なる統治者である神帝テイウダンスに、その土地の統治を任された代官である。

　すなわち、神帝テイウダンスに仕える家臣なのだ。

　新たな神帝テイウダンススオウユウトに忠節を誓ちかうのはしごく当然のことという論理である。

　詭き弁べんではあるが、一応、筋は通っており大義名分が立つし、神帝テイウダンスに宗主と認めてもらえば、それは政権基き盤ばんの弱いスヴェンにとっては最高の後うしろ盾だてになる。

　確かにスオウユウトはまさに飛ぶ鳥を落とす勢いの破竹の快かい進しん撃げきを続ける英えい雄ゆうではあるが、所詮はまだ一七歳の小こ僧ぞうである。

　何とでも言いくるめられると、スヴェンは信じて疑っていなかった。

「陛下がお会いになるそうです」

　話し終わるのを見計らったように、おさげ髪の少女が現れた。

　十代半ばほど、なかなか見目麗うるわしく将来が楽しみな少女だが、その立ち居振ふる舞まいを見るに、なかなかの腕うで前まえそうである。

「こちらです。ついてきてください」

「うむ」

「スヴェン殿」

　歩き出す少女の後を追い、部屋を出たスヴェンに、ドーグラスが声をかけてくる。

「野心に燃えるのは結構だが、あの方と相対すると、本気で寿じゆ命みようが縮むからな。もはや残り少なそうだが、せいぜい燃もえ尽つきるなよ？」

「むっ」

　冷水を浴びせかけるがごときドーグラスの言葉に、スヴェンは鼻白む。

　スヴェンは長い付き合いから、ドーグラスが慎しん重ちようで用心深い男ではあっても、決して臆おく病びようではないことをよく知っている。

　いざともなれば腹をくくって大だい胆たんなこともしてのける太い肝を持っている。

　スオウユウトが歯向かう者を尽ことごとく蹴け散ちらす恐おそろしい男であることぐらい百も承知だが、ドーグラスほどの男がここまで言うということに、さすがに興味が湧わいた。

「どうぞ。中で陛下がお待ちです」

　少女が廊ろう下かの突つき当あたりの扉とびらを開け、手で中に入るよう示し唆さする。

　部屋の奥おくには黒くろ髪かみの少年が左右に金と銀の美女を従え、腰かけているのが見えた。どうやらあれが、《鋼はがね》の宗主にして新たなる神帝テイウダンスとなったスオウユウトであろう。

　戦場では連戦連勝、負け知らずの軍神というからどれほどの豪ごう傑けつかと思っていたが、なんとも線の細い少年である。

　一対一でなら、六〇近い自分でも組くみ伏せられそうである。

　まったくドーグラスはいったい何を怯おびえているというのか、油断するつもりはないが少々拍子抜けの感が否いなめなかった。

　とはいえ、神帝テイウダンスは神帝である。スヴェンはその場に片かた膝ひざをつき、恭うやうやしく頭を垂れた。

「お初にお目にかかります、陛下。《牙きば》の宗主のスヴェンでございます。お休みのところお時間を取っていただき、真にありがとうございます」

「ほう、貴公が《牙きば》のスヴェンか。噂うわさには聞いているぞ。わざわざこんなところまで訪ねてくるとは何用だ？」

　スオウユウトが興味深そうにこちらをうかがいつつ返してくる。

　わかっているだろうに、すっとぼけていると感じた。

　自らの手の内は見せず、あくまでスヴェンに言わせるつもりなのだろう。

　このあたりはさすがにしたたかだった。

「はっ、ご結けつ婚こんならびに神帝テイウダンスへのご即そく位い、帝てい国こく臣下として心よりお祝いしたく馳はせ参さんじた次し第だいでございます」

「ほう、帝国臣下として、か」

　スオウユウトが目を瞠みはらせる。

「はっ、先のヴィーグリーズ会戦において、我ら《牙きば》は帝国臣下として先せん帝ていシグルドリーファ様の命に従い、陛下に刃を向けることと相成りましたが、先帝陛下とご結婚し、神帝テイウダンスを継つがれた今となっては、陛下こそが我らが主君でございます」

　スヴェンは前もって考えていた口上を、よどみなく述べる。

「ふむ、我ら《鋼はがね》は貴公ら《牙きば》の先代、シーギスムントを討ち取っている。いわば親の仇なわけだが、それでも俺たちに従う、と？」

　これは想定していた質問であった。

　わずかも逡しゆん巡じゆんすることなく、スヴェンは力強く頷うなずいてみせる。

「もちろんでございます。我ら《牙きば》は古くより帝国に忠誠を誓ってきた氏族ですから」

　もちろん方便である。

　だが、外交の場では建前も大事なのだ。

「なるほど、なかなかうまい言い訳だな」

　くつくつとスオウユウトが笑みをこぼす。

　若いといっても、まごうことなき覇は者しやである。

　その辺りの本音と建て前の機き微びはよくわかっているのだろう。

「そうだな。お前たちが親殺しの恨うらみを水に流すというのならば、俺も刃を向けられたことを忘れ、帰参することを許そうではないか」

　スオウユウトが鷹おう揚ように頷いてみせる。

　スヴェンへの呼びかけが、貴公からお前になったのも、自分たちを傘下と認めたということだろう。

「あ、ありがとうございます！」

　がばっとスヴェンはその場に平へい伏ふくする。

　心底ほっとしていた。

　これで《牙きば》は滅めつ亡ぼうを免まぬがれたのだから。

　だが、スオウユウトの次の一言で、スヴェンは奈な落らくの底へと突き落おとされることになる。

「そうだな、ではフェリシア、お前の下あたりに付けるか」

　スオウユウトが隣の金きん髪ぱつの美女に目を向けて何気なく言う。

「フェ、フェリシア殿の下に、でございますか」

　声が震ふるえているのが、自分でもわかった。

《剣つるぎ》のような大氏族ならともかく、降こう伏ふくした新参者の分際でいきなり神帝テイウダンスとなったスオウユウトの直じか盃さかずきを頂けるとは、さすがに思っていなかったが、さすがにこれはきつかった。

「なんだ、何か不満でもあるのか？」

「それは……その……」

　さすがにはっきりとは口にはできないが、ないわけがなかった。

　フェリシアの名はもちろん、知っている。

　スオウユウトの副官を務める腹心の一人で、《鋼はがね》の大幹部だ。それを侮あなどるつもりはないし、女の下に付くのが嫌いやというわけでもない。

　問題は、彼かの女じよがスオウユウトの妹分であるということだった。

　氏族の運営は主に直系の子分たちによって行われる。兄弟分はあくまで傍ぼう系けいであり、そこにいる限りもはや出世の目はない。

　スヴェンは自らの体験からそれを痛いほど知っていた。

　ようやく宗主になったというのに、また外と様ざま扱あつかいで冷や飯を食わされるのは絶対に御ご免めんであった。

「あら、フラれてしまいましたわ」

「あ、いえ！　決してフェリシア殿がいやというわけではなく、盃が、その……」

「いえ、わかっておりますわ。ではルーネ、貴方あなたの下に付けてはどうかしら？」

「ん？」

　話を振ふられて、銀ぎん髪ぱつの美女がわずかに眉まゆをひそめる。

　スヴェンは思わずその場で頭を抱かかえたくなった。もちろんしないが。

　こっちはこっちで問題だった。

　確かにジークルーネはスオウユウトの直参子分であるし、これまでにあげた武功も華はな々ばなしく、その下に付けば出世できる可能性は高い。

　だが、《牙きば》の先代宗主シーギスムントを直接手にかけた人物である。

　さすがにその下に付くのは、氏族内で不満が噴ふん出しゆつするのは目に見えていた。

「ふむ、名案かもな。そろそろルーネにも氏族を持たせてやりたかったところだ。これなら俺のそばを離はなれなくていいだろう」

「っ！　なるほど！」

　まったく興味なさげだったジークルーネが、俄が然ぜん乗り気な声を上げる。

「か、勝手ながら希望を申させていただければ、盃とはやはり、その器量に惚ほれて交かわすもの、ワシと致しましては人格者としても名高いヨルゲン殿の盃を頂きとう存じます」

　さすがに黙だまっていられず、スヴェンは慌あわてて口を開く。

　まだ二〇年も生きていない者たちの思いつきで、自分を含め《牙きば》の将来を定められたくはなかった。

「……ふむ、ヨルゲンか。まあ、そのあたりが妥当なところか」

　わずかに思案して、スオウユウトが頷く。

「あ、ありがとうございます」

　どっと全身に疲ひ労ろう感と倦けん怠たい感かんを覚えつつ、スヴェンはなんとか礼を言う。

　ドーグラスが寿命が縮むといっていたのはこれのことか、と思う。

　まったく想像していたのとは違っていた。

　もっと凄すごみのある恐ろしい人物であり、神経をすり減らされるようなものを身構えていたのだが、拍ひよう子し抜ぬけである。

　確かに、革新的な何かを作る能は、まさに天才ではあるのだろう。

　だが、まだまだ人間としては未熟といったところか。

（まあよい。それならそれで取り入りやすかろう）

　さっとスヴェンは頭を切きり替かえる。

　せいぜい利用させてもらおうではないか。

　そんなことを考えていると、不意にスオウユウトが悪戯いたずらっぽく口の端を吊り上げて、声をかけてくる。

「これで説明が楽になったろう？」

「は？」

　最初、意味がわからなかった。

　だが、一拍ぱくの後、背筋をゾッと寒気が疾る。

　スヴェンは立ちどころに、今の今まで自分がスオウユウトの手のひらの上で遊ばれていたことを悟さとった。

　今までのやり取りは、無理難題を吹っかけられたがなんとかかわして、《牙きば》にとって良い条件を勝ち取ってきたのだという、スヴェンが氏族に戻もどり《鋼はがね》の傘下に入ったことを皆に説明するための、そして、自らの手て柄がらとするための「お土産みやげ」だったのだ。

　しかし、ただでそれをやっては舐められかねない。

　そこで一ひと芝しば居いをうち、スヴェンにしっかりと花を持たせつつ、一いつ杯ぱい食わせて一ひと筋すじ縄なわで行く相手ではないぞと釘くぎも刺さしたのだ。

　実に見事な交渉であり、落としどころであった。

「ふっ、ふははははっ！　なるほど、これは一本取られましたわい！」

　スヴェンはたまらず、大声をあげて笑い出す。

　まったくドーグラスの言うとおりだった。

　こんなのを相手にしていては、寿命がいくらあっても足りない。

　だが、《牙きば》の命運を託たくせる実に頼もしい男だと思った。







「神帝陛下万歳ジークテイウダンス！」

「スオウユウト陛下万歳！」

「《鋼はがね》万歳ーっ！」

　翌日、ギムレーに帰き還かんした勇斗を待っていたのは、割れんばかりの民衆の大だい歓かん声せいであった。

　自分たちの生活を豊かにし、外敵の心配なく安心して暮らせるのは、勇斗のおかげであることを民衆はよく知っていた。

　その心から敬愛し慕したう大宗主レギンアークが、ついにユグドラシルの正統なる支配者の座に就ついたのである。

　これほどめでたく、嬉うれしいことはなかった。

「おかえりなさいませ、父上！」

　人であふれかえった大通りを抜け、ギムレーの宮きゆう殿でんの門をくぐると、リネーアが弾はずんだ声で駆かけ寄よってきた。

　まだ十代半ばの少女ではあるが、大国《鋼はがね》のれっきとした若頭ナンバー２である。

　政治感覚と実務能力に極めて優すぐれており、彼女の後方支し援えんなくして、今の《鋼はがね》の躍やく進しんはなかったと勇斗が頼みとする才さい媛えんだ。

　また私生活では、勇斗の側室の一人でもある。

「ああ、ただいま。久しぶりだな、リネーア」

「はい！　おひさしゅうございます。お元気そうでなによりです」

　よほど嬉しかったのだろう、リネーアの瞳ひとみが涙なみだで潤うるんでいる。

　現在の彼女は、若頭かしらとしての通常の仕事に加え、神都グラズヘイムに駐ちゆう屯とんする《鋼はがね》軍の兵へい站たん計画に震しん災さいへの対応、さらには新天地への移住計画と多た忙ぼうを極めている。

　おかげで勇斗とシグルドリーファの結婚式にも出席できず、こうして直に会うのは実に四ヶ月ぶりであった。

　一応、文によるやり取りはずっと続けていたが、携けい帯たい電話のある二一世紀でも遠えん距きよ離り恋れん愛あいは続かないというのが定説である。

　以前と変わらぬ、いやむしろ前以上の愛情を向けてくれることに、勇斗もジーンと胸が熱くなった。

「お前も元気そうで何よりだ。それにしても、ここに来るまでついでにいくつかの街を視察してきたんだが、なんかもうほとんど以前と変わらないな。驚おどろいた」

　報告では《鋼はがね》領内も震災の被ひ害がいがかなり出たと聞いていたのだが、多少の傷きず痕あとは確かにまだあったものの、瓦が礫れきの残ざん骸がいなどはとっくに片づけられ、家も建たて替えられ、人々の顔にも不安の影かげはなく活気に満ち、まるで震災などなかったかのようでさえあった。

　揺ゆれ自体はビフレストのほうが酷ひどかったはずなのに、これでは神都グラズヘイムのほうがよほど被害は大きかったと言える。

「父上のおかげです。近々地じ震しんが起きるのはわかっていたのですから、前もって家の資材の準備や食料配給の仕方、他国からの布類の買い集め、火事対策、避ひ難なん訓練などなど、しっかり準備しておくことができました」

　リネーアはあっさりと言ってのけたものだが、教えてから地震までそれほど期間があったわけでもない。

　実際にどれほど至難の業わざであるかは、勇斗も政治に携たずさわる者として想像がつく。

「むしろ今回の震災の対応が迅じん速そくだったことで、民の我らへの信しん頼らいは前以上かと。これで今後の新天地への移住計画を、かなり進めやすくなったかと思います」

「お前が味方で、本当によかったよ」

　今後、ユグドラシルを襲おそう未み曽ぞ有うの大災害から民を救う為ためには、もはやこの稀け有うな才能なしではとても考えられない。

　勇斗は改めて神に感謝を覚えずにはいられなかった。

「ボ、ボクも父上にお仕えすることができて、し、幸せです」

　ポッと頬ほおを赤らめ、そんなことを言われてはもうたまらなかった。

　その日、二人は会えなかった四ヵ月を取とり戻すように燃え上がった。

　事が済み、勇斗はリネーアを腕うで枕まくらしつつ天てん井じようを見上げてぽつりと言う。

「近々、《炎ほのお》と戦になるかもしれない」

「っ！　そう、ですか」

　ぽ～っと陶とう然ぜんとしていたリネーアの顔が、一いつ瞬しゆんにして緊きん張ちようで引ひき締まる。

　リネーアは隣国の宗主として、《雷いかづち》の虎心王ドールグスラシルステインソールの化け物じみた強さを聞き知っている。

《炎ほのお》はそのステインソールをあっさりと討うち取ってのけた氏族だ。

　これまで以上に困難な戦いになることを、ひしひしと感じているのだろう。

「主戦場はおそらくアースガルズ地方になるとは思うが、お前には後方支援としていろいろ動いてもらうことになると思う。心しておいてくれ」

「……はい」

　リネーアは頷いたものの、その声はわずかに沈しずんでいた。

　彼女は仕事の難しさで、こんな風にはならない。むしろやる気を出すほうだ。

　だからこそ、気になった。

「どうした？」

「いえ、また行ってしまわれるのですね……」

「……すまん」

《炎ほのお》の主力がアースガルズに張り付いている以上、勇斗もギムレーにあまり長く滞たい在ざいしているわけにはいかなかった。

　日本人である勇斗は、《炎ほのお》の宗主の恐ろしさを、ユグドラシルの誰だれより知っている。

　自うぬ惚ぼれるつもりはないが、自分なしで勝つことはまず難しい。

　疾しつ風ぷう迅じん雷らいの彼のことである。

　用事が済めば、一刻も早く神都グラズヘイムに戻り、備える必要があった。

「いえ、わかっております。ご武運をお祈いのり申し上げております」







「退たい屈くつじゃのう」

　その男は玉座に頬杖を突きつつ、ふうっと嘆たん息そくした。

　ユグドラシルでは極めて珍めずらしい黒くろ髪かみ黒くろ眼めの男である。

　その身体からだにはその激しい戦歴を物語るように、無数の傷が刻まれている。

　すでに齢よわい六〇ほどのはずなのだが、全身が活力に満ちあふれており、ぱっと見、四〇前後にしか見えない。

　男の名は織田信長。

　ユグドラシルにおいて、《鋼はがね》と同等の版図を誇る大国《炎ほのお》の宗主であった。

「《槍やり》も後は族都ミーミルを残すのみ、か」

　ぶちっと鼻毛を抜きつつ、信長はなんともつまらなさげにつぶやく。

　天下を治めんと北伐を開始して以来、連戦連勝、苦戦の気配もない。

　わざわざ自分が出張るほどのこともなく、後方の城で全軍の動きを統とう括かつしつつ指示を出しているのだが、正直、退屈に飽あいていた。

　日ノ本では、彼の人生はまさに苦難に次ぐ苦難の連続だった。

　ここまで歯ごたえがないと、物足りなくてしかたなかった。

「大殿、《鋼はがね》より使者が参っております」

「ほう？　通せ」

　信長は楽しげに口元を緩ゆるませた。

《鋼はがね》の周防すおう勇斗は、ユグドラシルで唯ゆい一いつ、信長が「面白い」と思った男である。

　期待に心が躍おどった。

「お目通りお許しいただきありがとうございます。《鋼はがね》傘下《狼おおかみ》のボリスと申します。神帝テイウダンス陛下より信長様への書簡をお届けに参りました」

　現れた使者は一礼すると、スッと革かわ袋ぶくろより書簡を取り出し、近くの《炎ほのお》の侍じ従じゆうに手て渡わたした。

　侍従は信長の下に向かい、書簡を読み上げ始める。

「『《炎ほのお》が宗主オダノブナガに伝えよ。我、神帝テイウダンススオウユウトが言う。即そく座ざに《槍やり》との戦を停止せよ。領土の境界は協議を行い、双そう方ほうの言い分を我われが聞き届け、追って沙さ汰たを申もうし渡わたすゆえ、神都グラズヘイムに参られよ。この旨むねに従わぬ者は神帝テイウダンスの名の下、天下の平へい穏おん無ぶ事じを乱す者として必ずや成敗するから、分別をもって判断せよ』……い、以上です」

　侍従の声は、どんどんか細くなっていき、最後は明らかに震えたものになっていた。

　主である信長が怒おこった時の恐ろしさをよくよく思い知っているからであろう。

　だが、そんな侍従の心配とは裏腹に、信長はまったく怒いかりを覚えていなかった。

　むしろ楽しげに口の端を吊り上げたものである。

「くくっ、小こ童わつぱが。早さつ速そく仕し掛かけてきおったか」

　百ひやく戦せん錬れん磨まの信長である。

　勇斗の企たくらみを一瞬にして見破っていた。

　勇斗とて、天下布武を標ひよう榜ぼうする信長が自分の命令で侵しん略りやくを止めるとは思っていまい。

　だが、命令に逆らえば、神帝テイウダンスの命令に逆らう逆ぎやく賊ぞくである。

　勇斗としては粛しゆく々しゆくと討とう伐ばつ令を出せばいい。

　先の《鋼はがね》の時のように、今度は《炎ほのお》包ほう囲い網もうが形成されることになるわけだ。

　一方、命令に従えば、勇斗の神帝テイウダンス即そく位いとその権けん威いを認めたことになる。加えて、《炎ほのお》が侵しん攻こうを止めてまごついている間に、《鋼はがね》は周辺氏族を飲み込み、まんまとその勢力を拡大するに違いない。

　つまり、信長がどっちを選ぼうと、《鋼はがね》に優位に働く、実に有効な一手であった。

「ようやく面白くなってきおったわい。おい、そこの。ボリスとか申したな」

　信長は《鋼はがね》の使者を呼びつける。

　そして猛もう獣じゆうのような獰どう猛もうな笑えみを浮うかべて、続ける。

「僭帝周防勇斗に伝えよ。《槍やり》への侵攻は止めぬ。おぬしを神帝テイウダンスとも認めぬ。文句があるならかかってくるがいい、となぁ！」







ACT 2







　ギムレーに三日滞在し忙いそがしく日々を過ごした後、勇ゆう斗とはまた車上の人となっていた。

　だが、進路は神都グラズヘイムのある東ではなく西である。

　馬車に揺られること丸二日、アールヴヘイムの西せい端たん、すなわちユグドラシル西端でもある港街ニョルズを訪れていた。

　徒歩ではゆうに一ヵ月はかかる距きよ離りだが、このあたりは伝てん馬ま制様様である。

「おー、潮の香かおりがするな。なんかすげえ懐なつかしい」

　馬車から降りた勇斗はスンスンと鼻を鳴らし、思わず微び笑しようを浮かべる。

　あと数すうヶか月げつもすれば、ユグドラシルに来て丸四年になる。

　その間、一度も海には来ていない。

　それは懐かしさも覚えようというものだった。

「なっ……なっ……なんですか、これは!?」

　フェリシアが驚きよう愕がくを露あらわに叫さけび声ごえをあげれば、

「お、おおっ……」

　その無表情さから『氷の華』とも呼ばれるジークルーネまでが愕がく然ぜんとした顔で海に魅み入いっている。

　見れば、護衛として連れてきた親衛騎団ムスツペルの面々も、同じく唖あ然ぜんとしていた。

「ああ、お前らは見るのは初めてだったな。これが海だよ」

「は、話には聞いてはいましたが……」

「これが海……ですか」

　人間、あまりにも想像を超こえた事態に遭そう遇ぐうすると、頭が真っ白になるものだ。

　勇斗にはあまりピンと来ないのだが、どうやら二人とも初めて見る海の圧あつ倒とう的てきなスケールに呑のまれてしまったらしい。

　現代でも、世界的には内陸部に住んでいる人間などで海を見たことがない人は大勢おり、そういう人たちが海を見た時には大層驚くと聞く。

　そういうものなのだろう。

「まあ、見物は後だ。先に用事を済ませるぞ」

　パンパンと手を叩き、二人を現実に引き戻す。

「あっ、す、すみません、お兄様」

「申し訳ございません。わたしとしたことが……」

　恐きよう縮しゆくする二人を少し可哀かわいそうとは思ったが、こんな辺境の港町までわざわざやってきたのは、決して観光の為ではない。

　この視察には、誇こ張ちよう抜ぬきで《鋼はがね》の行く末がかかっているといっても過言ではないのだから。

「街が随ずい分ぶんと騒さわがしいと思ったら、やっぱりお前だったか」

　不意に、背後から聞き覚えのある声が聞こえた。

　これまた実に四ヶ月ぶりに聞く声である。

「よう、イングリット。ひさしぶ……」

　勇斗は口元を緩ませ振り返かえり、目をぱちくりさせる。

「おう、久しぶりだな、ユウト！」

　そう言ってニパッと太陽のように快活な笑みを浮かべるイングリットだったが、その魅み力りよく的てきな笑え顔がおよりも、勇斗は別のことに目を奪うばわれていた。

「お、お前、その髪かみ……」

「ん、ああ」

　その言葉だけでイングリットは勇斗の言いたいことを察したようだった。

　さらりと手でその赤毛の髪を後ろにすき流して、

「こっちきてから伸のばしてるんだ。どう、少しは女らしくなってるだろ？」

　期待と不安が入り混じった瞳で、上うわ目め遣づかいで見上げてくる。

　ドキンっと勇斗の胸が高鳴る。

　本人の言う通り、随分と女らしくなって見えた。

「ああ、正直見み違ちがえたよ」

「お、おお、そうか」

　勇斗の言葉に、カッとイングリットが頬が赤くなる。

　自分で話題を振っておいて照れないでほしかった。

　勇斗のほうまで無む性しように照れくさくなる。

「そ、そういえば例のもの、ようやく完成したらしいな。見せてもらえるか？」

　妙みような空気に耐たえきれず、勇斗は本題を切り出だして話題を変える。

　ぱっと見、ただのかわいい町まち娘むすめといった体の彼女だが、鉄やあぶみ、てつはうに水車等々、勇斗のアイディアを実際に形にしたのは彼女であり、勇斗がここまで破竹の勢いで駆け上のぼってこられたのは彼女のおかげといっても過言ではない、《鋼はがね》の超重要人物である。

　そんな片かた腕うでとも言っていい彼女が、族都ギムレーを離れ、こんな辺へん鄙ぴな港町にいるのも、あるものの制作を依い頼らいしていたからだ。
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「おう、あれか！　ふふっ、見たいか？　見たいよな？　いやぁ、今回のはか～な～り苦労させられたぞ～」

　話を振った瞬しゆん間かん、俄然食いついてくるイングリット。

　先ほどまでのやりとりなどすっかり頭の中から抜ぬけ落ちたように、いわゆる「おたく」の顔になっている。

　こと物作りのこととなると、すぐにスイッチが入るのだ、彼女は。

「だいたいお前はいつもさ、こんな感じって漠ばく然ぜんとした事しか言わねえけど、けっこうそれでどうにかするのって大変なんだからな？」

「わかってるって。お前には心から感謝してるよ」

「ほんとかぁ？　その割にはいつもいつも無理難題ばっかり言ってきやがって。こいつだっておかげで半年近くかかっちまったんだからな」

「それでもなんだかんだなんとかしてくれたじゃねえか。お前には足向けて寝ねられねえわぁ」

「ったく、調子いいやつめ」

　やれやれといった感じで、イングリットがため息をつく。

　次いで、勇斗の顔を見つめ、なんとも怪け訝げんそうに眉をひそめる。

「なんだよ、文句つけられてるのに何ニヤニヤしてんだ？」

「ん？　ニヤニヤしてたか」

「ああ、今まさにな。少し気持ち悪いぞ」

「気持ち悪い、か。くっくっくっ、やっぱお前と話すのは楽しいわ」

「……しばらく会わないうちに、頭おかしくなったか、お前？」

「ぷっ、あはははは！」

　ついにたまらず、勇斗は大だい爆ばく笑しようする。

　ここまで悪態をつかれたのは、実に四ヵ月ぶりだった。

　別にマゾになったとかそういうわけではない。

　ただ、誰もかれもがひざまずき、遠えん慮りよし、おもねり、特別扱あつかいしてくる、というのは寂さみしいものだ。

　みんなから礼らい賛さんと同意しかないというのは、正直恐おそろしいものだ。

　神帝テイウダンスになって、それはさらに加速したようにも思う。

　そんな中、ここまで遠えん慮りよ会え釈しやくなくこき下ろしてくれるのは、まさしくイングリットぐらいであろう。

　だからこそ、彼女の存在にほっとするものを感じずにはいられなかった。







「こ、これは……」

「これが船……なのか!?」

　それは海以上の衝しよう撃げきをもって《鋼はがね》の面々を圧あつ倒とうした。

　彼かれらにとって船と言えば、丸太をくりぬいたいわゆるカヌーのようなものか、大きいものでも、丸太をロープでくくって、その間を蜜みつ蝋ろうなどで塞ふさいだイカダに帆ほを付けた程度のものだった。

　河を渡る、河を使って荷物を運うん搬ぱんするだけなら、それで事足りたからだ。

　だがこれは、根本から違ちがう。

　なんといってもまず、でかい。

　それに明らかに頑がん強きようそうだ。

　まさにこれは、海に浮かぶ砦とりでそのものだった。

「ふふっ、これがガレオン級大型帆はん船せんノアだ！」

　港に停てい泊はくするその船を手で指し示しつつ、イングリットは得意げにその名を紹しよう介かいする。

　ガレオン船――

　一六世紀半ば～一八世紀ごろの帆船の一種である。

　勇斗がまず新大陸への移動として最初に頭に思おもい浮かべたのが、アメリカ大陸を発見したクリストファー・コロンブスだった。

　彼の船であるサンタマリア号は大航海時代前半に遠洋航海の基き礎そを築いたキャラック船と言われるものの一種で、そのキャラックの発展形がこのガレオンである。

　ネットや電子書しよ籍せきで設計図を入手するのは難しかったが、現代に戻った際に伝つ手てを頼たよって詳しよう細さいな設計図面を入手できたのは行幸だった。

　でなければ、さすがに物作りの天才イングリットといえど、この短期間に建造することはできなかっただろう。

「早さつ速そく乗ってみるか？」

「おう、もちろんだ」

　イングリットの誘さそいに一も二もなく勇斗は同意する。

　すでに航海テストを終え問題なかったという報告は受けているが、今後の行方ゆくえを左右する代しろ物ものである。

　自分で実際に体験してみたかった。

　一方、そんな勇斗とは裏腹に、怯ひるんだ表情を見せたのが護衛として同行していた親衛騎団ムスツペルの面々である。

「あ、あたしたちも、でしょうか？」

　おそるおそるヒルデガルドが尋たずねる。

　護衛なのだから主に同行するのは当然である。わざわざ問うようなほどのことではない。

　だが、この問いはまさに皆みなの気持ちを代弁したものだった。

　木が水に浮かぶことはもちろん皆、知っている。

　一方で、重いものは水に沈む。

　これもまた子供でも知っている世の理だった。

　こんなとんでもなくでかい物体が果たして、水に浮かぶのか？

　そもそもすでに、船底がもうその船の自重で沈んでいるではないか。

　ここにさらに一〇〇人からの人間が乗るなど狂きよう気きの沙汰である。

　もちろん、勇斗やイングリットのこれまでの実績はよく知っている。

　知ってはいるが、しかし、これはさすがに絶対に沈むとしか思えない。

　だというのに、

「当然だろ。皆乗らないとテストにならないだろう」

　彼らの主はあっさりと言ってのけるのである。

　正直、ヒルデガルドは眩暈めまいさえ覚えた。

　一いち縷るの望みにすがって団長にして姉貴分のジークルーネに目を向けるが、彼女は特に気にした風もなくスタスタと桟さん橋ばしを進んで船に乗り込んでいく。

　フェリシアも、イングリットも、だ。

　さすがにやはり、この大国《鋼はがね》の幹部ともなると、並みの肝きもではないらしい。

「はあ」

　ヒルデガルドはがっくりと肩かたを落とす。

　これはもう諦あきらめて乗るしかなさそうだった。

　だが、とりあえず、

「あの、先に厠かわやに行ってきてよろしいでしょうか？」







「かーっ、風が気持ちいいな！」

　船首に立ち、どこまでも続く大おお海うな原ばらを見み据すえ勇斗は興奮に身体からだを震わせていた。

　海と冒ぼう険けんは男のロマンである。

　たかが一日、航海テストを行うだけで、冒険と呼ぶのもおこがましいが、それでも無性に心が躍おどるのが止められなかった。

「い、いったいどんな魔ま法ほうを使ったのですか、これは!?」

　一方、クリスティーナは驚きに目を見開いていた。

　冷静沈ちん着ちやくさでは定評のある彼女には、非常に珍しいことである。

　フェリシアをはじめ、他の面々はまだこの異常に気が付いていないようだった。

「な、なぜ向かい風なのに船が前に進んでいるのですか!?」

　クリスティーナには極きわめて珍しい金切り声だった。

　彼女は《風を打ち消すものヴエズルフエルニル》のエインヘリアルである。風を知り尽つくし、風を操あやつる彼女だからこそ、このおかしさにすぐに気が付いたのだろう。

「そ、そういえば……」

　フェリシアもはっとしたようにつぶやく。

　親衛騎団ムスツペルの面々も、だ。

　皆、狐きつねにつままれたような顔になった。

　今いま更さらながらに気が付いたのだろう、ノアが完全な帆船である、ということを。

　つまり、推進力は全すべて風かぜ頼だのみである。誰だれ一人ひとり、櫂オールで漕こいではいない。

　だというのに、真正面からの向かい風に逆らうようにまっすぐ進んでいる。

　摩ま訶か不ふ思し議ぎ以外の何物でもなかった。

「ふふっ、その秘密がこれさ！」

　イングリットが船首近くにある帆柱マストに張られた三角の帆を指さす。

「いや、これだって言われても……」

「縦帆ってやつさ。細かい原理は省くが、従来の横帆に比べ、追い風に対する推進力は弱いが、その分、帆の向きを少し変えるだけで旋せん回かいしたり、今みたいに向かい風に向かって直進できるようになるんだ。俺おれのいた世界では、こいつの登場で、人類の海洋進出は飛ひ躍やく的てきに進んだって言われている」

　苦く笑しようしつつ、勇斗が簡単に説明を加える。

　イングリットに任せると、専門的になって話が長すぎるというのもある。

「へ～、なるほど～。帆の表側と裏側で流れる風の速度差を使ってるわけだね～」

　のほほんとそう答えたのは、意外にもクリスティーナの双ふた子ごの姉、アルベルティーナである。

「……へ？　わかったのか!?」

　今度は勇斗が驚く番だった。

　縦帆の原理はベルヌーイの方程式というもので説明がつくらしいが、はっきり言って勇斗にはちんぷんかんぷんだったのだ。

　もちろん、粘ねん土ど板ばんの家で初歩の算数にも四苦八苦しているアルベルティーナがそういう数式的な理り屈くつを理解しているとは思えないが、それでもどういう論理で動いているのか体感で理解したのだろう。

　このあたりはやはり、《風を巻き起こすものフレースヴエルグ》のエインヘリアルだった。

「アル姉？　え、ほんとに？　どういうことです!?」

　クリスティーナも目をパチクリさせている。

　彼女も同じく風を操るエインヘリアルではあるが、どうやらその顔を見るにわからなかったらしい。

「うん、外側は速いから、軽いの。内側は遅おそいから、ちょっと重いの。んで、重いほうから軽いほうに力がかかって、それで船を動かしてるんだと思う」

　なんとも感覚的な説明である。

　だが、似たようなことが本の説明にかかれていたのは勇斗も覚えている。やはり彼女はわかっているらしい。

「ああっ！　そういうことですか」

　アルベルティーナの言葉がヒントになったのだろう、ようやくクリスティーナも理屈に気付いたようだった。

「あれ？　もしかしてクリスわからなかったの？」

「ぐっ！」

「そっか～。ふふ～、どう、見直した～？」

「まさかアル姉ごときに後おくれを取るとは……」

「クリスは頭で考えすぎだね～」

「しかもダメだしされた!?」

「いい？　もっとあるがままに肌はだで感じ取るんだよ。そうすれば風が教えてくれるから」

「ここぞとばかりに上から目線!?　人生でここまで屈くつ辱じよくを覚えたのは初めてです……」

　ピンっと人差し指を立てて得意げに語るアルベルティーナに、歯は噛がみして悔くやしがるクリスティーナというのは、なかなかに珍しい光景だった。

　まあ、いつもアルベルティーナがしてやられているのだ。たまにはこういうことがあってもいいだろう。

「おいおい、マジかよぉ。なあ、勇斗。こいつしばらく貸してくれよ」

　イングリットがぐいっとアルベルティーナの首に腕うでを回して引っ張り寄せる。

「ここまで風が読めるやつがいたら、百人力、いや千人力だ」

「あ～、ふむ」

　勇斗もすぐにイングリットの言わんとするところを理解した。

　繰くり返すが、帆船は風の力で進む船だ。

　風を読み、それに即そくした帆の張り方をすれば、速度は跳はね上あがる。

　さらに言えば、船は出来ても、まだそれを操る船乗りたちは初心者だらけなのが現状だ。

　航海には嵐あらしや時し化け、凪なぎなどのトラブルが付き物だが、そういうものが近づいてきた時も、風の読めるアルベルティーナならば常人よりはるかに早く察知できるだろう。

　そして察知が早ければ早いほど、うまく対処でき、危険もかなり減らせる。

　今後の船の重要性を考えれば、貸さない選せん択たく肢しはなかった。

「俺としては否いなやはないというか、是ぜ非ひにとさえ思うが……」

　言葉を濁にごしつつ、勇斗はちらりとクリスティーナに視線を向ける。

　この双子の妹の存在が、とにかく最大の障害であった。

　諜ちよう報ほう機関の長である彼かの女じよをグラズヘイムから遠く離はなれたこの地に置くのは、《炎ほのお》との戦いが控ひかえる今、それは難しいというしかない。

　となると、離はなれ離ばなれになることになるが、はっきり言ってそれこそ病やんでるレベルで姉が大好きなクリスティーナに、それを了りよう承しようさせるのはなかなか難なん儀ぎを極めそうだった。

　さて、どう説得するかと勇斗が思案していたその時だった。

「アタシ、やってみたい！」

　アルベルティーナが勢いよく挙手する。

　よほど乗り気らしく、瞳が興奮と期待でキラキラしていた。

「アル姉、あんまり安やす請うけ合あいするのは……」

「ううん、アタシ、絶対にやる！」

　珍しくおろおろした感じでクリスティーナは諫いさめたが、アルベルティーナの決意は固いようだった。

「お父さん。この船に、アタシたちの未来がかかってるんだよね？」

「この船だけにではないが、まあ、そうだな」

「アタシのこの風を読む力は、役に立つんだよね？」

「それはあたしが保証するよ。あんたの力は、この海では文句なしで最強の力だ」

　イングリットが力強く太たい鼓こ判ばんを押おす。

　すでに幾いく度どとなく航海テストをこなしているからこその、実感がこもっていた。

「しかもその力があれば、かなり多くの人を危険から守れるだろう」

　勇斗もイングリットに同意を示す。

　今のところ、まだ試作一号船であるノアだけだが、特に致ち命めい的てきな欠けつ陥かんもなかったので、すでに急ピッチで二番船、三番船と建造が行われている。

　この調子でいずれは大船団を作り上げる予定であり、そうなればさらにアルベルティーナの力は重要性を増すだろう。

　今の内からアルベルティーナを鍛きたえ航海に慣れさせておけば、移住計画の成功率を大おお幅はばに跳ね上げるに違いない。

　背中に刺ささるクリスティーナの視線が少々痛かったが、ここはなりふり構ってはいられなかった。

「えへへ、そっかぁ」

　二人のべた褒ぼめに、照れ照れと、しかし満まん更ざらでもなさそうに、アルベルティーナがにへらっとした笑みを浮かべる。

「アル姉、世の中そんな甘あまくありませんよ。いろいろ覚えなくちゃいけないこともあるはずです。アル姉そういうの大の苦手でしょう？」

「うっ、た、確かに苦手だけど頑がん張ばるもん！」

　わずかに怯んだものの、アルベルティーナはすかさず言い返す。

　大の勉強嫌ぎらいの彼女がここまで言うあたり、相当やる気のようだった。

「そ、そんなにやりたいのですか？」

　アルベルティーナの熱意に、クリスティーナが押されている。

　明らかに狼狽うろたえていた。

　これまた非常に珍しいことだった。

「うん、ほらアタシ、馬ば鹿かだから。賢かしこいクリスはみんなから必要とされたけど、アタシはおまけ扱いというか」

「そんなこと……っ！」

「今までこんなに必要とされたことって、アタシなかったの。だから、試ためしてみたいの。凄すごくやり甲が斐いのあることだと思うし」

「む～～」

　クリスティーナは面白おもしろくなさそうに唇くちびるを尖とがらせる。

　おそらく必要とされたことがないという言葉に反応したのだろうと勇斗は思った。

　実のところ、クリスティーナほどアルベルティーナを必要としている人間はいなかった。

　ぱっと見はアルベルティーナがクリスティーナに依い存そんしているように見えるが、実のところ、精神的にはクリスティーナのほうがアルベルティーナに依存しているところがある。

　だがそれを直接本人に言うのは、クリスティーナのプライドが許さないのだろう。まったく難儀で、そして面めん倒どうくさい性格をしている。

「なにより、さ。クリスはアタシの自じ慢まんの妹だけど、アタシもクリスの自慢のお姉ちゃんになりたいんだ。そのためなら、お姉ちゃん、どんな大変なことにも耐えられるよ」

「～～っ！」

　これが殺し文句だった。

　なんだかんだ言って姉大好きっ子のクリスティーナである。

　姉が自分の為にとやる気になっていることを、嬉うれしく感じないはずがない。

　ぐりんっと勇斗のほうを勢いよく振ふり返る。

「お父様♥　ワタシもここでアル姉と一いつ緒しよに船の勉強をしたいのですが」

　最後の抵てい抗こうとばかりに、クリスティーナは猫ねこ撫なで声を出すが、

「さすがにお前はここに置いておけねえよ」

「ですよね～」

　勇斗はきっぱりと首を左右に振ると、クリスティーナはがっくりと肩を落とす。

　食い下がらなかったのは、分ぶん析せき力りよくの高い彼女のことだ、戻もどらないといけないことを自分でもわかっていたからだろう。

　それでも一縷の望みにすがって、言わずにはいられなかったといったところか。

「……わかりました。アル姉の意志を尊重しましょう。まあ、現実問題、この切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きようじゃ、そうせざるを得ないようですし、ね」

　はぁっと大きくため息をついて、いかにも渋しぶ々しぶといった体でクリスティーナもついに受け入れる。

「まあ、姉離れするいい機会だろ」

　ぽんぽんっと勇斗はクリスティーナの頭を優やさしく叩たたいて慰なぐさめつつ言う。

　しかし、クリスティーナはふんっと鼻を鳴らして、

「アル姉が妹離れするいい機会、の間ま違ちがいでしょう？」

「そういうことにしといてやるよ」

　言いつつ、勇斗はおもむろに自らの外がい套とうを外し、ぽいっとクリスティーナの頭に覆おおいかぶせる。

「うわっぷ、いきなり何をするんです？」

「寒いだろ、貸してやるよ」

「……そうですね。寒いから、借りといてあげます」

　頭から被かぶったまま、どけようともせずにクリスティーナが言葉を返してくる。

　その声が少しだけ震ふるえているのがわかったが、勇斗は気づかぬふりをすることにした。







　ザザァン……ズズズズ……ザザァン……ズズズズ……

　波の音だけが鳴なり響ひびいていた。

　辺りは真っ暗で、月と星の明かりだけが辺りをほのかに照らしている。

「全然寝れる気がしねえ」

　甲かん板ぱんに腰こしを下ろして夜空を見上げつつ、勇斗は苦笑する。

　とりあえず一通り航海して港に戻ったものの、すでに日も暮れかけており、小さな港町に一〇〇人も泊とまれる宿があるはずもなく、どうせならと今日はこのノア号を宿にすることにしたのだが、眠ねむれず船長室のハンモックから這はい出でてきた次し第だいである。

　理由はわかっている。

「ようやく、目め途どが立ったな。長かった……」

　しみじみと勇斗は吐と息いきをつく。

　ユグドラシルの海底沈ちん没ぼつを知り、ヨーロッパ大陸へ移住するしかないと心に決めたものの、本当にできるのかどうか、実に一年近くもの間、不安で不安で仕方がなかったのだ。
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　だが今日、たった半日だが航海をしてみて、確かな手て応ごたえを感じた。

　おかげでこれまでの感かん慨がいが一気に押し寄よせてきたのである。

「こんなところで何独り黄昏たそがれてんだよ」

　後ろからはすっぱな声がした。

　振り返らずとも、誰だれかはわかる。

「ば～か。祝しゆく杯はいをあげてんだよ」

「はいはい。そうですか」

　適当に相あい槌づちを打ちつつ、イングリットは勇斗の隣となりに来て腰を落とす。

　そのまま夜空を見上げて言う。

「フェリシアさんから聞いた。この船を造らせた本当の理由」

「そうか」

　勇斗も空を見上げながら返す。

　イングリットには船の建造は主に交易が目的と説明していたのだ。

「水みず臭くせえんだよ」

　言って、イングリットはコツンと軽く裏うら拳けんで頭を小こ突づいてくる。

「わりぃ。ただ言い訳がましいけど、できる限りある程度の目途が立つまで知ってる人間を減らしたかったんだよ。お前ってけっこう顔に出るしさ」

「むぅ」

　イングリットが不満そうに唇を尖らせる。

　だが、反論しないところをみると、自分でもそうだとは思ったのだろう。

「まあ、その辺りは今更だしいいわ。あたしが訊ききたいのは別のことだ」

「ん？　なんだよ？」

「神帝テイウダンスになって、船もできて、公表できるところまできたってのに、なんでそんなしょぼくれた面してんだ？」

「ん？　なんのことだ？　むしろ今、すげえ興奮してんだけど」

　勇斗はすっとぼけて見せたが、イングリットはより顔をしかめただけだった。

「もう何年の付き合いになると思ってんだ。空元気なの丸わかりだっての」

「むぅ」

　勇斗は思わず唸うなる。

　自分なりにはうまく隠かくせていたつもりだったのだ。

「そんなにしょぼくれて見えるか？」

「ああ、《狼おおかみ》の先々代が亡なくなった時も、そんな面してたよ」

「…………お前には隠せねえなぁ」

　やれやれと勇斗は苦笑をこぼす。

　そこまでピンポイントで言い当てられたのでは、もう認めざるを得なかった。

「……誰か亡くなったのか？」

「まあ、そんなとこだ」

「そっか。仕方ないってわかってはいるけど、やっぱつれえよなぁ。親しい人間に死なれるのは」

　誰が、とはイングリットは訊かない。

　勇斗が言葉を濁したのを、察してくれたのだろう。

　ガサツなように見えて、こういうところでの気配りが上手なのだ、イングリットという女性は。

「ああ。つれえんだよ。ほんとつれえんだ」

　親しい人を亡くしたのは、初めてではない。

　実の母、先代ファールバウティ、オロフ、そしてリーファ。

　もう四度目になるというのに、全然慣れる気がしなかった。

　むしろ、若くそして突とつ然ぜんでもあった分、一番ショックが大きかった。

　心にぽっかり大きな穴が開いたようで、その穴を吹ふき抜ける冷たい風に、心が凍こおりそうになる。

　無性に寂しさがこみあげてきて、夜は特に人ひと肌はだが恋こいしくなる。

　こんな気持ちで抱だくのはフェリシアたちにも悪いとは思うのだが、そうしないと心が壊こわれそうだった。

「落ち込んでる場合じゃないって、切きり替かえなくちゃいけないって、頭ではわかっているんだけどな。なんか、心がついていかないんだよ」

「そんなもんだよ。いくら英えい雄ゆうだの軍神の生まれ変わりだの言われたって、お前も人間なんだから、さ」

「そう、だな。俺だって人間だよなぁ。でもまぁ、責任背負ってしまった以上、甘えたことは言ってられねえんだけどさ」

「んな簡単に割り切れるもんじゃないって」

「ほんとな……」

　一度口にすると、ダメだった。

　ぽろぽろと弱音が口から零こぼれ落おちてくる。

「つらい時ってだれかに話すだけでも楽になるもんなんだけど、お前の場合、立場があるからなぁ」

「ああ、あんま下の人間に弱いとこは見せられねえよ」

　フェリシアやジークルーネ、リネーアといった自分を過か剰じよう評価しがちな人間には、どうにもやはり女め々めしさを見せることに抵抗があった。

　その点、イングリットは勇斗の情けない部分をよく知っている。

　さらに言えば、宗主パトリアークになっても、大宗主レギンアークになっても、そして神帝テイウダンスにまでなっても、態度を変えなかった人だ。

　だから格好つけず、素すのままで気安く話せるし、ついつい口が軽くなってしまうのだ。

「まあ、だから、聞いてくれて助かったよ。少し心が軽くなった」

「はあ……やせ我が慢まんのしすぎで見てらんねえわ」

　イングリットはため息を一つ付くと、拳こぶしを握にぎりしめ、いきなりガスッと勇斗の頬ほおに勢いよく打ち込む。

「っつ！」

　衝撃に首が九〇度回転した程度に、強きよう烈れつな一いち撃げきだった。

　イングリットはいくら戦せん闘とう向きではないとはいえ、れっきとしたエインヘリアルであり、屈くつ強きような船大工たちと変わらぬ剛ごう力りきの持ち主なのだ。

「うぐぐっ、イ、イングリット、てめえ、突然何しやがる!?」

　基本、温おん厚こうな勇斗だが、さすがにわけもわからず殴なぐられて黙だまっていられるほどに寛かん大だいではない。

　怒いかりもあらわに問とい詰つめるが、イングリットはしれっとした顔で言ったものである。

「痛かったか？」

「当たり前だろ！　首がもげるかと思ったわ」

「そうだよな。やっぱいてえよなぁ」

　その言葉はとても優しく思いやりに満ちた響きで、殴ったことに対して言っているのでないことは明白だった。

　ようやく勇斗は、イングリットの意図を察する。

　彼女はもう少しだけ弱音を吐はく「言い訳」をくれたのだ。

「ああもう、ほんといてえなぁ」

　殴られた頬ではなく胸を押さえて、勇斗はつぶやく。

　イングリットも当然それには気づいたのだろうが触ふれずに、

「ははっ、我ながら会心の一撃だったからな」

「まったくだ。痛すぎて涙なみだまで出てきたわ」

「おお、この際だから泣いとけ泣いとけ」

「アホ。男が泣けるか」

「ふんっ！」

「ぐふっ！」

　今度は腹部に一撃が飛んでくる。

　痛くはあったが、先ほどよりは軽い。

　だが、その衝撃は、決けつ壊かい寸前だった涙るい腺せんに最後の一ひと押おしを与あたえるのに十分だった。

「くううう、てめえ、覚えておけよ」

　ぽろぽろと、勇斗の瞳ひとみから涙が零れ落ちる。

　瞬間、心の奥おくに押し込めて蓋ふたをしていた感情が、どっと噴ふき出す。

　それは瞬またたく間まに勇斗の心を呑のみ込み、さらに涙腺を熱くさせあふれ出させる。

「ようやく泣けたか。お前は色々溜ため込みすぎなんだよ」

　しょうがないなぁという風に微笑ほほえんで、イングリットは勇斗の頭を抱き寄せる。

　ふにょんと柔やわらかな感かん触しよくが、勇斗の顔を包つつみ込む。

「胸ぐらい貸してやるから、このまましばらく泣いとけ。大切なひとが亡くなったんだろ。そんな時ぐらい泣いてやれよ。何度だって、さ」

「う、ううううっ……」

　勇斗の口から嗚お咽えつが漏もれる。

　その間ずっとイングリットは勇斗の頭を撫なで続けてくれた。

　涙も涸かれるころには、心の中に渦うず巻まいてずっと消えなかったマイナスの感情が、随ずい分ぶんと消えていることに気付く。

「……あんがとな、イングリット。もう大だい丈じよう夫ぶだ」

　身体からだを起こしつつ、憑つき物ものが取れたような顔で勇斗は言う。

　泣くという行こう為いには、高いストレス発散効果があると何かの書物で読んだ記き憶おくがあるが、本当だと実感した。

「どういたしまして。少しはすっきりしたか？」

「ああ、おかげ様で。ほんと持つべきものは親友、だな」

「……はぁ」

　勇斗としては心からの感謝の言葉であったが、途と端たん、大きくため息をつかれた。

　それはそれはもう、盛大に。

「なぁ、やっぱあたしって、親友でしかないのか？」

「えっ!?　あっ！」

　言われて、勇斗は自らの失言に遅まきながら気付く。

《豹ひよう》征せい伐ばつの前、イングリットに告白まがいのことをされていたことを。

　そんな相手に親友呼ばわりは、さすがにデリカシーが足りな過ぎた。

「あたしって、そんなに女として見れないのか？　この髪かみだってお前のために伸のばしたのに」

「いや、そんなことは全然……」

「お世辞はいいって。お前の近くにはフェリシアさんやジークルーネさんとか美人ばっかだもんな。あたしなんか相手する気、起きねえよな」

「いやいや、そんなことないって！　お前も十分すぎるぐらいかわいいって！」

「だからお世辞はいいって」

「だからお世辞じゃねえって！」

　勇斗も語気を荒あららげて言い切る。

　顔立ちの整い方だけを言えば、フェリシアとジークルーネに一歩及およばないかもしれないが、それでも世間一いつ般ぱんの尺度で見ればイングリットだって相当なものだった。

　それになにより、イングリットにはイングリットの魅み力りよくがある。

「お前は言葉も態度もちょっと乱暴で、手も早いからちょっと分かりづらいけど、さ。実は誰よりも優しくて女の子らしいって思ってるよ」

　この言葉に、嘘うそはなかった。

　勇斗がまだ『無駄飯食らいスコル』と呼ばれひ弱でドジばかり踏ふんでいた頃ころ、彼女は悪しざまに叱しつ責せきこそしたものの、誰よりも面倒を見てくれた。

　自分の無能さにふさぎ込んでいる時は、飯に連れて行ってくれて、愚ぐ痴ちも黙って聞いてくれた。

　今回だって、その胸で泣かせて、吐き出ださせてくれた。

　たとえ自分がどれだけ落ちぶれたとしても、彼女は悪態をつきつつも、そばにいてくれて、がんばれと他人事のように言うのではなく、一緒にがんばろうぜって背中をまた押してくれるような気がする。

　こんな優しい子は、そうはいない。

「じゃ、じゃあ、証しよう拠こを見せてくれよ」

　真っ赤な顔でイングリットは目を閉じて、顔を上げる。

　さすがにもうその意味がわからぬほど勇斗も鈍どん感かんではない。

　そっと目を閉じて、ゆっくりと唇を重ねた。

　……。

　…………。

　なお、余談であるが。

「ちょっ!?　勇斗、いきなり何すんだよ？」

「何ってナニ？」

「ちょっちょっちょっ、待って。お願いだから待って！」

「待てない」

「～～っ！　どこ触さわってんだよ！　待て待て待て！」

「柔らかいな、お前」

「ちょっ、んっ！　だから待てって言ってるだろうがぁっ！」

　ドゴォン！

「こういうのはさ、もうちょっとゆっくりと、雰ふん囲い気きを大事にして、お互たがいの気持ちを確かめあってからだな、ん？　おい、何寝てんだよ！　ちゃんと聞けよ！」

　二人に本当の春が来るのは、もう少し先のようである。







ACT 3







「やはり《炎ほのお》は突つっぱねてきたか」

　視察を終え、神都グラズヘイムにとんぼ返りした勇ゆう斗とを待っていたのは、織お田だ信のぶ長ながからの宣戦布告にも等しい返事だった。

　今現在も、《槍やり》への侵しん攻こうを続けている。

　すでに《槍やり》の族都フリズスキャールヴを包囲したとの報告も届いており、もはや陥かん落らくは時間の問題だろう。

　その返答通り、神帝テイウダンスである勇斗の命令を意に介かいしていないのは明白だった。

「はい、しかもお兄様を僭帝呼ばわりしたとのことです」

「まあ、予想通りではあるな」

　勇斗は苦笑いをこぼしつつ、頷うなずく。

　あの織田信長が、こちらの命令を聞き、恭きよう順じゆんしてくるなどはなから期待していない。

　あくまでこれは、大義名分を作るための段取りである。

「他の諸氏族の返答はどうなっている？」

　惣そう無ぶ事じ令れい――氏族間の私し闘とうを禁止する命令――を発したのは、何も《炎ほのお》と《槍やり》に対してだけではない。

　ユグドラシル全氏族に向けて発していた。

　すでに《鋼はがね》はユグドラシルで群を抜ぬいた圧あつ倒とう的てき勢力を誇ほこり、かつ神帝テイウダンスを禅ぜん譲じようされたという煌きらびやかな看板がある。

　先日の《牙きば》のように、恭順の意を示してくる氏族も少なくないだろうという目もく論ろ見みだった。

「《鎧よろい》と《盾たて》、そして《兜かぶと》が恭順の意を示しております。近々上京するので、ぜひ拝はい謁えつをたまわりたいとのことです」

「ほう」

　勇斗は楽し気にほくそ笑えんだ。

　実に目論見通りの展開である。

「やっぱ神帝テイウダンスの権けん威いは絶大だな」

《鋼はがね》の大宗主レギンアークのままでは、こうも容易たやすくはいかなかったに違ちがいない。

　ファグラヴェールの《剣つるぎ》やハールバルズの《槍やり》などもふくめ、いわゆる武具の氏族は、神聖アースガルズ帝てい国こく建国期の功臣を開祖に持ち、帝国とは付つかず離れずの関係を続けてきた。そのほうが国勢維い持じに都合がよかったからだ。

　このあたりは日本の戦国時代、細ほそ川かわ氏や山やま名な氏、畠はたけ山やま氏などの室むろ町まち幕府の功臣の子孫が大名として機内に領地を持ち、時に将軍を擁よう立りつして自らの権力拡大を図はかった構図と似ている。

　だが、そんな歴史的経けい緯いがあるからこそ、彼かれらは建前上、帝国の重臣であり、リーファから正式に神帝テイウダンスを譲じよう位いされた勇斗に、彼らは表立っては逆らえないのだ。

「まあ、どこまで面従腹背かはわからないけど、な」

　実力主義のユグドラシルの宗主パトリアークは、みな極めてしたたかである。

　この戦乱の時代を生き残るため、彼らは今は勇斗に逆らわないほうが利口だと判断したにすぎない。

　さらに言えば、次々と周辺諸氏族を呑み込み拡大する《炎ほのお》の脅きよう威いに怯おびえ、庇ひ護ごを求めたという側面もある。

　逆に言えば、勇斗の力が衰おとろえれば、あるいは勇斗の形成が不利と見れば、あっさりと手のひらを返すと見ておいたほうが無難である。

「それでも、これで包囲の手はずは整ったな。よし、フェリシア、《炎ほのお》討とう伐ばつ令を出せ！」

「はい。ではすぐに粘土板を用意いたしますね」

　言ってフェリシアが粘ねん土どを入れた壺つぼの蓋を開けたその時だった。

「お父様！　大変です！」

　クリスティーナが駆かけ込んでくる。

　その表情と声が、尋じん常じようではなかった。

　確かにこれまでも情報機関の長おさである彼女が急な知らせを持ってくることは多々あったが、一方でそれらのほとんどは彼女にとっても勇斗にとっても想定の範はん囲い内ないの事象であり、報告も淡たん々たんとしたものなのが常であった。

　しかし今の彼女は明らかに慌あわてている。

　滅めつ多たに見ない事態である。

「《炎ほのお》が《槍やり》の族都ミーミルを落とし……」

　そこまでは、問題なかった。

　勇斗の予想よりは幾いく分ぶん早いが、まだ驚おどろくには値あたいしない。

　はっと頭に、虫の知らせのごとく嫌いやな想像が浮うかぶ。

「そのまま神都グラズヘイムに向け兵を進め始めたとのことです！」

「まじかよ!?」

　思わず自らの耳を疑った勇斗である。

　普ふ通つう、氏族を落とせば、相応の事務処理が必要となる。

　論功行賞、休息、兵へい站たんの確かく認にん、いろいろあるはずだ。

　さらに言えば、敗残兵などが野盗や山さん賊ぞくに身を落としていたり、時には潜せん伏ぷくして再起を目もく論ろんでいたりと、政情が極きわめて不安定であり、そんな状態では危なすぎて糧りよう秣まつや軍事物資の補給もままならない。

　だから、まずは治安の維持に努めるのが一いつ般ぱん的てきだし、そうすると勇斗も踏んでいた。

《鋼はがね》はこれまで《炎ほのお》が呑み込んできた氏族とは明らかに規模が違う。

　連戦連勝の実績もある。

　だからさすがに多少の準備期間を設けるはずだ、と。

　まさかここまで性急に事を進めてくるとは予想外もいいところだった。

「巧こう遅ちは拙せつ速そくに如しかず、か。さすがだ」

　読んで字のごとく、出来が良くても遅いものより、少々出来が拙つたなくても早いほうが良いという意味である。

　孫子にある「故ゆえに兵は拙速を聞く、未いまだ功の久しきを覩みざるなり」という言葉が語源である。

　確かにまさしくそういう状況だった。

　時間が経たてば経つほど情勢は《鋼はがね》に優位に進むのだから、《炎ほのお》としては早々に行動を起こすべきなのだ。

「いくらなんでも動きが早すぎませんか？　《炎ほのお》の兵は五万を超こえると聞いております。どこかで無理がきて破たんするようにも思いますが」

　このフェリシアの言はもっともではあった。

　小部隊ならば迅じん速そくな行動もできようが、こんな大軍でそんなことをするなど、兵站が追いつかないし、まず脱だつ走そう兵へいが出る。

「いや、おそらくそれはない」

　勇斗はきっぱりと言って、首を左右に振る。

　秀ひで吉よしの中国大返しの陰かげに隠れがちだが、神速の行軍は織田信長の十八番である。その手の逸いつ話わには事欠かないひとだ。

　なんとかできる自信があるからやっているのだと見るべきだろう。

「くそっ、知ってはいたんだけどな。それでも上を行かれた」

　悔しそうに、勇斗は下した唇くちびるを噛かみしめる。

　織田信長という人物は、常に勝てる状況を作って勝つべくして勝つ人だが、いざという時には、恐おそろしいほど果断に危険に飛び込むのだ。

　本圀寺の変の際には、自らが擁立した将軍足あし利かが義よし昭あきを守るため、本来三日かかる行程を大雪の中で二日で走破しているし、天王寺の戦おののいにおいても、眼前で味方を攻せめ殺させて天下に面めん目ぼくを失うと判断し、わずか三〇〇〇の兵で本願寺一五〇〇〇に向けて特とつ攻こうを敢かん行こうし、勝利を収めている。

　だが、どちらも本来はあり得ないことである。

　その有り得ないことを成すのが、織田信長という人物なのだ。

「やっぱり一ひと筋すじ縄なわではいきそうにねえな」

　勇斗はなんとも苦々しげに乾かわいた笑みをこぼす。

　だが、勇斗が織田信長という漢の恐ろしさを知るのは、まだまだこれからだった。







「ご、五万ですと!?」

「噂うわさには聞いておりましたが……」

「馬鹿な……五氏族連合の《鋼はがね》討伐軍すらせいぜい三万だったのだぞ」

《炎ほのお》の神都グラズヘイムへの侵攻の報は、謁えつ見けんの間に集められた《鋼はがね》の諸しよ将しようにも大きな衝しよう撃げきをもって受け止められた。

　もっとも彼らが驚いたのは、勇斗のようにその速さにではなく、その圧倒的な兵数にであった。

　無理もないといえば無理もなかった。

　ユグドラシルで戦と言えば、基本的に千単位のものであり、十大氏族と称しようされる大国でさえせいぜい一万前後というところだった。

　常識的に考えて、異常極まりない数字であった。

「吹かしの可能性はないのか……？」

　そう問うたのは《剣つるぎ》の宗主ファグラヴェールである。

　兵の数を盛って公表するのは、古今東西しばしばあることだった。

　兵の数が多ければ、それだけ味方の兵士たちは勝てると思って士気を保てるし、逆に敵兵は恐れをなして士気を下げることができるからだ。

「五万はワタシの配下が調べたものなので間違いありません。ちなみに公こう称しようは一〇万です」

　クリスティーナが淡々とした声で答えれば、

「あたしのほうに～、上がってきた報告でも～、同じ数字よ～」

《剣つるぎ》の軍師バーラもクリスティーナの言葉の正しさを裏付けるように同意を示す。

　ファグラヴェールは嘆たん息そくとともに首を左右に振った。

「二人がそういうのならばもはや疑うつもりはないが、それでも信じられん。南方の一氏族がどうやってそれほどの兵を集めたというのだ？　そもそも食しよく糧りようはどうしているのだ？」

「食糧の生産力が極めて高いという報告を受けています。麦の穂ほの実り方が通常の何倍もあったとか。またこの一〇年で農地を三倍近くに増やした、とも」

「はぁっ!?　なんだそれは!?　《炎ほのお》の宗主も父上と同じように天の国の御み業わざでも使えるというのか!?」

「察しがいいな。正解だ」

「はいっ!?」

　勇斗の言葉に、ファグラヴェールが素すっ頓とん狂きような声とともに振り向むく。

　彼かの女じよとしては単に皮肉を言ったつもりだったのに、まさかそれが正せい鵠こくを射ていたとは、思いもよらなかったのだろう。

「《炎ほのお》の宗主も俺おれと同じ国の出身だよ」

「な、なんと……」

「実り方が凄いのは、おそらく肥料だな。農地の拡大も、灌かん漑がい技術と鉄製農具あたりを使ったんだろう。それ以外にも俺が知らない何かをしているかもしれない。この手の知識なら、あの人は俺よりはるかに上だろうしな」

「お兄様より上……でございますか」

　フェリシアがゴクリと唾つばを呑み込みつつ表情を強こわ張ばらせる。

　彼女は勇斗の知ち恵えが革新をもたらすのを最も間近で見てきた一人だ。だからこそ、勇斗以上というのがピンとこないのだろう。

「ああ、間違いなく、な」

　これは脅おどしでもなんでもなく、勇斗の率そつ直ちよくな感想である。

　確かに、勇斗は信長よりも四〇〇年以上先の未来に生まれた。

　だが、多くのものが機械によってオートメーション化された時代である。なんでも人力でやる時代とは、勝手が違いすぎる。

　農業に携たずさわってきたわけでもない、いわば素人しろうとだ。

　一方の信長の生きた時代は、まさに人力の時代であり、そして農業が国策の根幹だった時代だ。

　そんな中で、一八歳さいで織田家の家か督とくを継つぎ、四九歳までの実に三〇年以上の為い政せい者しやとして実際に携わった経験と、それから得た活きた智慧がある。

　稲いねと麦の違いはあるが、それを差し引いても勇斗が敵かなう道理はなかった。

「ふむ、では現状はますます我らに不利ということですな」

　淡々とそう言ったのは、漆しつ黒こくの仮面を被った異形の男フヴェズルングである。

　元は《豹ひよう》の宗主であったが、今は《鋼はがね》に降り、《豹ひよう》の騎き兵へいで構成された独立騎兵団の団長を務めている男だ。

「今、神都グラズヘイムにいる《鋼はがね》軍はざっと二万。これまでは、勇斗兄貴の天の国の知識で兵力の多た寡かを覆くつがえしてこれましたが、敵にも同様のものがあるとなれば、今までのようにはいきますまい？」

　言って、フヴェズルングは試ためすように勇斗に目を向ける。

　その他人事めいた皮肉げな物言いに、何人かの《鋼はがね》の諸将が不快げに顔をしかめたものだが、勇斗は実に彼らしいと思った。

　彼がかつてロプトの名で《狼おおかみ》の若頭かしらを務めていた時、勇斗の宗主就任を認めなかったのはまさにそれが原因だった。

　メッキではない本物の力を見せろ、そう言っているのだ。

「そうだな。ルングの兄弟の言うとおりだ。ほぼ確実に、鉄の武装と、長なが槍やりによる密集戦術は使ってくるだろう。なにせあっちが本家本元だ。あぶみも火薬もまず絶対持ってるな」

　勇斗の同意に、ざわざわと諸将たちの間にどよめきが疾る。

　それらはまさに《鋼はがね》躍やく進しんの原動力となっている兵器であった。

　武装が同じなら、物を言うのはなんといっても兵力である。

　その兵力差で、実に二・五倍もあるのだ。

　さらに言えば、《鋼はがね》の兵数は急激に膨ふくらんだがために、兵装自体はなんとか揃そろえたものの、半分近くは長槍密集陣じん形けいの訓練を始めてまだ三ヶ月かそこらの急造部隊である。

　これでは不安を覚える者が出るのも無理はなかった。

「だが！」

　見計らったように勇斗は声を張り上げる。

　これから戦なのだ。

　現状を正しく認にん識しきさせることも重要だが、景気の悪い話をして士気を落としたまま終わらせるなど愚ぐの骨頂である。

　元から落としてから上げる作戦だった。

　狙ねらい通り諸将たちの期待の眼まな差ざしが集まる中、勇斗はニッと自信ありげに口くちの端はしを吊つり上あげて言う。

「あの人が何を知らないのかを俺は知っている。あの人が持っていなくて、俺が持っているものも、な」







「第二軍が敵の襲しゆう撃げきを受けたとのことです」

「ほう？」

　若頭かしらランの報告に、信長は馬上で目を瞠みはらせた。

《槍やり》を落としてまだ二日目である。

　残党たちが決起するには少々早すぎるし、山賊や野盗の類たぐいが、大軍相手に悪さをするとも考えにくい。

　いったいどこの命知らずだ、と興味を覚えたのだ。

「敵は騎き馬ばのみで構成された一団で、風のように現れ矢の雨を降らせた後、こちらの態勢が整う前に颯さつ爽そうと逃にげ去さったとのことです」

「ふむ、騎馬のみ、とな？」

　信長はいぶかしげに眉まゆをひそめる。

　彼の生きた時代にも、騎馬武者はいた。

　だが、騎馬のみで構成された部隊というのは、これまで見たことがなかった。

　彼の知る騎馬隊とは、騎馬武者一いつ騎きにつき従者が数名付き従う混合部隊のことである。

　少なくとも、日ノ本において、騎馬のみで構成された部隊などというものは存在していなかったのだ。

「はっ、敵の数はざっと二〇〇〇ほどはいたとのこと。しかも一人ひとりが熟練の精兵で、驚くほどに巧たくみに馬を操あやつり、弓を射てきたとのことです」

「ほほう」

　ますます信長の目が好こう奇き心しんで輝かがやいた。

　日ノ本での騎馬武者の戦い方は、槍を用いての騎馬突とつ撃げきが基本である。

　騎き射しやなどという超高等技術は、使いこなせる者などそれこそ数えられるほどしかいなかった。

　それがあろうことか二〇〇〇である。

　とても考えられない数字であった。

　そして、これこそが勇斗の言う「信長の知らないもの」の一つであった。

　昔話ぐらいには聞いているかもしれないが、信長の長い戦歴においても実際に戦ったことは皆かい無むのはずだ、と。

　日本には遊牧民などという、年がら年中、日がな一日、馬に乗って弓を扱あつかっている集団は存在しないからだ。

「ふむ、確かあの小こ僧ぞうが戦っておった《豹ひよう》という者どもがそのような戦い方をするという話じゃったな」

　じょりじょりと顎あご髭ひげを撫でつつ、信長は言う。

　そう、彼が純騎馬の部隊と聞いても驚かなかったのは、ユグドラシルにそういう存在がいることをすでに知っていたからに他ほかならない。

　信長ほどの漢になれば、情報の大事さなど熟知しており、すでにユグドラシルの方々に間者を放ち、遠方に起こった戦いでもある程度のことは把は握あくしていたのである。

《豹ひよう》の宗主フヴェズルングが《鋼はがね》に降ったということも、だ。

「ふむ、聞くだけで、なかなかに厄やつ介かいな相手ではありそうじゃな」

　成吉思汗チンギスハンが似たような騎馬軍団を率いて大陸を席せつ巻けんしたことは、信長も書物で学び知っていた。

　信長が生きた時代よりさらに三〇〇年の昔に起きた蒙もう古こ襲しゆう来らいでも、精強なる蒙古兵に日本の武士たちは大いに苦しめられたとも聞く。

　それこそ神風が吹かなければ、日ノ本は元に征せい服ふくされていたやもしれぬ、と。

「ふふふっ」

　思わず信長の口から楽しげな笑みがこぼれた。

　初めて見る者たち、初めて見る戦い方、胸が躍おどらずにはいられない。

「面白おもしろい。どれほどのものか、わしが確かめてくれよう」

　野や獣じゆうのごとき獰どう猛もうな笑みを浮かべ、信長は気き炎えんを上げたのだった。







「あの男は私たちを少々こき使いすぎではないか？」

　愛馬を駆りつつ、フヴェズルングは毒づいた。

　ヴィーグリーズ会戦の時も、本隊が到とう着ちやくするまでの時間稼かせぎとして先行させられていたものだ。

　今回も、ほぼ同様の理由である。

　装備の差がない以上、兵力差はやはりいかんともしがたい。

　そこで勇斗の取った策が《炎》討伐令である。

　これも勇斗の言う『《鋼はがね》が持っていて、《炎ほのお》が持ってないもの』の一つだった。

　神帝テイウダンスの権威を利用して周辺諸氏族を味方に付け、包囲して叩たたくという算段である。

　フヴェズルングたちの役目は、それら援えん軍ぐんが到着するまでのいわば時間稼ぎであった。

「まあ、俺たちが《鋼はがね》で一番機き敏びんっすからねー」

「そうそう、仕方ないっすよ」

「まあ、けっこう多い銀もらってますし、こういう時は頑がん張ばるしかないっすよ」

　並走する部下たちがからからと笑いながら言う。

　なんともおちゃらけた緊きん張ちよう感のないやりとりだが、それは彼らの自信の表れでもある。

　戦を前にして軽口を叩くなど、並なみ大たい抵ていの者にできるものではない。

　だが、フヴェズルングは釘くぎを刺さしておくことも忘れない。

「あまり気を抜くなよ。《炎ほのお》の連中も火薬を持っているらしいからな」

「あー、あれですかい……」

「ありゃあほんととんでもねえ代しろ物ものでしたなぁ」

　部下たちが揃って引ひき攣つった笑みを浮かべる。

　みな、あの悪夢のような戦いを思い出したのである。

《鋼はがね》が打ち放ってきたてつはうによって、馬が恐きよう慌こう状態に陥おちいり、もはや戦いにもならず、なす術すべなく味方を屠ほふられていった、あの時の事を。

「まあ、近づかなけりゃいいだけだが、な」

　ニッとフヴェズルングが悪戯いたずらっぽく口の端を吊り上げると、

「ですねぇ、俺たちにはこれがある」

　部下の一人が、然しかりとばかりに馬の尻しりに掛かけてある弓を親指で指し示す。

《鋼はがね》製の新型複合弓である。

　その飛ひ距きよ離りはユグドラシルで一般的に使われる単弓や、ごくごく初歩的な複合弓を大きく上回る。

　てつはうはそれなりの重量があり、遠投は難しい。

　この弓ならば、てつはうの射程距きよ離り外からの射しや撃げきが可能だった。

「私たちの役目はあくまで敵を攪かく乱らんし、その進軍を遅おくらせることだ。敵を倒たおすことより、まずは自分の身を守ることを最優先にせよ。深入りは禁物だ」

「へへっ、わかってますって。その辺はもうこりましたわぁ」

　部下の一人がそう返すと、

「まったくだ」

「あんなことはもうこりごりよ」

　他の者たちも同意とばかりにうんうんと頷く。

　彼らが言っているのは、ヴィーグリーズ会戦の折、《剣つるぎ》の軍師バーラの待まち伏ぶせしていた場所に突とつ撃げきし、痛い目を見た時のことだ。

　そして人は痛い目を見た時こそ、一番、教訓を得るものである。

　だからこそ、彼らは学んでいた。

　むやみやたらと突撃することの危険性を。

　まったくもって頼たのもしい連中だった。

　幾いく度どかの敗戦を経験したことで、彼らはより隙すきのない歴戦の精せい鋭えいとなったのだ。

「頭！　前方に《炎ほのお》の旗を発見！」

　部下の一人が前方を指さし叫さけぶ。

　フヴェズルングにはまだ視えないが、この者が言うのならば確かだろう。

　ミズガルズの草原で育ったこの者たちは、街で育ったフヴェズルングなどよりはるかに遠見の力を持つ。

　逆に言えば、あちらはまだこちらの存在に気付いていまい。

　奇き襲しゆうしてくれといっているようなものだった。

「よし、総員、戦闘準備！　いくぞ、かかれーっ！」







「ふむ、また逃げられたか」

　顎髭をじょりじょりとこすりつつ、信長は伝令の報告に思案げに瞑めい目もくした。

　実にこれで夜間も含ふくめて七度目の襲撃であるが、こちらは反はん撃げきすることはおろか、相手の影かげさえ踏めぬ状じよう況きようが続いていた。

　まだ死者は四〇～五〇名といったところだが、負傷者まで含めればその十倍近い被ひ害がいが出ている。

　士気の低下も問題だった。

　さんざん走って敵を追って、一人も討うつことができず取とり逃がすのだ。

　徒労ほど人を疲ひ労ろうさせるものはないのである。

「まったく大したものよ。武たけ田だの者たちも強かったが、問題にならん。あれほどの精鋭部隊は日ノ本でも見たことがないぞ」

　思わず口から漏れたのは、手放しの絶賛である。

《炎ほのお》の将軍たちは、戦わずに逃げる卑ひ怯きよう者ものよと嘲あざわらったものだが、信長の感想は全く違う。

　彼は徹てつ底ていした合理主義者でもある。

　味方は一いつ切さい傷つかず、敵のみを倒す。

　まさにこれは信長が発案した三間半槍による槍やり衾ぶすまという戦術思想と相通ずるものであり、その究極とも言える戦い方を、彼は美しいとさえ感じていたのである。

「大おお殿との、感心している場合ではございませぬぞ。彼奴あいつらを放置すれば、被害はますます拡大の一いつ途とをたどりましょうぞ」

　若頭かしらのランが眉み間けんにしわを寄せて、なんとも難しい顔で詰つめ寄よってくる。

　彼の言い分は至し極ごくもっともではあった。

　たった一日でこれほどの被害を受けたのだ。

　神都グラズヘイムまで、あと八日もかかる。

　その間、この襲撃を受け続ければ、単純計算でも死者数百人、負傷者に至っては数千人である。

　怪我けがはしていなくても、敵を追って走り回された兵は疲つかれ果はてる。

　何度も取り逃にがせば、疲れは増し、士気も下がる。

　昼夜の別なく奇襲を受け続ければ、兵は精神を削けずられる。

　数日後には、恐きよう怖ふのあまり、脱だつ走そうする兵も出てくるに違いない。一人出れば、また一人二人と芋いもづる式しきになる。

　これではグラズヘイムに着く頃には、とてもまともに戦える状態ではなくなっているのは容易に想像がつく。

　早さつ急きゆうになんとかしなくてはならない状況だった。

「ふ～む、といってもどうしたものかのぅ」

　戦国の覇は王おう・信長にとっても、これはなかなかの難問であった。

　大陸の皇こう帝ていたちが、万ばん里りの長城などというものを築くのも実に納なつ得とくであった。こんな連中、まともに戦っていては手に負えない。

《炎ほのお》軍にも騎馬はそれなりの数を揃えてはいるが、馬術の練度が違いすぎる。とても追いつける気がしなかった。

　弓にしても、信長の知る和弓は基本的に竹を材料にしており、ユグドラシルには竹がないためこちらでは再現ができない。

　それでも信長なりに工く夫ふうを施ほどこし、ユグドラシル水準では並外れた飛距離と威い力りよくを持つ弓を作りはしたが、あの騎兵たちの持つものは明らかにそれを上回る出来である。

　虎とらの子この種子島てつぽうはせいぜい三〇〇丁程度、神しん出しゆつ鬼き没ぼつ、どこに現れるかわからぬ騎き兵へい隊たいでは、配備のしようがない。

　敵のほうが動きが速く、弓の射程もあちらが上ときては、こちらの攻こう撃げきの届かせようがないではないか。

「鳴かぬなら、鳴かせてみしょう、時鳥、であったか」

　しばしの思案の後、悪戯を思いついた子供のような笑え顔がおで、信長がほくそ笑む。

　勇斗との会談の折に聞いた、部下の秀吉の性格を表したという後世の俳句である。

　正直なところ、信長としてはこの俳句が気に入っていなかった。

　自身のそれが『鳴かぬなら、殺してしまえ、時鳥』だったからだ。

　延暦寺焼打などの印象が強かったせいだろうというのが勇斗の推測だが、全く後世の人間は自分を誤解していると思った。

　殺してしまえなど、それは鳴かせることを諦あきらめているではないか。

　信長には、不可能だと絵空事だと皆みなが言うことを、ことごとく実現してきたという自負がある。

　そう、今回にしてもそうするだけである。

「我らの攻撃が届かぬのならば、無理やりにでも届かせてみせようではないか」







「むっ!?　なんだ!?」

　ちょうど一〇度目の襲撃を仕し掛かけ、そろそろ撤てつ退たいの合図を出そうとしていた時である。

　フヴェズルングは異様な気配を感じて、思わずそちらを振り返った。

　そこにいたのは、勇斗と同じ黒くろ髪かみを不調法に伸のばした壮そう年ねんの男である。馬を駆り、供の者たちとともにこちらへと突っ込んでくる。

「……あれが織田信長とやらか」

　ゴクリとフヴェズルングは唾を呑のみ込む。

　一目でそれとわかった。

　遠目にも、恐ろしいほどの存在感があった。

　ユグドラシルでは珍めずらしい黒髪だからとか、そういう理由ではない。押おしつぶされそうなほどの圧あつ迫ぱく感を、この距離でもひしひしと感じるのである。

「しかし、総大将自ら先せん陣じんを切って斬きりこんでくるとはな。ユウトの言う通りの人物のようだ」

　正直、勇ゆう猛もう果か敢かんというより無む謀ぼうとさえ言える暴挙だが、フヴェズルングは微み塵じんも侮あなどるつもりはなかった。

　勇斗の話では、天の国でも地方領主から後一歩で天下統一というところまで成なし遂とげ、このユグドラシルにおいてもわずか一〇年でこれほどの大国を作り上げた男だ。

　ただの無謀ばかであろうはずがない。

　そして、これが何より重要だが、そんな無謀を繰くり返かえしながら、齢よわい六〇近くに至るまで、しっかり生き残っているということだ。

「ここは退散するのが吉きちといったところか」

　総大将を目の前にして引くというのは少々惜おしいが、こうして実際に目まの当あたりにした印象でも、そう易やす々やすと討ち取られるような玉には見えない。

　何らかの罠わなの可能性もある。

　無む闇やみやたらと突っ込む気にはなれなかった。

「皆の者、引くぞ！」

　フヴェズルングの合図とともに、独立騎兵団が撤退を開始する。

　もちろん、全速で逃げたりなどはしない。

　ギリギリ相手に追いつけそうと思わせる速度と距離を保ち、敵を釣るのである。

　賭かけ事ごとと同じ論理である。

　あと少しで勝てそう、次この目が出れば今までの負け分を取り戻もどせる。

　そういう心理が、人を底そこなし沼ぬまに落とし込むのだ。

　騎馬民族のお家芸、パルティアンショットである。

「……まだついてくるのか。そんな行軍速度では追いつけないのはわかっていように」

　フヴェズルングは、仮面の下で訝いぶかしげに眉をひそめる。

　かなりの距離を進んだはずだが、信長率いる一団はまだ執しつ拗ようにフヴェズルングたちを追いかけてきていた。

　けっこうな数の矢玉を浴びせかけてやったにもかかわらず、だ。

　さらに言えば、先の九回の襲撃でこちらのやり口も多少は伝え聞いているはずである。

　なのに、こちらの目論見にまるで気が付いた風もなく、遮しや二に無む二に突っ込んでくるだけというのが、なんとも奇き妙みようで、空そら恐おそろしかった。

「十中八九、何かの罠……なのだろうな。しかし、だとすればいったい何を狙っている？」

　それがフヴェズルングにもわからなかった。

　そんなはずはないのに、ただの考えなしのやみくもな突撃にしか見えないのだ。

「まあ、いい。こちらはこちらの最善手を打つまでだ」

　言ってフヴェズルングは、独立騎兵団を二隊に分け、転進させる。

　すでに信長率いる一団は、本隊から少し離はなれ、突とつ出しゆつした状態となっている。

　何を企たくらんでいるのか知らないが、包囲して徹てつ底てい的てきに射かけてやるまでである。

　二隊に分かれた独立騎兵団は、弧こを描えがくように信長の一団の両側面へと回り込んでいく。

　そして、あっさりと回り込めてしまう。

（おかしい。いくらなんでも話がうますぎる。こんな容易たやすい相手ではないはずだ）

　フヴェズルングの脳のう裏りに、警けい戒かいを促うながす銅ど鑼らがガンガンと鳴なり響ひびく。

　だが一方で、今いま更さら、一目散に撤退するということもできなかった。

　敵の総大将がすぐ目の前にいて、包囲できてしまっているのである。

　きっちりこちらの弓は届き、相手の弓は届かない距離を保ちつつ、だ。

　ここまで有利な状況でおめおめ逃げるなど、将にあるまじき判断である。

　逃げて部隊を無傷で落ち延びさせたとしても、千せん載ざい一いち遇ぐうの好機を捨てた臆おく病びよう者ものとして部下たちの信しん頼らいをなくす。

「迷っていても埒らちがあかん。撃ちこ……」

　フヴェズルングが射撃命令を下そうとしたその時である。

「「「「「おおおおおおおおおっ!!」」」」」

　突とつ如じよ、左側面から鬨ときの声こえが巻き起こった。

　慌ててそちらを振ふり向くと、騎馬の一団が長槍を構えた歩兵の従者を供に引き連れてこちらへと突っ込んでくる。

「「「「「うおおおおおおおお!!」」」」」

「「「「「うおおおおおおおおっ!!」」」」」

　ついで前方と後方からも、鬨の声が巻き起こる。

「ば、馬ば鹿かな!?　伏ふく兵へいだとぉっ!?」

　驚きよう愕がくとともに、フヴェズルングは声を張り上げる。

　有り得なかった。

　神出鬼没の独立騎兵団の襲撃地点を事前に把握するなどという離はなれ業わざ、出来るのは今は亡なき帝てい国こく大神官ハールバルズぐらいであろう。

　あんな異能の持ち主が、さすがに二人もいるとは思えない。

　否いな、そもそも事前にどこに来るかわかっていたのならば、総大将がわざわざ自分の身を危険にさらす必要もない。

　そこまで考えて、はっとする。

「まさか……っ!?　私たちが誘さそいこまれていたのか!?」

　そうだとすれば、信長の不可解な行動が全すべて綺き麗れいに結びつく。

　さすがに敵の総大将が出しゆつ陣じんしていれば、そこを集中して攻撃したくなるのが人情である。

　そして敵との距離を一定に保つため、敵の行軍速度に合わせる。

　そうやってこちらの撤退速度を遅らせつつ、機動力に富む別動隊を先行させ、包ほう囲い陣じんを形成して待ち構えさせたのだ。

　ご丁てい寧ねいにも、信長が突とつ出しゆつすれば自分たちが包囲にかかるであろうことまで読み切って。

　釣ったつもりが、こっちが釣られていたのだ。

「これが……織田信長か！」

　フヴェズルングは戦せん慄りつとともに吐はき捨すてる。

　彼かれはその第六感めいたもので何度となく違い和わ感かんを感じてはいたのだ。

　そう、確かに感じていたのだ。

　突っ込んできたのが信長でなければ、フヴェズルングも本隊の接近を警戒し、適度なところで切り上げ、早々に撤退していたかもしれぬ。

　またそれで部下も納得していただろう。

　だが、それを突つき進すすまずにはいられないよう仕向けられた。

　信長は自身を餌えさにすることによって、フヴェズルングの思考を誘ゆう導どうし操ったのだ。

　終わってしまえば理り屈くつはわかるが、それにしても尋じん常じような作戦ではなかった。

　大国の総大将が、こんな命知らずな作戦をとるなど、まずありえない。

　親衛隊にうまく守らせてはいたが、それでもこちらの矢が当たっていても決して不思議ではなかった。

　正直、気が知れないと思う。

　勇斗の話では、こんな無む茶ちやをしでかしたのは、一度や二度ではないという。

　よくあの年まで、生きてこられたと不思議にさえ思う。

「それほどの天運の持ち主、というわけか」

　思わずフヴェズルングの口から苦笑いが漏もれる。

　心底恐ろしい敵だと思った。

　戦略戦術をどれだけ積み上げたところで、戦で最後にものを言うのは、運である。

　それをあの男は間ま違ちがいなく持っている。

　神か、それに類する何かに愛されている。

　そう思わずにはいられなかった。

「くっ……！　突っ切きるぞ！」

　フヴェズルングは刀を抜ぬき放ち、叫ぶ。

　すでに大勢は決した。

　独立騎兵団の敗北は明らかである。

　フヴェズルングにはもはや、死中に活を求め前方の敵へと突っ込んでいくより他に道はなかった。







ACT 4







「兄さん、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　神都グラズヘイムに帰き還かんしたフヴェズルングに、フェリシアが慌あわてて駆かけ寄る。

　全身の至るところに包帯が巻かれ、そこには血が滲にじんでいた。

　呼吸も荒あらく、疲労の色も濃こい。

　いつも口元に浮うかんでいる皮肉げな笑えみも、今はなりを潜ひそめている。

「あんたの率いる独立騎兵団を、こうもあっさり撃げき退たいするとはな……」

　勇ゆう斗とも顔をしかめ、苦々しげに言う。

　神都グラズヘイムに帰還した独立騎兵団は、その数を半分にまで減らしていた。

　生きて帰った者たちにしても、負傷していない者はフヴェズルングを含め一人としていないという有様である。

　これでは当面の間、独立騎兵団はろくに戦うことはできないだろう。

　まさに壊かい滅めつ的てき打だ撃げきを被こうむっていた。

「いったい何があったんだ？」

　問わずにはいられなかった。

　フヴェズルングは決して無能な将ではない。

　一年足らずで《豹ひよう》を大国にのし上げた手しゆ腕わんも、《狼おおかみ》との戦いで立案した作戦も、どれも非ひ凡ぼんなものがある。

　確かに《豹ひよう》征せい伐ばつにヴィーグリーズ会戦と、フヴェズルングはここ最近は負けが込んではいた。

　だが、《豹ひよう》征伐ではてつはう、ヴィーグリーズ会戦ではハールバルズの『天の眼め』といういわば敵がチートを使ったから敗れたといっても過言ではなく、相手が悪かったというしかない。

　一軍の将としての能力は、《鋼はがね》の両りよう翼よくとされるスカーヴィズ、ジークルーネにも勝っていると言えるだろう。

　特にその観察眼の鋭するどさからくる危機察知能力はずば抜けている。

　独立騎兵団も、ユグドラシルで最高の機動力と最強の戦せん闘とう力りよくを備えた精鋭である。

　その彼らをここまで完かん膚ぷないほどに打ち破るなど、正直信じられなかった。

「ふん、確かにお前の言う通り、あの男は化け物だったよ」

　そう前置きして、フヴェズルングは戦いの一部始終を語った。

　全てを聞き終えた後、勇斗は何とも言えない苦笑いを浮かべた。

「ヤクサルテス川の戦い、か……」

　マケドニアのアレクサンドロス大王が、遊牧騎き馬ば民族スキタイを撃退した戦いである。

　スキタイ騎兵はその機動力を活かし、側面に回り込みつつ矢を放ち、マケドニア軍が近づこうとすると撤退するという騎馬民族の常じよう套とう戦術を展開したが、アレクサンドロス大王も今回の信のぶ長ながのように、自らを囮おとりにすることでスキタイを誘い込んで、待ち構えていた伏兵で撃退したのだ。

「こんなの知ってるはずもねえのに、即そつ興きようで思いついたのか……」

　さすが戦国の鬼き才さいだと舌を巻くしかなかった。

　歴史的に見ても、騎馬民族には多くの名将・英えい雄ゆうが苦い思いをさせられている。

　中国史において最強の武将の一人とされる項こう羽うを制し漢を興おこした劉りゆう邦ほうだが、匈きよう奴どにはこてんぱんに敗れ、貢みつぎ物ものを献けん上じようするという屈くつ辱じよく的てきな和平を結ばされている。

　また、ダレイオス大王も、西はエジプト、小アジアから東はインダス川流域まで制服し、ペルシア王朝最大の版図を築いた、後世の歴史学者の中には彼を人類史上最高の支配者の一人とまで絶賛する名君であるが、その彼にしても、騎馬民族スキタイへの遠えん征せいは手痛い失敗に終わっている。

　しかも七〇万と号する大軍を率いておきながらの、大敗北である。

　モンゴル帝国に至っては、地球上の陸地の約二五パーセントを統治するという史上最大の世界帝国を築き上げている。

　それほどまでに、騎馬民族というのは強力であり、対処の難しい存在のはずなのだ。

　それをこの一、二日であっさりと攻こう略りやく法ほうを見つけ出し、実じつ践せんしてしまう。それも一切のチートなしで。

　こんな化け物を相手にしなくちゃいけないのかと、背筋が冷たくなる勇斗である。

「で、どうする気だ？　あと数日もすれば、奴はこの神都へと攻せめ込んでくるぞ？」

「……そうだったな」

　フヴェズルングの言葉に、勇斗は現実に引き戻される。

　今更終わったことをぐじぐじ考えていても、仕方がない。

　敵は待ってはくれないのだ。

　すぐにでも次の手を打たねばならなかった。

「…………籠ろう城じよう、しかないな」

　かなり長い思案の後、勇斗は厳しい表情で唸うなるように言う。

　基本的には、攻撃こそ最大の防ぼう御ぎよと、守勢に回るのを嫌きらう勇斗であるが、今回はもはやそんなことを言っていられる状況ではなかった。

　兵力差は五万対二万。

　武装の面ではほぼ互ご角かく。

　練度の点ではおそらく《炎ほのお》に分がある。

　指揮官の能力的にも経験的にも、間違いなくあちらが上。

　さすがにこの状況でまともに戦っては、勝ち目が薄うすすぎた。

「とりあえず、兵力差だけでも埋うめねえと話にならねえ。周辺諸氏族を恭きよう順じゆんさせた今なら、ざっと一五〇〇〇ほどはこっちに引っ張ってこれるはずだ」

　脳内に地図を思おもい浮かべつつ、勇斗は試算する。

　ヴィーグリーズ会戦の頃ころとは、すでに状況がかなり変わっている。

《蹄ひづめ》は族都を落とし降こう伏ふくさせたし、《豹ひよう》の残党はミズガルズまで追おい払はらった。《剣つるぎ》と《牙きば》と《雲くも》は恭順の意を示している。

　それらへの防衛に回していた戦力をこちらに持ってくることができるというわけだ。

　それでもなお、五〇〇〇〇対三五〇〇〇と劣れつ勢せいは否いなめなかったが。

「後は、恭順を示した氏族がどれだけ動いてくれるか、か。動いてくれりゃかなり状況は好転するんだが」

　言いつつ、勇斗は自じ嘲ちようするように小さく鼻を鳴らす。

　確かに、《鎧よろい》《盾たて》《兜かぶと》が勇斗の《炎ほのお》討とう伐ばつ令に従い動けば、《炎ほのお》包ほう囲い網もうが完成し、兵数は互角以上となり、さらに《炎ほのお》は多方面への対応を迫せまられ、形成は一気に逆転するだろう。

　だが、そうそう目もく論ろ見み通りにいくかは怪あやしいところだった。

「ふん、ありもしないものを期待するようでは、お前も落ちぶれたな」

「兄さん！　お兄様に向かってなんて口を！」

「姉上こそどうした？　気が動転して盃さかずきさえお忘れになったか？」

「～～っ！」

　言い返せず、フェリシアが真っ赤な顔で下した唇くちびるを噛かんで悔くやしそうにうつむく。

　フヴェズルングがフェリシアの実じつ兄けいロプトであることは、《鋼はがね》内部でも極ごく秘ひ中の極秘である。

　フェリシアとしては黙だまるしかなかったのだ。

「まあまあ。俺おれは気にしてないから」

　勇斗が苦笑しつつ抑おさえに回るも、
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「お兄様が気になされなくてもわたくしがいたします！　お兄様の恩情に感謝しなくてはならない立場なのに！」

「その辺はもう水に流そうぜ」

「そんなわけには参りません！　兄さんには人の道を叩き込んであげなければ！」

「おい、また兄さん呼びになってるぞ？」

「うるさい！」

　ぴしゃりと叱しかりつけるフェリシア。

　自分相手にはまずここまで感情的に子供っぽく怒おこることがなく、内心ちょっと面白かったりする勇斗である。

　基本的に人当たりがよい彼かの女じよだが、やはり血を分けた家族となると、どうしても気が緩ゆるむところがあるのだろう。

　気が重くなっていたので、なごめたのは正直、助かった。深刻になりすぎると、視野狭きよう窄さくに陥る。

　おかげで一つ、いい手も思いつけた。

「そうだな。まずはあるものでどうにかするべき、だな」







「籠城、でございますか」

　ファグラヴェールが眉まゆをひそめつつ、硬かたい声こわ色いろで言う。

　彼女にとって神都グラズヘイムは、最愛の義ぎ妹まいにして今は亡き主君シグルドリーファの街であり、眠ねむる地でもある。

　そんな聖地が、外敵の攻撃を受けるなど、心穏おだやかではいられないのだろう。

「まあ～～、それがあたしも～、最善だと思いますわ～」

　その隣となりでは、バーラがパンパンとファグラヴェールの背中を慰なぐさめるように叩きつつ、おっとりとした口調で言う。

　きっぱりとそういうあたり、軍師としてあらかたの情報はつかんでいるのだろう。

　のんびりとしているようで、やはりしたたかである。

「二人は神都にも詳くわしいだろう？　籠城するにあたり、ぜひ忌き憚たんのない意見が欲ほしい」

　執しつ務む机づくえに両りよう肘ひじを置いて手を組みつつ、勇斗は訊たずねる。

　これが二人を執しつ務む室しつに読んだ理由であった。

「なるほど、俺が呼ばれたのもそういうことですか」

　そう言って、納得したように頷うなずいたのは、もう一人、執務室に呼ばれた《豹ひよう》の宗主パトリアークスカーヴィズである。

　彼は《狼おおかみ》時代、グニパヘリル砦とりでの守将として、幾度となく《爪つめ》の侵しん攻こうを防いだ守戦の名手なのだ。

　野戦では勇斗も相当の場数を踏ふんでいるが、籠ろう城じよう戦せんは初うい陣じんの時以来、まだ二度目で不慣れである。

　やはりここは先達の意見を拝はい聴ちようしておきたかった。

「ふむ」

　と、ファグラヴェールは少し思案してから、

「防衛拠きよ点てんとしての神都の特とく徴ちようは、父上もご存じのこととは思いますが、なんといってもでかすぎること、です」

「だよなぁ」

　勇斗も同意とばかりに小さく笑みをこぼす。

　なにせヴァラスキャールヴ宮きゆう殿でんだけでも、小さな都市レベルの大きさなのである。

　神都全体だと、誇こ張ちよう抜ぬきで《鋼はがね》の族都ギムレーの一〇倍前後の面積があった。

「当然、防衛にはかなりの人員が必要となります。ただ一方で、その巨きよ大だいさゆえ、敵も包囲しにくい。今回はそういう意味で、こちらに有利に働きましょう」

「あと～、城じよう壁へきの高さもありますよ～。普ふ通つうの都市の倍ほどでしょうか～」

「そうだな。俺もそれらは利用したいと思っていた」

　勇斗もうなずく。

　神都グラズヘイムには現在、《鋼はがね》軍二万が駐ちゆう留りゆうしているので、人員は十分である。

　都市の外周が広ければ、それだけ敵は包囲しようとすれば兵力が分散されるし、包囲の隙すき間まも多くなる。

　他の拠点との連れん絡らくや糧りよう秣まつの運うん搬ぱんなど、長期戦となればなるほど、この部分は重要度を増すに違ちがいない。

　そして、城壁が高ければ、それだけ敵が梯子はしごや縄なわなどで侵しん入にゆうしにくくなるし、敵の弓矢などの攻撃が届きにくく、こちらの矢は遠方まで飛ぶなど、利点は大きい。

「堅けん固ごな城じよう塞さいだということはわかったが、出来れば弱点を教えてもらえるか？」

「ふむ、弱点、でございますか？　う～ん、あまりこれといってそのようなものはないかと存じますが……そもそも神帝テイウダンスのお膝ひざ元もとで、そんな弱点があっては問題でしょう」

「うーん、それもそっか」

　納得しかけた勇斗であったが、

「神都の弱点は、とにかくその住民の多さでございましょう」

「ほう？」

　勇斗は目を瞠みはらせつつ、スカーヴィズへと視線を向ける。

「難なん攻こう不ふ落らくの城が落ちるときは、得てして、外からではなく、内から崩くずれるものです」

「なるほどな、確かにこれだけの数の住民を制せい御ぎよするのは相当に骨だ」

　ははっと思わず乾かわいた笑みが勇斗の口からこぼれる。

　一〇万という数字は、やはり脅きよう威いというしかなかった。

　籠城戦というのは、やはり中にいる人間には相当のストレスがかかる。

　人間はある程度終わりが見えていればつらいことにも耐たえられるものだが、いつまで続くかわからないという状況がとにかくきついのだ。

　人間は弱い生き物だ。

　籠城が長引けば長引くほど不平不満は溜たまっていくだろうし、追い詰められれば、何をしでかすかわからない。

　そして一〇万人のうち、ほんの十数名でも内応して城門を開けて《炎ほのお》軍を招き入れたら、それで一巻の終わりなのである。

「ありがとよ、スカーヴィズ。正直、籠城戦舐なめてたわ」

　ゴクリと唾つばを呑み込みつつ、勇斗は引ひき攣つった顔で言う。

　実は相談する前までは、いくら天才・織お田だ信長といえど、平衡錘投石機トレビユシエツトみたいな攻こう城じよう兵器は知らないはずであり、《鋼はがね》の援えん軍ぐんが来るまでなら十分に持ちこたえられるだろうと軽く見積もっていたところがある。

　その自らの楽観に、勇斗はぞっと背筋が寒くなった。

　決してそんな甘あまいものではないのだ。

　籠城戦の敵は、外側ではなく内側。

　目から鱗うろこが落ちる想おもいだった。







「城壁の中にこもったか。戦歴を見るにてっきり打って出てくるものと思っておったのじゃがな」

　神都グラズヘイムの城壁を見上げつつ、信長は楽し気につぶやいた。

《槍やり》の族都を出て一二日目のことである。

　騎き馬ば部隊の襲しゆう撃げきにより若じやつ干かん遅おくれたものの、以後はさしたる妨ぼう害がいもなく、ほぼ予定通りの到とう着ちやくである。

「さしもの軍神も、五万の軍勢の前には恐おそれをなした……というわけではもちろんないのでしょうね」

「くくっ、あれはそんな玉ではないわ」

　若頭かしらランの言葉に、信長は笑って答える。

　この自分を前にして、怯ひるむことなく啖たん呵かを切って見せた漢である。

　倍以上の敵を幾いく度どとなく打ち破ってきた将である。

　今更この程度のことで臆おく病びよう風かぜに吹ふかれるはずがない。

「時間が自らを利することを知っておるのよ。戦場の采さい配はいだけでなく、外交の絡からめ手てもしっかりと使いこなす。若いのになかなかどうしてしたたかなものよ」

　むしろ信長は、感心しきりと頷いてみせたものである。

「援軍、ですね」

　ランが苦々しげに顔をしかめる。

　すでに勇斗が周辺諸氏族に向けて《炎ほのお》討伐令を出したことは、《炎ほのお》上層部の耳にも入ってきていた。

「即そく座ざに動いておらねば、少々面めん倒どうくさい事態になっておったな」

　神帝テイウダンスの勅ちよく令れいを突きつけられた時は、なんとも苦い記き憶おくを思い出させられたものである。

　第一五代将軍足あし利かが義よし昭あきの暗あん躍やくにより、周辺諸国が連れん携けいして包囲網を敷しかれたあの時が、信長にとって人生最大の危機であった。

　あそこで多方面への対応を強しいられたことで、天下統一が五年は遅おくれたと信長は思っている。

　より強力になった勇斗と戦いたいという欲求もなくはなかったが、さすがに還かん暦れきを迎えた今、また同じ目に遭あって足あし踏ぶみするのは御ご免めんであった。

　また、そこまで侮って敵に塩を送り続けるなど、あの男に失礼というものだろう。

「はい、機先を制し、神都にまで攻め上がったことで、周辺諸氏族をうまく牽けん制せいできたかと」

　ランもうなずく。

　人は勝ち馬に乗りたいものである。

　わざわざ劣勢なほうに与くみする馬鹿はそうそういない。

　五万という圧あつ倒とう的てき兵数で神都グラズヘイムを囲むことで、周辺諸氏族に神帝テイウダンスとはいえ周防すおう勇斗に付くのは危険ではないか、と疑念を植え付けたのだ。

「まあ、じゃが、全ての氏族が静観とはいくまいよ」

　ユグドラシルの民の神帝テイウダンスへの畏い敬けいの仕方は、並々ならぬものがある。

《鋼はがね》の劣勢に日和ひよる氏族もいようが、一方で神帝テイウダンスの権けん威いと勇斗の実績を鑑かんがみて、《鋼はがね》に与する氏族もいるはずである。

　ビフレストやアールヴヘイムからの援軍も十分に有り得る。

「とはいえ、さすがにこの城は一いつ朝ちよう一いつ夕せきでは落とせそうにないのぅ」

　ポリポリと信長は頭を掻かき、苦笑をこぼす。

　これまでは五万というユグドラシルではまさしく桁けた違ちがいな圧倒的大軍で包囲することにより、城兵の心を折ることで即座に城を落としてこられたが、さすがに今回はそれでは落ちないだろう。

　あちらには周防勇斗という実績豊かな精神的支柱がいる。

　城壁もかなり高く、防ぼう御ぎよ力りよくは高そうである。

　しかも馬鹿でかい。

　こんなもの下手に包囲しようものならば、各個撃げき破はの憂うき目めに遭いかねない。

「やれやれ。これは腰こしを据すえてかかるしかなさそうじゃわい」







「お父様、《炎ほのお》が南門側と西門側にどうも本格的な砦を建設し始めているとのことです」

　執務室に入ってくるなり、クリスティーナが開口一番告げてくる。

《炎ほのお》軍の到とう来らいから五日目のことだった。

　攻城戦ともなれば、まずは土手や休きゆう憩けい用の仮設小屋などを構築するのが一いつ般ぱん的てきである。

　だがあくまで攻城戦の間使うだけの、すぐに作れる簡素なものだ。

　どうせ後で引き払うのである。

　そんなきっちりとしたものが作られることは少ないのだが、勇斗は特に驚おどろいた風もなくふむと頷く。

「付城戦術か。やはりそうきたな」

　信長の城攻めにおける常套戦術である。

『鳴かぬなら殺してしまえ時鳥』と謡うたわれた信長であるが、実は無理な力攻めで城を落とすケースは実はあまりなかったりする。

　落としたい敵城の近くに、付城すなわち攻こう撃げきの拠点としての城を複数築き包囲して、敵をじわじわと弱らせ、降参させた場合がほとんどなのだ。

「建築を妨害いたしますか？」

「やめとけやめとけ。その辺はきっちり対策してあるだろ。よしんば隙すきがあったとしてもどうせ罠だ」

　フェリシアの提案を、勇斗はひらひらと手を振って却きやつ下かする。

　あの織田信長が、ここにきてそんなポカミスをするなど、天地が逆さになっても有り得ることではない。

「それよりも、敵が長期戦の構えを見せているからと油断して、気を緩ませないよう兵士たちに徹てつ底ていさせろ。相手は百ひやく戦せん錬れん磨まの名将だ。隙を悟さとられたら一気にやられるぞ」

　自分の言葉に、勇斗はぞっと背筋に寒いものを覚え、ごくりとつばを飲み込む。

　わずかでも隙を見せれば、本当にそうなると思ったのだ。

　機を見るに敏びんという言葉が、これほど似合う武将は、日本の長い歴史を見てもまずいなかった。

「あとは……あー、だめだ。集中できねえ！」

　次の指示を言いかけて、勇斗はがしがしっと頭をかきむしる。

　心がそわそわして落ち着かない。

　今はこっちに集中するべきとわかっているのだが、別のことにどうしても意識を持っていかれる。

　というのも――

「陛下！」

　美み月つき付きの侍じ女じよエフィーリアが息も絶え絶えに慌てた様子で駆け込んでくる。

　勇斗もがばっと椅い子すから立ち上がり、叫さけぶように問う。

「生まれたのか!?」

「は、はい！　母子ともに無……」

「っ！」

　エフィーリアが言い終わるよりも早く、勇斗は執務室を飛び出し駆け出していた。

　勇斗にとっても初めての子である。

　ぜひとも出産に立ち会いたいところだったのだが、戦時下という状じよう況きようが状況ゆえ多た忙ぼうを極きわめ、どれだけかかるかわからぬ以上、断念せざるを得なかったのだ。

　だが、やはり気になって仕方なかった。思った以上に時間がかかっていることも気が気でなかった。

　産まれたからには、もはや我が慢まんする必要はない。

　一刻も早く二人の顔が見たかった。

　おぎゃあおぎゃあ！　と子供の泣き声がする扉とびらを勢いよく開け放つ。

「美月！」

「あっ、勇くん」

　部屋に入ると、脂あぶら汗あせが滲み憔しよう悴すいしきった、しかし大仕事をやり遂とげたという満足げな笑え顔がおの美月がいた。

　瞬しゆん間かん、勇斗はその場にへなへなとへたり込みそうになる。

　思った以上に時間がかかっていて、心配していたのだ。

　この時代において、出産の妊にん婦ぷ死亡率一五～二〇％という高さである。まだ予断は許さないが、その無事な姿を見ただけで、どっと安あん堵どが押おし寄よせてきたのだ。

　だが、へたり込むのはまだ早い。

「お疲つかれ様さま！　よく頑がん張ばったな！　それで子供は!?」

　泣き声はするが、赤あかん坊ぼうは美月のそばにはいなかった。

　あまりの泣き声の大きさに、音が反はん響きようして位置を特定できない。

　勇斗はきょろきょろと辺りを見回す。

「陛下、御み子こはこちらでございます。お喜びください。男の子でございますよ」

　五〇ぐらいの年配の産さん婆ばが、綺麗な白い布にくるまれた赤ん坊を抱だいて近寄ってくる。

　皇統の継けい承しよう者しやであることを慮おもんぱかっての言葉であろう。

　だが、勇斗にとっては男女どちらでも構わなかった。

　ただ無事で、健康に産まれてきてくれただけで満足である。

「抱いても大丈夫か？」

「はい、ただ首が据すわっておられないので、そこはお気をつけくださいませ」

「ど、どうすればいい？」

　おろおろと勇斗は訊きく、

　赤ん坊の抱き方は一応、すでにネットで予習済みではあった。

　だが、見たり聞いたりするのと、実際にやってみるのとで、別物であることは往々にしてあることである。

　何かミスをして、この小さくか弱い命が失われたらどうしよう、そんな不安に駆られたのだ。

　今はわずかの失敗も許されない。

　戦場の指揮をしている時並に、彼は緊きん張ちようしていた。

「では失礼をして」

　何か微笑ほほえましいものをみるような顔で、産婆は赤子の首を勇斗の腕うでに乗せ、

「もう片方の腕でお尻しりをお抱きください。はい、陛下、お上手ですよ」

「そ、そうか」

　生返事をしつつ、勇斗はおそるおそる我わが子この顔を覗のぞき込む。

　最初の感想は、随ずい分ぶんとくしゃくしゃな顔だな、だった。

　我ながらひどいと思ったが、そうなのだから仕方がない。

　勇斗の中で赤ん坊というと、テレビのＣＭなどに出てくるスヤスヤと眠るプニプニな肌はだをしたものだった。

　だが今、自分の腕の泣なき叫ぶ我が子は、実に九ヶか月げつもの間、胎たい盤ばんの中で羊水に浸ひたりっぱなしで、肌がふやけにふやけていたのだ。

　だと言うのに、だ。

「か、かわいいなぁっ！」

　思わずでれっと頬ほおが緩むのが自分でもわかった。

　頭では、客観的に見て現段階ではテレビのＣＭに出てくる赤ちゃんのほうがかわいいのはわかるのだ。

　そう、わかっているのに、だ。

　この子のほうが百倍も千倍もかわいい、と思った。

「俺がお前の父親だぞ、わかるか、希望のぞむ？」

　前もって、美月と二人で話し合い決めていた名前で呼びかける。

　願がん掛かけめいてはいるが、やはり未来に希望があって欲しかったのだ。

「ふふっ、ノゾム様にすっかりメロメロでございますね、お兄様」

「ああ。自分の子がここまでかわいいとは思わなかった」

「ふふっ。でも、本当にかわいらしゅうございますね」

　フェリシアも赤子の顔を覗き込み、ふにゃっと嬉うれしそうに微笑む。

「だろ？　だろ!?」

「鼻筋などはお兄様に似ておられるかと」

「え、そう？」

　自分ではよくわからなかったが、自分に似ている箇か所しよがあるといわれるのは、悪い気はしなかった。

　とにかく、かわいくてかわいくて仕方がなく、抱いているだけで胸がじーんと熱くなってくる。

　この子のためにもノア計画は必ず成功させてみせると誓ちかいを新たにしたところで、ふっと気づく。

「今気がついたんだが、泣き声が二つしないか？」

　つぶやき、耳に意識を集中させると、たしかに目の前の我が子と、もう一つ、かぶさるように別の泣き声が奥おくの部屋から響ひびいている。

「あ～、あちあらはその～、なんと申しますか……」

　産婆が言いにくそうに言葉を濁にごす。

　そのもってまわった様子に、逆に気になった。

「なんだ？　怒ったりはしないから教えてくれ」

「は、はい。その、ふ、双ふた子ごでお生まれになったのでございます」

「双子だったのか!?」

　勇斗は驚きに思わず声を張り上げる。

　その可能性を、まったく予想していなかったのである。

「は、はい、お気の毒ながら……」

　なんとも言いにくそうに表情を暗くして、産婆が言う。

　ぞくっと勇斗の背筋を悪お寒かんが疾り抜けた。

「そ、その子には何か問題があったのか!?」

　口にした途と端たん、きゅっと胸が締しめ付つけられた。

　何か障害をもって産まれたのだろうか。

　不安が胸でどんどん膨ふくらんでいく。

「えっ!?　い、いえ、その、産まれたこと自体が問題と申しましょうか」

　勇斗の質問に、逆に産婆のほうが驚いたようだった。

　意味がわからず、勇斗もぽかんとする。

　だが、一拍ぱく置いて、産婆の言葉を脳内で繰くり返かえして、はたと気づく。

「ああ、そういうことか！　ったく、驚かすなよ～」

　勇斗はほ～っと長い長い溜ため息いきをつく。

　今度こそ、身体からだ中じゆうの力が抜ぬけるかと思った。

　さすがに赤ん坊を抱かかえているので、そこは踏ん張ばったが。

「へ、陛下？」

　産婆がおそるおそるといった体で訊いてくる。

　彼女にとっては、勇斗は雲の上の存在である。

　そんな人間に何度も強い口調で詰きつ問もんされては、彼女がびくびくとするのも当然だった。それは生きた心地ここちもしないだろう。

　逆にその態度が、勇斗を不安にさせたのだが、わかってしまえば笑い話である。

「ははっ、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。俺は双子でも気にしてない。というより大だい歓かん迎げいだ」

　勇斗は産婆を安心させる意味もこめて、笑って返す。

　双子は忌いみ子ご。

　現代日本生まれの勇斗にはまったく意識の外だったが、古代から近代に至るまで、洋の東西を問わず、そういう言い伝えが信じられていた地域が多々あったのだ。

　事実、日本でも平安から江え戸ど時代にかけては「畜ちく生しよう腹ばら（畜生は一度に何なん匹びきも子を産む）」と忌み嫌われ、生まれた片方は殺されたり里子に出されたり仏門にいれられたりしていた。

　徳とく川がわ家いえ康やすも次男、秀ひで康やすを毛け嫌ぎらいしていたのは、一説には彼かれが双子の生まれだったからという説もある。

　ユグドラシルでも、双子に対する認にん識しきは、そういうものなのだろう。

　事実、遠巻きに《爪つめ》の双子に嫌悪の視線を向ける者も少なくなかった。

　滅めつ多たに生まれないこと、妊婦への負担が大きく出産後健康を損そこないやすいなど、色々理由はあるのだろうが、勇斗にとっては母子ともに健康であるのなら、そんな迷信、正直どうでもよかった。

「とりあえずその子も連れてきてくれ。ぜひ抱きたい」

「は、はい、ただいま！」

　産婆が慌てて奥の部屋へと駆け込んでいく。

　もう一人はどんな子だろう、そう期待で心を含ふくまらせていると、

「あ、あの、陛下。美月様が、ご自分もノゾム様をお抱きになりたい、と」

　エフィーリアが近寄ってきて、申し訳なさそうに伝言を伝えてくる。

　美月の方を振ふり返ると、なんとも羨うらやましそうな目で、こちらを見ているではないか。

「ごめんごめん。そりゃお前も抱きたいよな」

「うううっ、ずるいよぉ。あたしのほうが大変だったのに、勇くんのほうが先に抱いちゃうなんて～」

　思わず赤子を抱いて駆かけ寄ると、恨うらみがましい声で悪態をつかれる。

　とはいえ、確かに大変な想いをしたのは彼女なので、一番に抱く栄えい誉よが欲しいと思うのは当然ではあった。

「悪かったって。ほら、起きられるか？」

「む～り～。身体に力が入らない～」

　残念極まりない声でそう言って、美月は目をうるうるさせる。

　やっぱり双子出産は、母体にかなりの負担だったのだろう、今は起き上がることさえできないようだった。

「お姉様、お手伝いいたしますわ」

　フェリシアが後ろに回って、美月を助け起こす。

　人ひとり起き上がらせるというのはけっこうな力を必要とするのだが、軽々とやってのけるあたりはやはりエインヘリアルである。

「ん、ありがとう」

「いえ、大したことではございませんわ」

「よし、ほら。一応、気をつけろよ」

　勇斗は言って、美月に希望を手て渡わたす。

　彼女も今の自分に力がないことはわかっているのだろう、太ももに赤ん坊を置いて頭だけ腕で支えるようにして抱く。

「ほんとにかわいいね～。希望～、あたしがママだよ～。ふふっ、そうだね、フェリシアの言うとおり、鼻筋はパパに似てる感じかな～」

　美月がなんとも嬉しそうに、そして慈じ愛あいに満ちた微笑みを赤ん坊に向け、声をかける。

　その光景を、勇斗は神こう々ごうしいと感じた。

　後光が差してさえ見える。

　気が付けば、ぽろりと我知らず勇斗の眼めから涙なみだがこぼれ落ちていた。

　なぜか見ていると、無む性しように感動が込み上げてきたのだ。

「もう一人の御子をお連れ致いたしました。こちらは女の子でございます」

　そこに産婆が薄うす桃もも色いろの布にくるまれた赤ん坊を抱いて奥の部屋から現れる。

「おっ、そうか」

　感動に浸るのはまだ早かった。もう一人いることを思い出す。

　勇斗はごしっと腕で涙を拭ぬぐい、早さつ速そくもう一人の赤ん坊へと近づこうとしたところで、

「勇くん、ダメ。その子はあたしが先に抱くの！」

　ジロリと美月に怖こわい目で睨にらまれる。

　先ほどまで子供に慈じ母ぼのような顔を見せていたのとは一転、妙みように逆らえない、逆らうと後が怖い凄すごみがある。

　馬ば鹿かみたいな話ではあったが、妙な警報が頭の中でなっていた。

　これは洒落しやれにならない、と。

　そこは軍神とも称しようされる勇斗である。

　引ひき際ぎわをしっかり心得、丁てい重ちように妻に二人目の権利を譲ゆずったのだった。







「へ？　も、もう一度言ってくれるか!?」

　勇斗は目をぱちくりさせて、思わず美月に問い返していた。

　何を言ったのかは覚えている。

　しかし、あまりのことに耳を疑わざるを得なかったのだ。

「うん。ノゾムを、リーファの子ってことにできないかな？」

「……えーっと、本気で言ってる？」

　視線をさまよわせ、引き攣った顔で勇斗はもう一度問い返す。

　どうやら聞きき間ま違ちがいではなかったらしい。

　しかし、だからこそわからなかった。

　勇斗にとっては今やこの双子は、目の中に入れても痛くないほどに愛いとしさを感じている。

　息子むすこのほうには、培つちかってきた経験や技術をできる限り自ら伝えてあげたいと思うし、娘むすめが成長した暁あかつきには、お嬢じようさんをくださいとか言ってきた男に「おとといきやがれこのすっとこどっこい！」とお茶をぶっかけている自分が容易に想像できる。

　そんな最愛の我が子をよその家の子にする、という美月の気持ちが、勇斗にはまったく理解できなかった。

「ほほう、それは名案ですね」

「クリス!?」

　ポンっと手を打つ少女に、勇斗は驚きの眼を向ける。

「確かに良い案とは思いますが、いくらなんでも無む茶ちやでは？　そもそも計算が合わないかと」
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　フェリシアが同意を示しつつも、訝いぶかしげに問う。

　子供を妊にん娠しんしてから生まれるまで、俗ぞくに一〇月一〇日というが、実際には二八〇日ほどである。

　リーファと結けつ婚こんしてからまだ一ヶ月弱である。

　それで子供が生まれるわけがないと言っているのだ。

　だが、クリスティーナは表情一つ崩すことなく、

「その辺り女好きというお父様の評判を利用すれば、別段、おかしい話ではなくなるでしょう。お腹なかの大きさ的に、二ヵ月ほど発表を遅らせれば、辻つじ褄つまは合うはずです」

「な、なるほど」

「フェ、フェリシア!?」

　心から信しん頼らいする副官にまで頷かれ、勇斗の口から思わず狼狽うろたえた声が漏もれる。

　いつの間にやら孤こ立りつ無む援えん、四し面めん楚そ歌かである。

「ふむ、どうもお父様はあまり乗り気ではないようですが、この策が政治的にとても有効であることはわかっておられるでしょう？」

「…………正統性、だろ？」

　露ろ骨こつに顔をしかめたあと、勇斗は苦々しげに吐はき捨すてる。

　クリスティーナはコクリと一つ頷き、

「はい、お父様は前王朝である神聖アースガルズ帝てい国こくの血を一いつ滴てきも引いてはおられません。神帝テイウダンスとしての正統性は、先代新しん帝ていシグルドリーファ様の夫であることと、あの方から譲じよう位いを受けたことに拠よります。正直に申し上げれば、その基き盤ばんは脆ぜい弱じやくと言わざるを得ません」

「そうだな」

　勇斗もうなずく。

　まったくそこは異論はなかった。

「ですが、先代神帝テイウダンスであらせられるリーファ様と、現神帝テイウダンスのお父様との間に生まれたノゾム様ならば、その帝てい位いの正統性は盤ばん石じやくのものとなりましょう」

「まあ、な」

　今度は渋しぶ々しぶという感じで、勇斗は頬を引き攣らせつつ頷く。

　勇斗としては正直、我が子を神帝テイウダンスにしたいなどとは露つゆほども思っていなかった。

　こんな面めん倒どう臭くさくて、責任が重くて、胃がキリキリするようなもの、わざわざ愛する息子に押し付けたくはない。

　なりたい人間の中から最も優ゆう秀しゆうな者がなればいい、というのが勇斗の本音でさえあったのだ。

「そして、ここからが重要ですが、ノゾム様をリーファ様の子として次期皇位継承者と正式に発表すれば、お父様はノゾム様が即そく位いするまでのつなぎとなり、また正統後こう継けい者しやの父として基盤を強化できます」

「……ああ。さらに言えば、そうすることで、今神都を包囲している《炎ほのお》軍兵士を揺ゆさぶることもできる、だろ？」

「ご明察の通りです」

　涼すずやかに頷くクリスティーナとは対照的に、勇斗は重いため息をつく。

　戦いくさには大義名分が必要不可欠である。

　僭せん帝てい勇斗討うつべしというのが《炎ほのお》軍の大義名分であり、それを完全ではないにしろ崩すことは、敵の士気をくじき、逃とう走そうする兵も出よう。

　相手はあの織田信長なのだ。

　打てる手はいくら打っておいても足りないところだった。

「あとは、リーファ様逝せい去きよの理由を作れます」

「……なるほどな。その手があったか」

　結けつ婚こん式しきの時は、勇斗の神帝テイウダンスとしての正統性の為ために、その死を隠かくすしかなかった。

　しかし前述のように、出産で母親が死ぬことは珍めずらしいことではない。

　産まれた遺児を次期後継者にすると発表すれば、民衆の好きな美談となるし、先ほどクリスが言ったように、勇斗の神帝テイウダンスとしての正統性も強化される効果もあり、リーファの死による政権へのダメージは極めて小さくできる。

　加えて、替かえ玉だまである美月の負担も減るし、なによりバレて大事になるリスクがなくなるというのは非常に魅み力りよく的てきだった。

「まったく王ってのは因果な商売だ」

　勇斗は思わず自じ嘲ちよう気味に笑えみをこぼす。

　そんな計算を一いつ瞬しゆんでできてしまう自分が、そして子供の出産や妻の死さえ政治にしなければならない自分がおかしくて、嗤わらうしかなかった。

「個人としてはともかく、今の状況じゃ公人としてはこの案を採用せざるを得ない。だが、本当にいいのか、美月？」

　最終確かく認にんの意味を込めて、勇斗は美月をじっと見つめて訊たずねる。

「うん、むしろあたしがそうしたいの。彼かの女じよはもう一人のあたしだから。その願いを、叶かなえてあげたいの」

　懐なつかしそうに微笑んで、美月は言う。

　政治とか勇斗の立場とかを慮おもんぱかって無理しているのでは、とも訝しんだのだが、どうもそういうわけでもないらしい。

「もう一人のあたしだから、か」

　確かに二人の容姿は瓜うり二ふたつであった。

　それだけではなくて、双そう紋もんのエインヘリアルという共通点と、ルーンの共鳴による夢の中での会話など、不可思議な縁えんで結ばれていた。

　それを指して、魂たましいの双子などともリーファは生前言っていた。

　二人の間にしかわからないシンパシー、絆きずなのようなものもあるのかもしれない。

「そうか、わかった。じゃあ、ノゾムはリーファの子とする」

　この日、正せい妃ひ美月の産んだ子は、女子であることが発表された。

　名は未来ミク。

　希望と合わせて、未来に希望があるようにと願っての命名であった。







「ご出産おめでとうございます」

　おめでとうという言葉とは裏腹に、その男の顔は不ふ吉きつ極きわまりなく、声もなんとも陰いん気きで淡たん々たんとしたものであった。

　これほど祝辞の似合わない男もいないと勇斗は思う。

　いい男ではあるのだが、どうにも見た目と雰ふん囲い気きで誤解されやすい男なのだ、このスカーヴィズという男は。

「ありがとよ。まあ、なんかいろいろと面倒くさそうな事態で、今から頭痛いけどな」

　苦く笑しようして、勇斗は先さき程ほどまでの経緯いきさつを語って聞かせる。

　機密事じ項こうではあるが、この男の口の堅かたさを、勇斗はよく知っている。

　どんな秘密も、墓の中にまで持っていってくれるだろう。安心して話せた。

「なるほど、確かに面倒でございますな」

　聞いている間、スカーヴィズは少し驚いたように目を瞠らせていたが、最後には納なつ得とくしたように頷うなずく。

　法の執しつ行こうや、軍律の徹底のために汚よごれ役やくを引き受けてきた男である。

　いろいろドロドロした世の裏側には精通し、その必要性も勇斗以上に理解しているに違ちがいなかった。

「なんか我が子を政治の道具にしているみたいでさ。やってられねえよ」

「ふふっ、実に御お館やかた様らしいですな」

「甘いって言いたいのか？」

「お甘いですな。が、その為に私のような者がいるのです。御館様は陽ひの当たる正道を歩まれませ」

「……あんただって、そろそろ自分の幸せを考えたっていいころだろう？」

「くくっ、ああ、すみません」

　スカーヴィズが唐とう突とつに吹き出す。

「なんだよ？」

　勇斗は訝しげに問う。

　皮肉げに相手をからかう意味を込めて笑うことはあっても、勇斗を前にして失しつ笑しようするというのは非常に珍しいことである。

「ああ、いえ。先日、ヨルゲン殿どのにも同じようなことを言われましてな」

「ヨルゲンにも言われたのか」

「ええ、後のち添ぞえをもらわないのか、とね」

「そうだな、俺おれもそうしたらいいと思う。あんたには幸せになって欲ほしいんだよ」

「ははっ、これでも幸せだと思っているのですがね」

　スカーヴィズがいつもの皮肉げな笑みではなく、涼やかに微笑む。

　どうやら本当にそう思っているのだろう。

　だが、勇斗としては歯がゆくも感じていた。

　この男には、報むくいても報いきれない恩がある、と勇斗は思っていた。

　本人が望んだこととはいえ、人の嫌いやがることや、人に恨まれること、危険な任務ばかり頼たのんでしまっている。

　悪いとは思うのだが、組織運営には彼のような人材がどうしても必要不可欠で、頼たよってしまいがちだった。

　だからこそ、《豹ひよう》の宗主の地位を与あたえたのだが、まだまだ全然返しきれている気がしない。

「これはヨルゲンとも少し相談するべきかもしれないな」

　勇斗はそう言って、いい考えだと頷く。

　この不器用な男のことをきちんとわかってくれる。

　そんな女を是ぜ非ひ紹しよう介かいしたかった。







　勇斗の執しつ務む室しつを出たスカーヴィズは、自室には戻もどらず、別の部屋に足を向けていた。

　通りすがった人たちが、次々と道を開けていく。

《豹ひよう》の宗主だからというわけではなく、まとう雰囲気が物ぶつ騒そうだからである。

　だが、そんな彼らを気にした風もなく、スカーヴィズは宮きゆう殿でんを闊かつ歩ぽし、ある部屋の扉を叩たたく。

「はい。どなたです？」

「俺だ」

　若い女の誰すい何かの声に、スカーヴィズは名前も言わずに答える。

　しかし、相手にはそれでわかったようだった。

「どうぞ、スカーヴィズお兄様」

「失礼する」

　そう言って扉を開けると、ソファーで寝ねっ転ころがっているのはクリスティーナである。

　いかにもサボっているようにしか見えないが、それが擬ぎ態たいであることを、スカーヴィズは知っている。

　多少、間ま抜ぬけに見えたほうが人は油断し、情報を引き出しやすい。

　人前でよくアルベルティーナをからかっているのも、わざと小こ賢ざかしく見せるためだというのは穿うがちすぎか。

「産婆をどうする？」

　扉を閉めるや、スカーヴィズは単刀直入に切り出す。

　だが、これまた相手にはしっかり意図が伝わったようだった。

「ふふっ、さすがはスカーヴィズお兄様、話が早い♥」

「で、殺すのか？」

　明日の夕ご飯はどうする？　とでも言う風に、スカーヴィズは問う。

　皇子の出生は、秘密が漏れれば今後の《鋼はがね》の将来を揺るがしかねない大事件に発展しかねない。

　ならば、知っている人間はできる限り少ないほうがいい。

　今回、経験豊かというだけで選ばれた産婆の口の堅さに、《鋼はがね》の未来を賭かけるのは、いささか無む謀ぼうと言うしかなかった。

「はい。それが一番だとワタシは思っています」

「そうだな。老い先短い産婆の命一つで、《鋼はがね》の将来の禍か根こんが取とり除のぞけるなら安いものだ」

　スカーヴィズが仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、淡々と言う。

　国という巨きよ大だいなものを運営するには、そういう暗部も必要なのだということを、彼は知っていた。

　そういう存在がいなければ、より多くの血が流れ、苦しむ者が出ることも、よく知っているのだ。

「だが御館様も、女将おかみ様も、いい顔はすまいな」

「ええ、そこが一番の問題です」

　今回の発案は、女将の美月によるものだと聞いた。

　自分の案が、誰だれかの、それも我が子を取り上げてくれた産婆の命を奪うばうことになるなどとは、想おもいもしていないに違いない。

　そして、知らせる必要も、ない。

　闇やみは自分が背負えばいいのだから。

「お願い、できますか？」

「俺は……ヴァルハラにはいけんかもしれんな。ふっ、まあ、地じ獄ごくで剣けんを振るっているのが、俺には似合いであろうよ」

　スカーヴィズは刀の柄に手をかけつつ、自嘲の笑みを浮かべた。







ACT 5







「やれやれ、思った以上に面めん倒どうな城じゃな。これは落とすのに時間がかかりそうじゃわい」

　出来上がった砦とりでの櫓やぐらから神都を見み据すえつつ、信のぶ長ながはポリポリと頬を掻かいた。

　すでに神都攻ぜめを開始して、はや一ヵ月が過ぎようとしていた。

　その間、断続的に攻こう撃げきを仕し掛かけたり、兵士に大声をあげさせたりといった、攻こう城じよう戦せんにおける常じよう套とう戦術を駆く使ししてはいるのだが、正直、その効果が挙がっているとは言い難がたかった。

　というのも、

「とにもかくにもでかすぎる！」

　ここに全すべてが集約されていた。

　一つ、城じよう壁へきの高さと、《鋼はがね》軍の飛び道具が《炎ほのお》より優秀なことにより、下手に近づけば、こちらの損害が増えるばかりであり、あまり圧力になっていない。

　二つ、前述の近づけなさと、街自体の広さにより、騒そう音おんによる精神攻撃もあまり効果を発揮しているようには見えない。

　三つ、兵力分散の愚ぐを避さけるため、どうしても包囲が不十分である。

　特に、街の東側を大河イヴィング川が流れているせいで、船を使っての水上輸送による食しよく糧りようや武器等の物資の補給がこれまでし放題だった。

　これでは包囲の効果などほとんどないに等しい。

　防衛で城壁の上を哨しよう戒かいしている兵士たちを見ても顔色がよく、不安も寝ね不ぶ足そくも感じ取ることができなかった。

「まあ、本番はこれからじゃな。準備も整ったことじゃしのぅ」

　まず南門側と西門側に砦を築いたのは、敵が城から打って出てきた場合に対する備えと、本ほん拠きよであるムスペルヘイム地方からの兵へい站たんを確保するためである。

　すなわち主に防衛のため、足場を固めるためのものだった。

「大殿、ギムレーより援えん軍ぐんがこちらに近づいているとのことです。その数およそ一万」

　若頭かしらのランが報告してくる。

　ほぼ想定通りの数字である。

　信長は鷹おう揚ように頷き、

「であるか。では北門側に陣じん地ちを構えつつ、待ち構えるとするかの」

　しごく当たり前の話であるが、拠きよ点てんを築けばそれだけ少ない兵で、敵の攻撃をしのぐことができる。

　そうして作った余よ剰じよう兵力で、着々と次の手を打つ。

　それが日ノ本からの信長の基本戦略であった。







「《炎ほのお》軍の本隊が神都の北側へと移動し始めました。数はおおよそ三万ほどかと」

「援軍との合流を防ぐつもりか。ったく、なんか『ずっと俺のターン』をやられてる気分になってくるぜ」

　クリスティーナの報告に、なんとも苦々しげに勇ゆう斗とは鼻を鳴らした。

　攻撃ターンを交こう互ごに繰り返すゲームで、何らかの方法で相手の手番を飛ばして、自分の攻撃ターンばかりの状態を作ることをいう、某ぼう漫まん画がが元ネタのネットスラングだ。

「あんだけ本格的な砦にそれぞれ一万も詰つめられたら、今の戦力じゃ仕掛けようがねえ」

　仮にどちらかの砦を攻めたところで、落としきれず、別の砦からの援軍と、北側に移動中という《炎ほのお》本隊の挟はさみ撃うちに遭あうのは目に見えている。

　そんな危険はとても冒おかせなかった。

「では、本隊を叩くというのは？　援軍と連れん携けいし、挟み撃ちにすれば、数量的にも互ご角かくですし、勝機は十分にあるかと」

「なんかそれも怖いんだよ。それを仕向けられているみたいな気がする」

　北側に向かえばこちらが援軍と挟み撃ちを狙ねらってくることぐらい、信長ならまず織り込み済みのはずである。

　にもかかわらず動いたということは、今までの例から考えて、それなりの対策は取っているはずだった。

　現実、大将の能力、兵の練度、武装の質ともに上回っている《炎ほのお》軍を、《鋼はがね》が圧あつ倒とうできるというのは、希望的観測がすぎるだろう。

　そうしてまごついている隙すきに、東と南の砦からの援軍に包囲されて終わることまで、容易に想像することができる。

　つまり、《炎ほのお》軍の動きをただ指を噛かんで見守るしかないのである。

　だが、おそらくその間に、《炎ほのお》はまた北門側にも砦を築き、こちらの状じよう況きようは益ます々ます悪くなっていくという悪あく循じゆん環かんだ。

「ったく、何が『鳴かぬなら、殺してしまえ、時鳥』だよ。やっぱり大おお間ま違ちがいじゃねえか」

　苛いら立だち交じりに吐き捨てる。

　信長の戦略は老ろう獪かいであり、慎しん重ちようであり、極きわめて合理的であった。

　非常に洗練された手口であり、そんな無理やりな強ごう引いんさなど、微み塵じんも感じ取ることができない。

　おそらく、ユグドラシルに流れ着いた一〇年の間に、天下を取る戦略を周しゆう到とうに練りに練り、準備を整えてきたのだろう。実に無む駄だがない。

　孫子にも、『勝兵は先ず勝ちて而る後に戦いを求め、敗兵は先ず戦いて而る後に勝を求む』とある。

　まさにその通りだった。

　実際に相対し、勇斗もひしひしと痛感していた。

　彼は戦う前に勝てる状況を作る戦略の天才だ、と。

　付城戦略にしても、その有効性に気づき、思案する者まではいるだろう。しかし、普ふ通つうは資金と資材の面から断念せざるを得ない。

　それを可能にしているのが、信長という漢の真の恐おそろしさだった。

　様々な改革を成なし遂とげ、国力を増大していなければできないことである。

　それをわずか一〇年で、だ。

　明らかに、勇斗の知る信長より進化している。

　経験に経験を重ね、老いて益々盛んとはこのことを言うのだろう。

「かと思えば、いざって時には驚おどろくほど果断で迅じん速そくに動いてくるんだよなぁ」

　緊きん急きゆうの危機にあっては、先に勇斗が《炎ほのお》包ほう囲い網もうを仕掛けようとした時のように、それまでの用よう意い周しゆう到とうな手口が嘘うそのように、無む茶ちや無む謀ぼうな手段を強引に押おし通とおしてくる。

　少なくとも、《炎ほのお》が《槍やり》と争あらそっている時点では、神帝テイウダンスという切り札を持ちそれを使った《鋼はがね》が、優位に立っていたはずなのだ。

　それがいつの間にやら、電光石火の動きで形勢を逆転されてしまい、諸勢力が《鋼はがね》に味方することを思いとどまらせられた。

　全く鮮あざやかというしかない手並みである。

「柔じゆうにして剛ごう、剛にして柔。変へん幻げん自じ在ざいにしてまるで隙がねぇ」

　正直、その圧あつ倒とう的てきな力に、勇斗は舌を巻くしかなかった。

　だが勇斗とて、為なさねばならぬことがある。

　このまま黙だまってやられるつもりは、毛頭なかった。







「ふふふっ、このひりつくような空気は久しぶりじゃわい」

　ヨルゲンは、陣じん幕まくの中、腕うでを組んで椅い子すにどっしり腰こしかけつつ武む者しや震ぶるいする。

《鋼はがね》の中ちゆう核かくを成す《狼おおかみ》の氏族の宗主パトリアークであり、今回、この神都グラズヘイムへの援軍一万の総大将を若頭かしらであるリネーアより任されたのである。

「おやおや、気を昂たかぶらせるのはけっこうですが大だい丈じよう夫ぶですかな？　最近はすっかり戦いは若いのに任せ、後ろに引っ込んでおられたみたいですが」

　傍かたわらに立つ男が、冗じよう談だんめかして煽あおってくる。

　アルベルティーナ、クリスティーナの実父にして、《爪つめ》の宗主ボドヴィッドである。

　髪かみの毛けも薄うすくおでこの生はえ際ぎわは後退しており、顔には愛あい想そ笑わらいが貼はり付き、なんとも冴さえない印象の中年男だが、こう見えて、彼は《鋼はがね》の序列四位に名を連ねる大幹部であり、《鋼はがね》内部では智ち謀ぼうの将として評価の高い人物である。

　かつては《灰はい》と《牙きば》の協力を内密に取りつけて、当時の《狼おおかみ》の若頭かしらであり、ロプトと名乗っていたフヴェズルングを見事打ち破ってもいる。

　今回はその能力を買われ、本援軍の副将を任されていた。

「ふん、舐なめるでないわ。確かにここ三年は親父おやじ殿どのよりもっぱら後方支し援えんを仰おおせつかっておったが、槍働きでもまだまだ若いもんには負けんわい」

「ふふっ、確かにまったく衰おとろえを感じさせませんな。最後に貴方あなたを戦場で見たのは、五年前でしたかな？　あの時よりむしろ活力がみなぎっているようにさえ見えます」

　昔を懐かしむように、ボドヴィッドが目を細める。

《狼おおかみ》と《爪つめ》がまだ敵対関係であったころ、二人は何度か戦場で、あるいは交こう渉しようの場で相まみえた仲だった。

　それが今や、こうして肩かたを並べてともに戦っているのだから、人生とは異なものである。

「はははっ、親父殿の側におるとな、気持ちが若返るのよ。……まあ、同じぐらい寿じゆ命みようも縮むがな」

「くくっ、なるほど。確かにそれは想像がつきますな」

「だろう？　やることなすこと全てが、常識をひっくり返すのだ。調整役の身にもなってほしいものだ」

　言葉ではそう言いつつも、ヨルゲンの顔は楽しげである。

　報われる苦労ほど、やり甲が斐いのあるものはないのだ。

「おかげでとんとん拍びよう子しで随ずい分ぶんと遠くにきたものよ。あの方が宗主になるまではどれだけかき集めても二〇〇〇かそこらが限界じゃったのに、今や親父殿率いる本隊二万に、我ら援軍を加えれば三万じゃぞ？　たった四年で一〇倍以上じゃ」

「確かに隔かく世せいの感がありますなぁ」

　うむうむとボドヴィッドも感かん慨がい深ぶかげに頷く。

　彼も前述の《灰はい》と《牙きば》の協力を取り付ける際には、かなりの対価を必要としたと聞いている。

　そこまでしても、《炎ほのお》軍の一〇分の一の五〇〇〇しかかき集められなかった。

「おいおい、思い出に浸ひたるのもいい加減にしてくれんか」

　淡々と冷や水を浴びせかけてきたのは、今回の援軍のもう一人の副将、《灰はい》の宗主ドーグラスである。

　彼の言い分はもっともであった。

　確かに今は思い出話に花を咲さかせている時ではない。

「ははっ、すまんすまん。さて、とりあえず現状は……と」

　笑って誤ご魔ま化かしつつ、ヨルゲンは机の上に広げられた周辺地図を見下ろす。

　神都の位置には、軍勢を表す《鋼はがね》の紋もん章しようを象かたどった粘ねん土どの駒こまが置かれている。

　そしてその南側と東側には砦を表す印が書き込まれ、そこに置かれているのは《炎ほのお》の紋章を象った粘土駒だ。

　粘土の大きさが、軍勢の規模である。

「二つの砦にそれぞれ一万を配し、北側には《炎ほのお》の宗主自らが率いる三万か。なんとも面倒なところに陣じんを引いてくれたものよな」

　む～っと眉み間けんにしわを寄せて、ヨルゲンは唸うなる。

「まったくですな」

　ボドヴィッドはうむと頷き同意する。

《炎ほのお》軍が陣じん取どっているのは、人の手が入っていない野生の草花が生おい茂しげる、実に見み渡わたしの良い平原である。

　これほど大軍が活いきる立地はなかった。

　兵を余すことなく戦場に投入することができる。

　一方、数が少ない側にはめっぽう不利である。

　敵のほうが多く、移動もしやすいわけだからすぐ包囲されてしまうし、伏ふく兵へいなどの奇き策さくも使用しにくい。

「動く気配はなし、か？」

「まったくないですな。敵もその辺を心得ておるのでしょう」

「本当に面倒くさい相手じゃのう」

　はぁっとヨルゲンはため息をつく。

　今までの傾けい向こうから考えるに、こちらが動かなければ、《炎ほのお》はこれ幸いと物量に任せて砦を建設するに違いない。

　そうなれば、神都の封ふう鎖さは完成し、ヨルゲン軍はますます神都にたどり着くのが難しくなるという寸法だ。

　かといって、このままぶつかれば、鎧がい袖しゆう一いつ触しよくで蹴け散ちらされるのは目に見えている。

「……ふむ、周辺諸氏族の動きはどうなっておる？　動かぬままか？」

　ヨルゲンはちらりとボドヴィッドに視線を向けて問う。

　ボドヴィッドはクリスティーナの父であり、彼女に情報収集と分ぶん析せきのいろはを叩き込んだ人物である。

　独自の情じよう報ほう網もうを構築しており、彼かれを副将に抜ばつ擢てきしたのはそれが理由でもあった。

「ええ、《鎧よろい》も《盾たて》も《兜かぶと》も、兵を召集こそしましたが、まったく動く気配がありません」

　全て神帝テイウダンスである勇斗に恭きよう順じゆんの意を示した氏族である。

　すでに何度となく参戦せよと督とく促そくしているのだが、機を見計らっているだの、隙をうかがっているだの、言い訳ばかりでまるで動こうとしない。

　ふんとヨルゲンが嘲ちよう笑しようをあらわに鼻を鳴らす。

「揃そろって日和ひより見みか。まったく名高き武具の氏族も地に落ちたもんじゃわい」

　これまで自分たちこそ帝てい国こく譜ふ代だいの臣だと威い張ばっていたくせに、神帝テイウダンスの危機に立ち上がらぬなどまったく見下げ果てた連中というしかなかった。

　どちらが優勢か、見定めているのだろう。

　今のところ、《炎ほのお》が着々と事を進めている。この状況では、旗色の悪い《鋼はがね》には与くみせないというところなのだろう。

　下手に《鋼はがね》に味方すれば、《炎ほのお》の次の標的にされかねないといったところか。

「ええ、本当に困ったもんです。彼らが動けば兵力の上でも逆転し勝機も見えようというのに、勝機が見えねば彼らは動かない。なんともジレンマですな」

「そうじゃなぁ。ふむ、その辺の解決は、親父殿に任せるとしよう」

　あっさりとヨルゲンは思考を放ほう棄きする。

　相手はあの虎心王ドールグスラシルをあっさりと討うち取るような尋じん常じようならざる化け物だ。

　そんな化け物の相手は、同じく人ならざる軍神に任せておくべきであると、彼は達観さえしていた。

「まあとりあえずは、我らは我らに与えらえた仕事をするとしようか」







「動かぬのぅ」

　宗主用に建てた陣じん屋や（仮設の小屋）の中で、信長は胡坐をかき、つまらなさげに頬ほお杖づえをつく。

《鋼はがね》の援軍が到とう着ちやくして、はや半月が経たとうとしていた。

　その間、援軍も神都にこもる《鋼はがね》本隊も、こちらの様子をうかがうのみで一向に仕掛けてくる気配を見せていない。

「動けぬだけでは？」

「確かにそう仕向けはしたが、動けぬのではなく、あえて動かぬ、じゃろうよ」

　ランの返答に、信長は半ば確信めいた口調で言う。

　このまま大人しく座して死を待つような玉では決してない。

　今この時も、虎こ視し眈たん々たんと逆転の隙をうかがっているという確信が信長にはあった。

　一方でわかっているのだ。

　今動いても、自分たちに勝機がないことを。

「なるほど。大した自制心です」

「うむ。つくづく末すえ恐おそろしいガキよ」

　もはや時間が経てば経つほど、自分たちに不利に働くことは承知しているはずだ。

　真綿でじわじわと首を絞しめられる不安は、筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたいものがある。

　そして不安は視野を狭せばめ、人を衝しよう動どうに駆からせる。

　だが、そんな前後不覚な人間に待ち受けているのは、当然、失敗しかない。

　押し寄よせ続ける絶望に耐たえ、逸はやる気持ちを抑おさえ、くるかどうかもわからぬ勝機を信じ、息をひそめ、力を温存し、忍にん従じゆうを続ける。

　そんな人間が奇跡を掴つかむことを、信長は我わが身みをもって知っていた。

「じゃが、わしは付け入る隙など与えぬぞ、小こ僧ぞう？」

　信長はニッと犬歯を剥むき出だしにし、凄せい絶ぜつに笑う。

　元服より五〇年近く、戦い戦い戦い抜ぬいた修しゆ羅らの貌かおだった。

「この戦い、先に焦じれたほうの負け、じゃ」

　現状、優勢を保っている《炎ほのお》であるが、決して余よ裕ゆうな状態とは言い難い。

　戦の趨すう勢せいを司つかさどる天てん秤びんは、未いまだ不安定そのものである。

　だから信長も、安易には軍を動かせない。

　今、信長が率いる《炎ほのお》本隊のいるところより、東門側の砦には三刻（六時間）ほど、南門側には半日ほどで移動が可能だ。

　一方、《鋼はがね》の援軍が陣取っている《剣つるぎ》最さい南なん端たんの砦まで、おおよそ一日かかる。

　行き帰りで二日。

　そこからさらに、戦いにどれだけの日数がかかるかわからぬ。

　その間に南門側か東門側、どちらかの砦を奪われでもすれば、補給線を断たたれ《炎ほのお》本隊は孤こ立りつし、参戦を渋しぶっていた周辺諸氏族がこぞって《鋼はがね》に呼応して動き出すだろう。

　形勢は一気に《鋼はがね》に傾かたむき、逆に《炎ほのお》は危機に陥おちいるというわけだ。

　普通はその程度の日数で砦は落ちるものではないのだが、《鋼はがね》には強力な攻こう城じよう兵器があるという話だ。油断はできない。

　一方で、《鋼はがね》の本隊なり援軍なりに痺しびれを切らさせ、撃って出させれば、《炎ほのお》の勝ちはほぼ固まる。

「日ノ本では後一歩のところで夢破れた。二の轍てつは踏ふまぬわ。さぁ、根比べじゃ。小僧！」

　だが、この時、さすがの信長も気づいていなかった。

　信長をその思考に陥らせることこそが、まさに勇斗の策であったことに。

　付城戦略により、時間の経過は《炎ほのお》に利する。

　それは彼の成功体験に裏付けられた確固とした事実だった。

　だからこそ、思いもよらなかったのだ。

　勇斗の真の狙いが、まさか時間稼かせぎであったということに。







「もう少ししたら風向きが変わるよー。あっちから」

「おーし、聞こえたな、てめえら！　風は北北西だ。帆ほを張り直せ！　他の二隻せきにも伝えろ！」

「「「「「へい!!」」」」」

　その少女の言葉に、男たちが一いつ斉せいにきびきびと動き始める。

　しばらくして、船が体感で分かるほどにぐんっと加速する。

　追い風に対してめいっぱい横帆を張ったからである。

「全く大したものですね、アルベルティーナの叔母おば御ご」

「えへへ、そんなことないよー。指示を出してくれているのは船長だし、帆を張ってくれてるのはみんなだし」

　その少女――アルベルティーナは照れたように、しかし満まん更ざらでもなさそうにはにかみながら後頭部を掻く。

「おー！　嬉うれしいこと言ってくれるねー、提てい督とくちゃん！」

「なーに、提督ちゃんの為ならこれぐらいお安い御ご用ようよ！」

「そーそー！　提督ちゃんあっての俺たちだからな」

　船員たちがやんややんやと囃はやし立たてる。

　アルベルティーナは《鋼はがね》水軍の長として、「提督」の役職を与えられたのだが、彼女の人ひと柄がらゆえか、すっかり「提督ちゃん」の呼こ称しようが定着してしまっていた。

「お前ら、何度も言っているが、ちゃんと提督と呼ばんか！」

　船長が顔をしかめて怒ど鳴なるも、

「なーに堅かた苦くるしいこと言ってんスか、船長」

「むしろ提督ちゃん呼びは、俺らの敬意と親愛の表れっスよ」

「そーそー！　船長の為には死ねねえが、提督ちゃんの為なら死ねる！」

「ぎゃはははっ！　ちげえねえ！」

　船員たちは悪びれる様子もなく、ふざけた調子で笑い声をあげる。

　だが、本人たちが言っているように、決してアルベルティーナを軽かろんじているわけではない。

　まだ日が浅いとは言え、彼らは船乗りである。

　風の大事さはすでに骨身に染しみて知っている。

　風を読める人間はそれだけで崇すう拝はいの対象だし、それが愛あい嬌きようたっぷりの元気で可愛かわいい女の子ならなおさらだった。

　長く退たい屈くつな航海の旅も、彼かの女じよがいるだけでまったく違ったものになる。

　この一ヶ月の間に、アルベルティーナはすっかり彼らのアイドルとなっていた。

「まったく……提督はスオウユウト陛下の直参子分であらせられるというのに……」

　船長だけが、一人納得がいかないのかぶつぶつ文句を言っている。

　他の雇やとわれ船員たちと違い、彼は《豹ひよう》宗主スカーヴィズの子分であり、上下に関しては厳しく仕込まれているのだ。

「まあまあ。アタシは提督ちゃんで全然気にしてないし」

「そういう問題ではございません。それでは示しが……」

　なお食い下がろうとする船長だったが、

「気持ちはわからんでもないが、問題なかろう」

「こ、これはジークルーネの叔母御！」

　現れた銀ぎん髪ぱつの少女に、直立不動の姿勢を取る。

　勇斗の命を受け、彼女とその部下である親衛騎団ムスツペルもこの船団に乗り込んでいた。

　なお、ジークルーネの背後ではおさげ髪の少女が船ふな酔よいして、盛大に吐としゃ物ぶつを海に吐き出して辺りを泳ぐ魚に餌えさを提供しているが、見ないふりをしてあげるのが女性への礼れい儀ぎというものだろう。
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「皆みんな、命令通りにきびきびと動いている。それができているのだから、表面にとらわれる必要はない」

「はっ、叔母御がそう言われるのでしたら」

　そう返す船長の顔が高こう揚ようし、赤くなっている。

　ジークルーネは神帝テイウダンススオウユウトの数少ない直参子分の一人であり、《鋼はがね》随ずい一いちの戦果を誇ほこる猛もう将しようである。

　また、彼の親分であるスカーヴィズから『最も強き銀狼マーナガルム』の称しよう号ごうも受うけ継ついでいる。

　スカーヴィズの子分といっても、幹部の末席に過ぎない彼にとっては、まさに雲の上の憧あこがれの存在だったのだ。

「ぶ～、アタシがいっても全然聞いてくれなかったのに～」

「あ、いえ、それは、その～……」

　不満そうに頬ほおを膨ふくらませるアルベルティーナに、船長ははっと我に返り、良い言い訳が思いつかなかったのかたじたじになる。

「そうだそうだ、ひでえぞ、船長！」

「船長こそ提督ちゃんのこと軽んじてるじゃねえか」

「提督ちゃんに謝あやまれー！」

「ひっこめでかっ鼻ー！」

　ここぞとばかりに船員たちから野や次じが飛んでくる。

　とはいっても、船員たちの顔は笑っており、冗談であることがわかる。

　まとめ役のこの船長がいないと船内が締しまらないことは皆わかっており、なんだかんだ彼も船員たちから慕したわれているのだ。

「おい、最後に言ったやつー！　他は聞きき逃のがしてやっても、それだけは許さん！　人が気にしていることを！」

「ひーっ、しまった！」

「取り込み中のところ悪いんだが」

「ひ、ひゃい、なんでしょう!?」

　腕まくりして船員の一人の胸むな倉ぐらをつかみ拳こぶしを握にぎりしめていた船長だったが、再びジークルーネに声をかけられるや、ぱっと船員を放し、どもり気味の甲かん高だかい声をあげてくるりと振ふり返かえる。

　だが、ジークルーネは特に気にした風もなく、本題を切り出す。

「ヘルヘイムにはあとどれぐらいで着く？」

　ユグドラシルの最も南端に位置する地方である。

　気候もわりと温暖で、ヴァナクヴィースル川流域の北部は、古来肥ひ沃よくな土地として栄えていたが、織田信長の手により改革が断行され、今やユグドラシルでもダントツの大穀倉地帯となっていた。

　すなわち、《炎ほのお》の本ほん拠きよ地ちである。







「へえええ、ここがヘルヘイムか。やっぱ全然あったかいな」

　エルナは船から地面に降り立つや、興味深げに辺りを見回す。

　肩かた口ぐちあたりで髪を切きり揃えた、快活な印象の美女である。

　だが、その腰にはしっかりと剣を帯びている。

「徒歩で半月かかる日程を～たった三日ですか～。こんなものまで～作っているなんて～」

　その隣となりでは、バーラがはぁ～っと長いため息をついていた。

　ここに来るまでも、大衆浴場やら水車やら粘ねん土ど板ばんの家やら伝てん馬ま制やら、画期的にして文明的な施し設せつの数々に打ちのめされていたところにとどめを指された格好だ。

　これら全てが勇斗が発案したものだと知り、

「ユグドラシルでも～三指に入る知ち恵え者しやという評判に～自うぬ惚ぼれて天てん狗ぐになっていました～。あたしなんか～雑魚ざこです～蚊かトンボです～」

　とすっかり自己嫌けん悪おに陥っていたのだ。

「まあ、そう自分を卑ひ下げするな。陛下は天の国の御お方かただそうじゃないか。人間のおぬしが勝てぬのは仕方ない」

「スィール姉さ～～ん」

　バーラが振り返った先にいたのは、腰ほどまである長い銀色の髪が印象的な妙みよう齢れいの美女である。

　線が細く、物もの腰ごしも優ゆう雅がで、落ち着いた雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

　そして彼女の後ろからも、武器を帯びた一〇代から二〇代の乙女おとめが六人、船からぞろぞろと降りてきていた。

　むくつけき男たちの集団にあっては、そこだけ一種異様な可か憐れんさを醸かもし出している。

　だが、それぞれがエインヘリアルであり、皆、只ただ者ものではない雰囲気をまとっている。

《剣つるぎ》が誇る九人の精せい鋭えいエインヘリアル『波の乙女』たちだった。

「頭を切り替かえろ、バーラ。もうここは敵地だぞ」

「は～い」

　スィールの硬かたく冷れい徹てつな声に、バーラも肩をすくめて了りよう承しようする。

　ぱっと見二〇代半ばぐらいにしか見えないが、これでもスィールはすでに不ふ惑わくを超こえており、『波の乙女』たちに戦いのいろはを叩たたき込んだ『鬼おに』の教官である。

　当然、そんなスィールの怖こわさをバーラは我が身をもって知っており、今は洒落しやれが通じないと察知したのだ。

　この辺りは素す直なおなエルナ等と違ちがってやはり要領がいいのである。

「ヴィーグリーズでの失態を、なんとしてもここで取り返さねばならぬ」

　ヴィーグリーズという単語が出るや、『波の乙女』全員の顔に、途と端たんに緊きん張ちようが疾はしる。

　彼女らにとって、共通の痛つう恨こんのトラウマであった。

　最強のエインヘリアル集団として内外にその名を轟とどろかしていたのに、蓋ふたを開けてみれば八人揃ってあっさりと捕ほ縛ばくである。

　バーラにしても、知恵者と言われながら、勇斗を前に手も足も出なかった。

　あの戦いで、『波の乙女』の誇りと名声は、地に堕ちたのだ。

「今回の召集は、まさに名めい誉よ挽ばん回かいの絶好の機会だ」

　やはり皆、スィールの言葉にこくりと神しん妙みような顔で頷うなずく。

　全員、しっかりとわかっているようだった。

　ガレオン船三隻で運べるのは、せいぜいで一五〇〇人である。
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　船員を除けば、実際は一三〇〇人強。

　どうしても少数精鋭でいくしかなく、彼女たちに白羽の矢が立ったのだ。

　その期待に応こたえずして、『波の乙女』の再興はあり得ない、と。

「よし、ではいくぞ、みんな！　『波の乙女』の真の強さ、《鋼はがね》の者たちに今度こそ見せつけてやるのだ！」

「「「「「「「「おう!!」」」」」」」」







　ドォォォォォン!!

　ガラガラガラ、ドシャアアアアアアア!!

　その日、ブリーキンダ・ベルの留守居役マリパスは、体の芯しんまで響ひびくような轟ごう音おんと、そして何かが盛大に崩くずれ去さる音で目を覚ました。

「なんだ!?　地じ震しんか!?」

　寝しん台だいから飛び起きて、きょろきょろと辺りを見回す。

　彼がそう思ったのも、無理はなかった。

　あの大おお地じ震しんは、まだ記き憶おくに新しい。

　だが、部屋の調度品や家具などは全く揺ゆれていない。はて夢と間ま違ちがえたのだろうかと思い直そうとしたその時だった。

　ドォォォォォン!!

　ガラガラガラ、ドシャアアアアアアア!!

　再び、耳をつんざくような恐ろしい轟音が鳴なり響く。

　それこそ隕いん石せきでも落ちたのかと思えるほどである。

　だが、同じ場所に二つも降るなどという話、聞いたこともない。

「誰だれか!?　誰かおらぬか!?」

「はっ、こちらに！」

「いったい何事じゃ!?」

「確かく認にんしてまいります！」

　慌あわてて侍じ従じゆうを呼びつけ、走らせる。

　だが、彼が戻もどるまでもなく、

「「「「「おおおおおおおおおっ!!」」」」」

　次の瞬しゆん間かん、鬨ときの声こえが轟いてくる。

　あまりのことにマリパスは一いつ瞬しゆん、ぽかんとなった。

　唐とう突とつすぎて、ありえな過ぎて、事態を理解できなかったのだ。

「痛い。どうしてだ？」

　マリパスは頬をつねってみるが、普通に痛かった。

　つまり、夢ではない。

　しかし、目の前の現実は、あまりに非現実的すぎた。

「マリパス様、大変です！　敵てき襲しゆう！　敵襲でございます！」

　そうこうしているうちに、先ほどの侍従が駆け戻ってくる。

　事ここに至り、マリパスも現実を受け入れる。

　何者かがこの《炎ほのお》の族都ブリーキンダ・ベルを襲しゆう撃げきしてきたのだ、と。

「ふん、山さん賊ぞくか何かの類たぐいか？　今を略りやく奪だつの好機と踏んでのことだろうが命知らずなことだ」

　現在、神都遠えん征せいのため、ブリーキンダ・ベルからはほとんどの兵士が出で払はらっていた。

　街の治安維い持じや行政の円えん滑かつな執しつ行こうのため、一〇〇〇かそこらの兵士がいるのみである。

　だが、たかが一〇〇〇とはいえ、戦せん闘とうと集団戦術の訓練を施ほどこされた兵士の力は、統とう率そつや戦術などという言葉と無む縁えんな山賊などとは一線を画する。

　そうそうに蹴散らしてくれる、そう戦意を昂らせたものだが、

「《鋼はがね》です！　ジークルーネ率いる親衛騎団ムスツペルです！」

「なんじゃとぉ!?」

　思わず目を剥いて、マリパスは大声を張り上げる。

『最も強き銀狼マーナガルム』ジークルーネと親衛騎団ムスツペルの名は、ブリーキンダ・ベルにも轟いていた。

　いわく、《鋼はがね》の快かい進しん撃げきの原動力である、と。

　いわく、ジークルーネは《蹄ひづめ》のユングヴィ、《牙きば》のシーギスムントなどなど数多あまたの将を討ち取とった最強の騎き馬ば軍団だ、と。

「馬ば鹿かな！　そんなものいるわけがなかろう！　いったいどこから現れたというのだ!?」

　癇かん癪しやく気味の甲高い声でマリパスは叫さけび散らす。

　なぜといって、ここは敵地からははるか遠い、大国《炎ほのお》の族都である。

　絶対に敵など攻せめてくるはずがないのだ！

「わ、わかりませぬ、と、突とつ如じよ、夜の闇やみの中から現れたとのことで……」

「ええい、とにかく急ぎ守りを固めよ！　信長様と周辺の街に至急、救きゆう援えん要よう請せいを送れ！」

　この辺り、マリパスはさすが信長に族都の留守居役を任された男であった。

　想定外の緊急事態にも、わずかの間に立ち直り、的確な指示を発することができたことは、驚きよう嘆たんに値あたいする。

　追おい詰つめられた時に、まともな判断ができる。

　それは簡単なようで、至難の業わざなのだ。

「いかな親衛騎団ムスツペルとはいえ、ブリーキンダ・ベルの城じよう壁へきはそう簡単に破れはすまい！　援えん軍ぐんが来るまで持ちこたえるのはそう難しいことでは……」

「じょ、城壁は、すでに破られておりまする」

「なっ!?」

　絶句するとともに、マリパスは愕がく然ぜんとした顔で侍従を睨にらみつける。

　これまたあり得る事態ではなかった。

　今まさに、最初の襲撃の報告を受けているところである。

　つまり、敵が攻めてきてから、まだ半刻も経っていないはずだ。

　にもかかわらず、堅けん固ごなはずのブリーキンダ・ベルの城壁が破られているなど、とても信じられなかった。

「まさか内応者がいたのか!?」

　考えられるのはそれしかなかった。

　内応者が夜の闇に紛まぎれて城門を開け、敵を手引きしたのだろう、と。

　実に現実的な判断であったが、それも「非常識」で覆くつがえされることになる。

「いえ、敵は城壁そのものを破は壊かいして侵しん入にゆうしてきたとのことです！」

「はああああああっ!?」

　がくんっと顎あごを外れんばかりに落として、マリパスは叫ぶ。

「なんだそれは!?　城壁を破壊!?」

「は、はい。先ほどの轟音がどうもそれのようでして……」

　いったいどうすれば、人の力で、あの巨きよ大だいな城壁を一瞬で破壊できるというのか。

　想像すらつかない。

　ドォォォォォン!!

　ガラガラガラ、ドシャアアアアアアア!!

　今度の音は、近かった。

　グラグラと衝しよう撃げきでマリパスの足元が揺れる。

「や、奴やつらはいったい何をしているのだ!?」

　マリパスは恐きよう慌こう気味に金切り声を上げる。

　人は、わからないことを恐きよう怖ふする。

　何かとんでもないことが起きている。

　それも自分たちにとって極きわめて都合の悪い何かが、だ。

　にもかかわらず、それがいったい何なのかわからないのだ。

　恥はじも外聞もなく、身体からだががたがた震ふるえるほどに恐おそろしくて仕方なかった。

「も、申し上げます！」

　新たな兵士が慌てた様子で駆け込んでくる。

「今度はなんだ!?」

「宮きゆう殿でんを守る城壁が破壊されました！」

「っ!?」

　街を守る城壁に続き、である。

　あまりにも、あまりにも早すぎる。

「何が起こった!?」

「て、敵が大岩を放ほうり投なげてきたのです！　そ、それで城壁は跡あと形かたもなく……」

「大岩だぁっ!?　敵には神話に出てくる山の巨人でもいるというのか!?」

「わ、わかりませぬ。ですが、本当なのです！」

「ぬぅぅぅぅっ」

　マリパスは頭を抱かかえた。

　彼が不幸だったのは、彼が将ではなく行政官としての才を信長に見込まれていたことである。

　敵地からはるか離はなれた地を任されているのだから、当然と言えば当然である。

　彼が主君である信長から求められているのは、族都を円滑に統治し、農作物を税としてしっかりと取り立て、遠征している《炎ほのお》本隊に武器や糧りよう秣まつを絶えず送り続けることだ。

　だからこそ、彼にまで《鋼はがね》には岩を放り投げて城壁を破壊する兵器があるという情報が降りてきていなかったのだ。

　だが、そうしている間にも、遠くから喧けん噪そうが響いてくる。

　どうやら宮殿内に敵が侵入してきたらしい。

　そしてそれはみるみるうちにこちらへと近づいてきていた。

「し、至急、兵を大広間に集めよ、あそこで敵を迎むかえ撃うつのだ！」

　慌ててマリパスは指示を出し、侍従を走らせる。

　だが、もう時ときすでに遅おそし、であった。

　さほど間を置かずして、

「止ま、がふっ！」

「こ、ここは通さ、ぐあああっ！」

「つ、強すぎ……る……っ！」

「なんだこいつら、化け物か!?　ぎゃあっ！」

　兵士たちの断だん末まつ魔まの声が扉とびらの奥おくから次々と響き渡わたり始める。

　すぐそこまで、敵はやってきていたようだった。

　バァンッ！　と扉が蹴け破やぶられる。

　現れたのは、見目麗うるわしい女性の一団である。

　それがまた、いかにも現実離れしていた。

「ははっ、夢だ。これは悪い夢だぁ！」

　それが生前の彼が遺のこした最後の言葉だった。







「ブリーキンダ・ベルが落ちたじゃとぉっ!?」

《鋼はがね》との戦が始まって、はや二ヶ月が過ぎた頃ころである。

　その報告に、信長は耳を疑い、驚おどろきの声をあげた。

　全く予想だにしていなかったといっていい。

　彼をしてさえ、驚きよう天てん動どう地ちの事態であった。

　起きてはならぬ事態であるし、だからこそそうならぬよう信長も万ばん全ぜんの手を打っていたはずなのだ。

「馬鹿な!?　クゥガは何をしていた!?」

《鋼はがね》が根城とするアールヴヘイム地方から、《炎ほのお》の本ほん拠きよであるムスペルヘイム地方に向かうには、ヴァナヘイム地方を横断する必要がある。

　だからこそ、ヴァナヘイム北部、旧《雷いかづち》領には、前もって一万もの兵と信しん頼らいのできる将を配備しておいたのだ。

　だが、敗れたという報告はおろか、《鋼はがね》が攻め込んできたという話すら信長の耳には届いていない。

　そこにいきなりブリーキンダ・ベル陥かん落らくの報である。

　まさしく青天の霹へき靂れきもいいところだった。

「わかりませぬ。クゥガ殿どのからは三日前、何事もないと書簡が届いたばかり。いったい何が起こっているのやら……」

　傍かたわらに立つランも、眉間にしわをよせ渋じゆう面めんになっていた。

　迅じん速そくなる行動を信条とする信長である。

　当然、彼も勇斗と同じく、領内には伝馬制による情報網を敷しいている。クゥガの書簡の日付は七日前だ。

　ブリーキンダ・ベルからこの砦とりでまでは二日といったところか。

　つまり、仮にビルスキルニルが陥落していたとしても、わずか五日でヴァナヘイムを踏とう破はし、ブリーキンダ・ベルを落としたことになる。

「明らかに何かがおかしいのぅ」

　口元に手を当て、信長は唸る。

　情報量が限られはするが、狼煙のろしによる緊きん急きゆう連れん絡らく網もうも整備してある。さすがにビルスキルニル襲撃の報ぐらいは信長の耳に届いているはずなのだ。

　それがない。

　つまり、情報だけを見れば、《鋼はがね》軍はヴァナヘイムを通らず、忽こつ然ぜんといきなりブリーキンダ・ベルに現れたことになる。

　そこまで考えて、信長ははっとする。

「そうか！　海路じゃ！」

　信長はピシャンと額を叩く。

　もはやそうとしか考えられなかった。

「そういえば、新天地に移住するとか会談の時に言っておったのぅ。すでにこっそりと準備しておったのか。ちっ、してやられたわい」

　製鉄法や車輪の技術が隣りん国ごくに伝でん播ぱするのに百年単位の時間がかかる時代である。

　信長もギムレーやイアールンヴィズ、フォールクヴァングなど主要都市には間者を放ってあったが、それ以外となるととんと情報が入ってこないのだ。

《鋼はがね》のこれまでの戦いは、一通り調べさせてあり、その中に船を使ったものはなかった。

《鋼はがね》が船を建造しているという情報も、信長の耳に入ってきていない。

　それでないと思い込み、海路からの侵しん攻こうという可能性を考こう慮りよにすら入れていなかった。

　そこを見事に突つかれた格好である。

「なるほど。つまりあの援軍は、こちらの眼めをアースガルズに向けさせる囮おとりといったところですか」

「そういうことじゃな」

　忌いま々いましげにランが吐はき捨すて、信長もうなずく。

　援軍がいつまで経っても現れないとなれば、さすがに信長は訝いぶかしむ。

　おかしい、と。

　勇斗の狙ねらいが神都防衛ではなく、別の何かにあるのではないか、と。

　そういう疑念を抱いだかせないための、ブリーキンダ・ベルの防衛に兵を割さかせないための援軍だったのだ。

　そして、動かなかったのは、こちらの隙すきをうかがっていたのでもなんでもない。

　ただの時間稼ぎだ。

　付城戦略により、時間の経過は《炎ほのお》に利する。

　その思い込みに付け込まれ、みすみす相手の思おも惑わく通りに思考を誘ゆう導どうされてしまった。

「まったく小こ癪しやくな小僧よ！」

　形勢が再び覆されたことを、信長は認めざるを得なかった。

《炎ほのお》の族都ブリーキンダ・ベルは、今、神都に攻めあがっている《炎ほのお》軍五万を支える兵へい站たんの最重要拠きよ点てんである。

　周辺一帯には、信長が一〇年の時を費やして築き上げた一大穀倉地帯があり、しかも今はちょうど冬小麦の収しゆう穫かく時期である。

　そこが奪うばわれたとなれば、兵站の根幹が崩れたといっていい。

　このまま戦いを続ければ、そう時を置かずして飢うえるのは《炎ほのお》軍のほうだった。

「是ぜ非ひもなし。ここは一時撤てつ退たいするしかないな」

　即そく断だんだった。

　どれだけ有利に進めていようと、敗けたと判断すれば、すぐさま現実を受け入れてそれに沿った行動をとれる。

　言葉にすると簡単そうだが、後うしろ髪がみを引かれるのが人間のサガである。

　悩なやんでしまうのが人間である。

　それをあっさりと断ち切り、迅速に的確な判断を下せる。

　それが織お田だ信長という漢の凄すさまじいところであった。







「お父様。《炎ほのお》軍が撤退を開始したとのことです」

「やっとか」

　クリスティーナの報告に、勇斗はそう返すとふ～～っと長い長い溜ため息いきをついた。

　彼かれにしても、この二ヵ月は緊張のし通しだったのだ。

　いつユグドラシルの沈ちん没ぼつが起きるかわからない。

　しかし、勝つためには、この手しか思おもい浮うかばなかった。

　その不安と現実的判断の葛かつ藤とうに悶もだえ、正直、気が狂くるいそうな毎日だったのだ。

「どうやらブリーキンダ・ベル陥落の報が届いたらしいな」

　すでにこのことは、勇斗も伝でん書しよ鳩ばとでジークルーネから報告を受け取っていた。

　そして、準備もしっかりと整えていた。

　だからこそ、《炎ほのお》軍の報告を首を長くして待っていたのである。

「クリスティーナ！」

「はい」

「周辺諸氏族に潜ひそませている風の妖精団ヴインダールヴスに、ブリーキンダ・ベル陥落と、《炎ほのお》軍ぐん撤てつ退たいの情報を流すよう伝えろ！　あとヨルゲンにもすぐ動き出すようにとな！」

「心得ております」

　ひゅっとまさに風のように、クリスティーナの姿がそこから掻かき消える。

　実際は気配を消したことによる錯さつ覚かくなのだが、鮮あざやかなものである。

「フェリシア！」

「はい！」

「全軍、すでに配置についているな!?」

「もちろんです。すでに《鋼はがね》全軍、ご命令通り西門に集結しております」

「よし！」

　勇斗は椅い子すが倒たおれんばかりの勢いで立ち上がり、外がい套とうを翻ひるがえして速足で歩き始める。

　宮殿を出るや愛用の戦車に乗り込み、大通りを抜けて西門の前に行くと、フェリシアの言葉通り、二万の大軍が綺き麗れいに整列しており、勇斗の下知を今か今かと待ち構えているようだった。

『皆、この二ヶ月、よくぞ耐たえてくれた！』

《剣つるぎ》宗主ファグラヴェールの《戦を告げる角笛ギヤツラルホルン》の力を借り、拡声して勇斗は兵士たちに呼びかける。

　ヴィーグリーズで使用していた味方全軍を狂戦士に変えるというのも、非常に恐ろしい力であったが、全軍に声を届かせられるというのも、地味に便利である。『王のルーン』と呼ばれるゆえんである。

『皆もすでに伝え聞いているとは思うが、我わが右みぎ腕うで、『最も強き銀狼マーナガルム』ジークルーネ率いる親衛騎団ムスツペルが《炎ほのお》の族都ブリーキンダ・ベルを落とした！』

「「「「「うおおおおおおおおっ!!」」」」」

　兵士たちから歓かん声せいが巻き起こる。

　既すでに兵士たちも、これから戦なことはわかっている。

　どうせやるからには、勝って凱がい旋せんしたいものである。

　景気のいい話は大だい歓かん迎げいだった。

『敵はこの報に慌てふためき、撤退を開始した。叩くなら今である！』

「「「「「うおおおおおおおっ!!」」」」」

『さらに私事ではあるが、本日、我が第二正せい妃ひシグルドリーファが待望の男子を出産した！　これは吉きつ兆ちよう以外の何物でもない！』

「「「「「おおおおっ!!　神帝テイウダンス万ばん歳ざい!!　神帝テイウダンス万歳!!」」」」」

　兵士たちのボルテージが最高潮に達する。

　男子のほうの誕生日は、事前に出しゆつ撃げきの日と決めていたのだ。

　火に投げ入れた亀かめの甲こう羅らの割れ方が、政治に影えい響きようを与あたえる祭さい政せい一いつ致ちの時代である。

　戦を前に、総大将に待望の跡あと継つぎが生まれる。

　これほど縁えん起ぎのいい話はない。

　我わが子こを政治に利用するのは心が痛かったが、信長を相手にそんな余よ裕ゆうはなかった。

『《鋼はがね》軍、出撃でるぞ！　今までの鬱うつ憤ぷん、存分に晴らしてやれ!!』







「狼煙を確認。《鋼はがね》軍、打って出てきたようです」

「はっやいのぅ。平和ボケした朝あさ倉くら義よし景かげなどとはやはり器が違うわい」

　信長は思わず感かん嘆たんの声を漏もらした。

　彼が今、思い出だしていたのは、金かねヶが崎さきの戦いのことである。

　確かに我ながら、迅速な撤てつ退たい戦せんであったと自負するが、被ひ害がいが驚くほど少なかったのはひとえに朝倉軍が内うち輪わ揉もめを起こし追つい撃げきが鈍にぶかったおかげである。

　義景は義よし昭あきの上じよう洛らくの要よう請せいにも応えず、包ほう囲い網もうでも動かず、とにかく好機が転がり込んできても動けぬ男であった。

　だからこそ、信長は助かった側面がある。

　あの越えち前ぜんの地にいたのが武たけ田だ信しん玄げんや上うえ杉すぎ謙けん信しんであったなら、今いま頃ごろ、信長は包囲網の前に膝ひざを屈くつしていたやもしれぬ。

　そのような愚ぐ鈍どんな男とは比べるべくもないが、勇斗の動きは実に迅はやかった。

　迅すぎるとさえ言っていい。

「北からの狼煙も確認。《剣つるぎ》の砦に駐ちゆう留りゆうしていた《鋼はがね》軍一万も動きだした模様です」

　淡たん々たんとした事務的な声でランは言う。

　危機にあればあるほど、この男は心が冷え、頭が冴さえるところがある。

　だからこそ、信長は彼を手元に置き、可愛がってきたのだ。

　いざというとき、これほど頼たよりになる者もそうはいない。

「で、あるか。挟はさみ撃うちにしようという魂こん胆たんじゃな」

「この鮮やかさからして、おそらく既に周辺諸氏族にも檄げきを飛ばしておりましょう」

「じゃろうなぁ。つまり我らはまさに絶体絶命、というわけじゃ」

「はい。当然、周防すおう勇斗もそう思っておりましょう」

「うむ、ならばそこに付け入る隙があるというものよ」

　信長がニッと口くちの端はしを吊つり上あげて獰どう猛もうに笑う。

　古来、死中に活あり、とよく言うように、危機の中にこそ好機が潜んでいることを、信長は経験から知り抜ぬいている。

　それを掴つかみ取ってきたからこそ、信長は天下統一直前まで成し得たのだ。

「ほう？」

　手のひらに落ちてきたものを見て、信長は笑う。

　どうやら天は、信長に味方したらしい。

「これは吉兆かのぅ。先は一敗地にまみれさせられたが、今度はこちらが仕し掛かける番よ」

　普ふ通つうに考えれば、今の状じよう況きようでは《炎ほのお》軍は撤退するしかない。

　それ以外に、道はない。

　軍略を少しでも知っている者なら誰でもそう思う。

　だからこそ、裏をかける。

「ふふふ、周防勇斗よ、魔ま王おう織田信長の力、とくと見せてくれるわ！」







　ぽつんと、進軍中の勇斗の頬に冷たさが弾はじけた。

　頬に手をやり空を見上げると、黒くどんよりと曇くもっている。

　間を置かずして、次の水すい滴てきがまた勇斗の頬を濡ぬらす。

「雨、か」

　手のひらでも水滴を受け止めつつ、勇斗は嫌いやそうに眉まゆをひそめる。

　既に何十度と戦場に立っている彼である。

　激しい雨の中、行軍したことも、戦ったこともある。

　今さら濡れるのを厭いとったりはしない。

　彼が気にしたのは別のことである。

「ちっ、本降りになってきやがった。もうこりゃ当分止やむ気配はないな」

　あっという間に、辺り一面、雨景色となっていた。

　かなり激しい雨足だった。

「追撃中だってのに、間が悪すぎるな」

　雨は視界は悪くなるし、濡れるし、寒いし、風邪かぜも引きやすくなる。

　古代から中世にかけて、最も兵士を殺したのは敵ではなく病気であったという説もあるぐらいである。

　普ふ段だんなら、雨あま除よけの布を張り、その中に兵士たちをぎゅうぎゅうに詰め込んで人ひと肌はだで暖を取らせるところだが、今そんなことをしていれば、《炎ほのお》軍を取り逃にがす可能性があった。

「お兄様、どうされますか？」

「兵士たちには悪いが、進むぞ。相手はあの信長だ。ここできっちり叩いておかないと、もうこんな好機は二度と訪おとずれないかもしれない」

　策がうまくいったからといって、勇斗は自うぬ惚ぼれる気には到とう底ていなれなかった。

　十度戦えば、九度は信長が勝つ。

　今回たまたま運よく、その一つが最初に拾えただけだと、そう思っている。

　だからこそ、当分再起できないほどに、ここでしっかり勝ち切っておきたかった。

「そういえば、桶おけ狭はざ間まも確か雨が降ってたんだったな」

　相手が織田信長だからだろうか、勇斗は不意にそんなことを思い出す。

　織田信長がわずか三〇〇〇の兵で、海道一の弓取りと言われた今いま川がわ義よし元もとの軍二五〇〇〇を打ち破ったという、日本三大奇き襲しゆうにも数えられる歴史に名高い戦いである。

　この戦いに勝利したことで織田信長の名は全国に轟き、この戦いを機に、彼は美み濃の・伊い勢せ侵しん攻こうを始め、その版図を急激に拡大していくのである。

「まあ、今回、奇襲を仕掛けるのは、むしろ俺おれたちのほうだけどな」

　そう言って、勇斗はクスリと笑えみをこぼす。

　そう考えれば、雨が降ったのは幸運である。

　なんといっても、種子島が使えなくなる。

　天が自分に味方してくれている。そう思った。

　彼は、残念ながら知らなかった。

　信長については、その戦術、政治、外交、合理的思考、様々なものを参考にさせてもらった。

　だが、オカルトに近い分野にまでは、その触しよく手しゆを伸のばしていなかった。

　とある小説家が、転機となる戦のとき、常に雨が降っていたことから、彼をこう呼んだことまでは、さすがに生まれた時代の違いもあり、知り得る機会がなかった。

　梅雨つゆ将軍、と。

　このことを知っていれば、あるいは虫の知らせを感じて進軍を思いとどまり、神都へと引き返せていたかもしれない。

　もちろん、ただの偶ぐう然ぜんと歯し牙がにもかけなかった可能性も高い。

　この状況では、追撃するのが正しく、しないほうが馬鹿なのだから。

　だからこそ、勇斗は進むことを選せん択たくしてしまった。

　選択させられてしまったといっていい。

　ザザッ。

　進軍を続けることを決定してからしばらく経たった頃である。手元のトランシーバーが鳴った。

『お父様、大変です。至急、戦闘の準備を！　《炎ほのお》全軍がこちらに向けて突っ込んできます！』

「なっ!?」

　斥せつ候こうを任せていたクリスティーナからの急報に、勇斗は絶句する。

　雨中ではあったが、まさに青天の霹靂であった。

「殿軍とかじゃないんだな!?」

『はい、全軍です！』

「嘘うそだろおい……」

　今の《炎ほのお》軍は、族都であるブリーキンダ・ベルを取られ兵站が崩ほう壊かいしている。

　天てん秤びんが《鋼はがね》に傾かたむいた今、周辺諸氏族もこぞって《炎ほのお》軍に襲おそい掛かかるだろうことは目に見えている。

　一刻も早く、戦場を離り脱だつし、族都へと戻らねばならない。

　そんな状況で転進し、《鋼はがね》と戦おうなど狂きよう気きの沙さ汰たである。

　下手すれば、包囲殲せん滅めつの危機である。

　しかし、狂気の沙汰だからこそ、勇斗にとっても想定外の一語に尽つきた。

『急いでください。雨で発見が遅おくれた上に、敵の動きが速い！』

「ちぃぃっ、全軍、直ちに戦闘配置に就つけ！　敵がくるぞ！」

　舌打ちとともに、勇斗は慌てて指示を放つ。

　だが、命令してすぐに準備が整うものではない。

　行軍の間は長ちよう蛇だの陣じん、いわゆる長蛇の列ともいうべき状態で進む。

　そこから戦闘に適した陣じん形けいに展開するだけでも相応の時間がかかる。

　これがヴィーグリーズ会戦の頃の《鋼はがね》であったならば、ぎりぎり間に合っていたであろう。

　だが今の《鋼はがね》には新参の氏族の兵が半数以上混ざっている。

　さすがにこの短期間では、訓練がそこまで行き届いていなかった。

「「「「「おおおおおおおっ!!」」」」」

　まだ準備が整わぬ中、前方から鬨の声が巻き起こった。

《鋼はがね》と《炎ほのお》の会戦の幕が、今ここに切って落とされたのである。







　異様な長さの槍やりが、整然と隙すき間まなく無数に並び突っ込んでくる。

《鋼はがね》の兵士たちは盾たてに身を隠かくし防ごうとするも、数が数である。

　何人かが身体を貫つらぬかれ、泥どろの中に沈しずんでいく。

「ちっ、敵にするとここまで面めん倒どうなものであったか」

　前線で指揮を執とっていたスカーヴィズは、思わず舌打ちせざるを得なかった。

　長槍を密集させる戦術は、まさに《鋼はがね》のお家芸だった。

　しかし、今の《鋼はがね》は兵たちの心は浮うき足あし立だち、隊列も乱れ、動きもてんでバラバラである。

　これでは一丸となって立ち向かうことができず、結果、やられ放題となっていた。

「焦あせるな！　陣形を整えろ。冷静にさえなれば、我ら《鋼はがね》は負けはせん！」

　スカーヴィズは指示を出すとともに兵を鼓こ舞ぶするが、その効果はいまいちというしかなかった。

　従来であれば、鬼おにの『嘲笑する虐殺者ニーズヘツグ』の言葉である。

　震えあがって言うことに従うのだが、今日に限ってはその叱しつ声せいも耳に届いていないようだった。

「ぐあっ！」

「ぎゃあっ！」

「うわああ！」

　スカーヴィズが手をこまねいている間にも、自軍から断末魔の声が上がる。

「ちっ、まずいな」

　誰にも聞こえないように、スカーヴィズは舌打ちする。

　非常に面白おもしろくない展開だった。

　戦は勢いである。

　このまま押おされっぱなしでは、流れが決まってしまう。

　そうなっては、兵の士気は地に落ち、もうどんな手であろうと、それこそ神がかり的な戦術を次々と編み出す勇斗をもってしても、逆転することは不可能だろう。

「この雨ではてつはうはおろか、弓もろくに使えん」

　激しく雨を打ち付けてくる空を、スカーヴィズは恨うらみがましく見上げる。

　勇斗は戦前、《鋼はがね》が《炎ほのお》に勝まさるのは弓の性能だと言っていた。

　だが、この雨では、弓も弦つるも矢羽根も濡れに濡れていつもと勝手が違ちがう。

　重くなり、さらに雨足にも打ち落とされる。

　相当飛ひ距きよ離りは弱まり、狙いも定まるまい。

　自分が殿しんがりを引き受け、勇斗には一いつ旦たん引いて、態勢を立て直してもらうか？

　そう考えた矢先である。

「むっ!?」

　不意に心が高こう揚ようし、身体の奥から力が湧わいてくるのを感じた。

　火事場の馬ば鹿か力ぢからかとも思ったが、そういう感じでもなかった。

　なんというか、無理やりそういう状態に持ち込まれているような、そんな違い和わ感かんがある。

「「「「「おおおおおおおおおおっ!!」」」」」

　自軍から、何とも猛たけ々だけしい、まさに獣けもののような咆ほう哮こうがほとばしった。

　つい先ほどまで敵の勢いに呑のまれ不安そうにしていた兵士たちが、今やその眼を血走らせ、悪あつ鬼き羅ら刹せつを思わせる形相で《炎ほのお》軍へと突っ込んでいく。

　状況は好転こそしたものの、これは明らかに異常すぎる事態だった。

　だが、この好機を活いかさぬ道理はない。

「よし、押し返かえすぞ。者ども、続けっ！」







「ふううう、なんとかとりあえず持ちこたえられたか」

《鋼はがね》の本ほん陣じんでは、勇斗が長い溜息とともにその場にどさりと腰こしを落としていた。

　正直、かなりやばい状況だった。

　彼女がいなければ、このまま何もできないうちに、地じ滑すべり的に一気に流れを持っていかれるところであった。

「こういうのがあるから、やっぱ戦ってのは怖こわいな。マジで助かったぜ、ファグラヴェール」

　勇斗は金きん髪ぱつの麗れい人じんのほうを振ふり返り、心からの謝辞を述べる。

　ファグラヴェールの持つルーン《戦を告げる角笛ギヤツラルホルン》は、自軍の兵士たちの士気を跳はね上げ、その潜せん在ざい能力を引き出すことができる。

　あの劣れつ勢せいの状況から一気に形勢を立て直してしまったあたり、戦場におけるその効果は絶大というしかない。

　敵に回すと恐ろしいが、味方にすればこれほど頼たのもしい存在もいない。『王のルーン』と称しようされるのも納なつ得とくであった。

「我が《力》が……はあはあ……お役に立ったのなら……くっ……なにより、です」

　ファグラヴェールが息も絶え絶えに、絞しぼり出すような声で答える。

　顔にも汗あせの珠たまがびっしりと浮かび上がり、相当に苦しそうである。

「ああ、無理にしゃべらなくていい。術に集中してくれ」

　勇斗は慌あわてて手で制止しつつ言う。

　圧あつ倒とう的てきというしかないファグラヴェールのルーンだが、弱点がないわけでもない。

　自軍の兵士の数が多ければ多いほど、その消しよう耗もうは激しくなるというまさに諸もろ刃はの剣なのだ。

《鋼はがね》軍二万という大軍への付ふ与よは、やはりかなり無理があるらしかった。

「はあはあ……いえ、これだけは……正直……はあはあ……一刻が……限界です……ろくに準備もできませんでしたから……」

「そうか。二時間……か」

　ヴィーグリーズの時よりはるかに短いことに勇斗は愕然とするが、一方で納得もしていた。

　勇斗を召しよう喚かんした《グレイプニル》の秘法にしても、供く物もつや方ほう陣じんなどしっかりと祭さい壇だんを整え呪力の底上げをし、術者であるフェリシアや美み月つきは冷水による禊みそぎや瞑めい想そうなどを行って、集中力を極限まで研とぎ澄すませるという事前準備をしている。

　こんな突とつ発ぱつ的てきな状況では、確かに効果が限定的になるのは致いたし方かたなかった。

「その間になんとか立て直さねえと、な」

　前方、視線の先にある《炎ほのお》軍を見み据すえ、勇斗はグッと拳こぶしを握にぎり締しめる。

　今回はファグラヴェールという反則的チートな存在がいたからなんとかなっただけだ。

　つまり、豪ごう雨うという天運があったとはいえ、将として勇斗は信長に敗れたと言える。

　あっさりと。

「ほんととんでもねえじいさんだぜ」

　やはり自力のみで天下を統一しかけた漢は違うとしか言いようがない。

　兵は詭道なり、の神しん髄ずいを見せられた気がする。

　絶対にありえないことをするから、敵は裏をかかれる。

　わかってはいても、なかなかできないことである。

　それをあの危機的状況でぶちかましてくる。

　その胆たん力りよくにはただただ舌を巻くしかない。

　なんとか初手の猛もう攻こうをしのいだものの、まだまだ劣勢には変わりない。

　気を引ひき締め直してかからねばならなかった。







「ほう、押し切れなんだか。さすがにやる」

　盛り返してきた《鋼はがね》軍に、信長は目を瞠みはるとともに感嘆の吐と息いきを漏らした。

　ほぼ完全に、虚きよをつくことができた。

《鋼はがね》の兵士たちは浮足立ち、まともに戦えぬ状態であった。

　あの状態から立て直すのは、信長をもってしても至難なことである。

「少々、奇き妙みようですね。報告に上がってくる《鋼はがね》の兵たちの様子が尋じん常じようではありません。この世界独特の、神力アースメギンの臭においがします。まったく忌々しい」

　若頭かしらのランが眉をひそめつつ吐き捨てる。

　現実的な合理的思考の彼は、呪歌ガルドルや秘法の類たぐいは怪あやしげなものとして嫌きらっているのだ。

　そんなランの様子に、信長はカカッと笑う。

「相変わらず頭が固いのう、おぬしは」

「大殿が柔やわらかすぎるのです。あんな妙みようなものがなければ、すでに我らの勝ちでしたのに」

「はっ、是非もなし。あるものを否定したところで何にもなるまいて」

「しかし……」

「勝つためには、あるものは何でも利用するのが当たり前じゃろう？　で、あの小こ僧ぞうは手持ちの中からそれを札として切ってきた。それだけの話じゃ。だいたいわしらの智ち慧えとて、この世界では不可思議なものではないか。立場は同じよ」

　至し極ごく当然のことだとばかりに、あっけらかんとした様子で信長は言ってのける。

　この辺り、やはりもう織田家にほぼ脅きよう威いとなる敵がいなくなってから仕えたランと、吹ふけば飛ぶような危機的状況を幾いく度どとなく潜くぐり抜けてきた信長の、人生経験の差といえた。

　勝てば全すべてを得、敗ければ全てを失う。

　ゆえに大将たる者はどんな手を使ってでも、それこそ犬と言われようと、畜ちく生しようと言われようと勝たねばならぬのだ。

　そのことを、信長はよくよく知っているのだ。

「大殿！　シバ殿から伝令です！　敵の勢いが強く押されており、至急援えん軍ぐんを求むとのことです」

「ほう！　あの猛もう将しようシバをして、食い止められぬか！　ふふっ、これよ。この背中がひりつくような緊きん張ちよう感こそ戦場よ」

　獰どう猛もうな笑みともに、信長の身体からだから闘気がゆらゆらと立ち上る。

『必死に生きてこそ、その生しよう涯がいは光を放つ』

　というのが信長の信念である。

　ようやく必死になれる好敵手を見つけたのだ。

　心が昂たかぶらないはずがなかった。

「よし、ラン、行ってくるぞ！　者ども、ついて参れ！」

　信長はバッと馬に飛び乗るや、馬の尻しりに鞭むちを打って疾らせる。

　その一連の動きは、すでに齢よわい六〇を越こえた者とは思えぬほど俊しゆん敏びんで、流れるように鮮やかである。

　信長が向かったのは、先ほどのシバの部隊のところである。

　家中でも有数の猛将を最前線に据すえつつ、自分は本陣を抜け出し馬を駆かけ巡めぐらせて、戦う兵たちを鼓舞し力づけ、軍をまさに手足のごとく思いのままに動かす。

　危険極きわまりない側面はあるが（実際、信長は怪我けがすることも少なくなかった）、一方で、大将が前線近くまで来ることの兵の士気向上効果は凄まじいものがある。戦局の情報も、指示も的確で細やかなものになる。

　奇くしくも、アレクサンドロス大王もまた同様に、危険な前線に赴おもむき兵を鼓舞する戦い方を好んだという。

　まさしく、覇は王おうの戦い方であった。







　戦せん端たんが開いてから、早一時間が過ぎようとしていた。

　この間、《鋼はがね》と《炎ほのお》軍は、一進一退の攻こう防ぼうを繰くり広ひろげていた。

　現在、押しているのは《鋼はがね》である。

　だが、勇斗の心には焦しよう燥そうと不安が広がっていた。

「マジもんの化け物かよ、あのじいさん……っ！」

　大将が感情を露あらわにするべきでない、それはわかっているのだが、吐き捨てずにはいられなかった。

「今はこっちの兵のほうが強い。それは確かなんだ」

　なぜといって、《戦を告げる角笛ギヤツラルホルン》などというドーピングを使っているのだから。

「部隊連れん携けいの反応速度だって、こっちがはるかに上回っているはずなんだ」

　トランシーバーなどというチート中のチートを使っているのだから。

　だというのに、攻せめ切れない。

《鋼はがね》の狂戦士たちを相手どって、《炎ほのお》の兵士たちは高い士気を未いまだ保ち続けている。

　信長の指揮に忠実に、迅じん速そくに、従ってみせる。

　この辺り、兵農分ぶん離りによる職業軍人の強さもあるのだろう。

　そして信長の指揮は、「巧速」というしかなかった。

　押せば引き、崩くずれかけたところには兵を向け、立て直させる。

　こちらの弱いところは即そく座ざに見み抜ぬいて兵を押し込んでくる。

　巧こう遅ちは拙せつ速そくに如しかず、というが、彼の指揮は未来予知ばりに早く、そして的確極まりなかった。

　おそらくは、数十年戦い続けた経験がもたらす「勘かん」が、もはや神がかりな域にまで到とう達たつしているのだろう。

　ぶっちゃけ、優勢とは言えなかった。

　ただ押しているだけで、完全にしのがれている。

　せいぜいで互ご角かくがいいところであった。

「このままじゃ、やばいな」

《戦を告げる角笛ギヤツラルホルン》には時間制限があり、ではそれが切れたらどうなるのか。

　考えるだけでゾッとする。

「どうする……どうする……っ!?」

　勇斗は頭を高速回転させるが、いい案は浮かばない。

　こういう時、状況を打開するのは、得てして機動力に勝り、敵を攪かく乱らんできる遊ゆう撃げき部隊である。

　しかし、ジークルーネ率いる親衛騎団ムスツペルは、アースガルズからは遠く離はなれたヘルヘイムの地におり、フヴェズルング率いる独立騎き兵へい団は先の戦いで半はん壊かいし、彼自身、まだ足と腕うでの怪我が治り切っておらず、神都に残してこざるをえなかった。

「っ！　そうだ！　ヨルゲン、ヨルゲンの部隊がいる！」

　援軍の存在を思い出し、勇斗はグッと拳を握り締める。

　神都出撃の際、すでにヨルゲンには、《炎ほのお》の追撃の命を下してある。

　勇斗率いる本隊が側面から食くらいつき、ヨルゲン率いる援軍部隊が後方から襲い掛かるというのが当初のプランだった。

　こんなことも忘れていたほど、どうやら自分は追おい詰つめられていたらしい。

　信長という漢の偉い大だいさを知るがゆえに、そのプレッシャーは凄まじいものがあるのだ。

「勝てないまでも、戦線さえ維い持じすれば、いずれヨルゲンの軍が敵の背後を突ついてくれるはずだ。それまでの辛しん抱ぼう……」

　ザザッ！

　不意に、腰に取り付けたトランシーバーが砂すな嵐あらし音を立てた。

　なぜか妙に、悪い予感がした。

　そして、そういうものほどよく当たるものだった。

『大変です、神帝陛下テイウダンス！』

　慌てた声が、耳をつんざく。

　切せつ迫ぱくしていた為ためかかなりの金切り声ではあったが、声に聞き覚えがあった。

　クリスティーナ直属の間者の一人で、左さ翼よく部隊の連れん絡らく役やくを任せているリッカである。

『敵の増ぞう援えんがこちらに向けて突っ込んできています！　もの凄すごい数です！』

「なにぃっ!?　ま、まさか……っ！」

　ここでようやく、勇斗は自分がとんでもない思い違いをしていたことに気づく。

　信長は自分のブリーキンダ・ベル襲しゆう撃げきの策により、撤退を余よ儀ぎなくされた。

　今回の転進による奇襲も、その撤退を成功させるために、それが最適だからそうしたのだと思っていた。

　根本から違うのだ。

　信長は撤てつ退たいしたのではない。

　あえて勇斗の策に乗ったふりをして、誘ったのだ。

　でなければこうも早くに、西門側の砦とりでからの兵が援軍としてやってくるはずがない。

　信長は西門側の砦の兵に、撤退するのではなく打って出てくる《鋼はがね》軍の側面を叩たたけと命令していたのだ。

「孫子いわく、『能よく敵人をして自ら至らしむる者はこれを利すればなり』……か」

　頭に思い浮かんだ孫子の一節を、勇斗はそらんじる。

『敵が自ら赴おもむくように仕向けられる者は、見みせ掛かけの利益を与えているからである』という意味である。

　勇斗はまんまと信長の放った餌えさに食らいついてしまったわけだ。

　種はわかった。

　わかりはしたが、

「いくらなんでもクレイジーすぎっだろ！」

　憤いきどおりの声とともに、勇斗は戦車の縁ふちに拳を打ち付ける。

　もし勇斗が撃って出てこなければ、敵地で兵ひよう糧ろうも残り少ない中、周辺諸氏族まで加わっての包囲孤こ立りつの状態に陥おちいっていた。

　一歩間ま違ちがえれば、まさしく全ぜん滅めつしかねない作戦である。

　一方で、勇斗はわかってしまった。

　あの状況では自分は絶対追撃する。

　信長も、その確信があったからこそ、こんな危険な手を打てたのだ。

「あー、もう！　完敗だ、完敗！　こんちくしょう！」

　ガシガシっと勇斗は頭を掻かきむしり、戦車の縁を蹴けりつける。

　神都を出た時から、今の今まで、自分は信長の手のひらの上にいたというわけだ。

「お、お兄様っ!?」

「もうこりゃ残された手は一つしかないな」

　慌てるフェリシアに、打って変わって冷静な声で勇斗は言う。ここまで完かん璧ぺきにやりこめられると、いっそ清すが々すがしく、あっさりと割り切ることができたのだ。

　戦の趨すう勢せいは決した。

　もはや勝機は限りなくゼロと言っていい。

　ならば、将たる者が下す命令は一つしかなかった。

「三六計、逃にげるにしかずだ」







「ぷふうううううう、なんとか勝てたようじゃのぅ」

　撤退していく《鋼はがね》軍を見据え、信長は、その身体の内に燃え盛る闘とう志しとともに大きく息を吐はき出した。

　結果だけを見れば勝ったが、信長も手加減なしの全力で戦っており、決して楽な戦いだったわけではない。

　実際には紙かみ一ひと重えの勝利といったところだ。

「噂うわさに違たがわぬ戦上手ぶりよ。同数の兵だったら勝負はわからんかったな」

《鋼はがね》軍二万に対し、《炎ほのお》軍は信長本隊が三万、西門砦からの援軍部隊が一万と、ほぼ倍である。

　特に《鋼はがね》軍の怒ど涛とうの攻こう勢せいには、目を瞠みはるものがあった。

　勢いもあるうえに、動きも的確極まりない。

　兵力で圧あつ倒とうしていたからこそしのげたといっていい。

　とはいえ、戦は試合ではない。

　あるもの全てを使って、勝ちをもぎ取る『死合い』である。

　そこに卑ひ怯きようも何もない。

　敵より多い兵を用意するのは戦略の基本中の基本だった。

「撤退の判断も迅速でしたね。諦あきらめが良すぎると思ったほどです」

　若頭かしらのランが、逃げていく《鋼はがね》を悔くやしそうに睨にらんでいる。

　あと少しでも撤退の判断が遅おそければ、援軍部隊一万が《鋼はがね》軍の側面に食らいつき、全軍総そう崩くずれとなっていたに違いない。

「判断が的確かつ迅はやいのは、名将の条件よ。つくづく楽しませてくれるわい」

　大だい打だ撃げきこそ与えられたが、紙一重のところで致ち命めい傷しようを避さけられた。

　今回の戦いを喩たとえるなら、そんな感じである。

　この紙一重がとにかく分厚く、それを越えられる者と越えられぬ者で明暗がくっきり分かれるのが世の常というものである。

　つまり、周防勇斗も、持っているわけだ。

「だが、このままあっさりと逃がすほど、わしは甘あまくないぞ、小僧。ラン！　全軍に追撃を通達しろ！　小僧の首を取ってきた者には褒ほう美びに国一つ与えてやるとな！」

「随ずい分ぶんと大盤振ぶる舞まいでございますね」

　ランもさすがに目を大きく見開く。

　確かに大おお手て柄がらではあるが、一つとは過か剰じように過ぎる。

「ここで奴やつを取とり逃せば、我らはまた危機ぞ」

「っ！」

　冷たい声に、ランはぞっと顔を青ざめさせる。

　確かに信長の言う通りであった。

　未だ周辺諸氏族に包囲された状況には変わりがないのだ。

　神帝テイウダンスを押さえぬ限り、それを解くことはできない。

　まさに、周防勇斗を捕つかまえられるかどうかは、今後の《炎ほのお》の将来を左右する分ぶん水すい嶺れいといえた。

　だが、そんな中でも、信長は余よ裕ゆうと洒落しやれっ気けを忘れない。

　ニッと口の端を吊り上げ言ったものである。

「さぁ、鬼ごっこの始まりじゃぁ！」







　後方から、阿あ鼻び叫きよう喚かんの叫さけび声ごえが響ひびいてくる。

　その痛ましさに、グッと勇斗は下した唇くちびるを噛かみしめる。

　心臓が、ギュッと締め付つけられるように痛かった。

「すまん、みんな……」

　罪悪感が、後から後から押し寄よせてくる。

　今遠くで悲鳴を上げている者たちは、まさに自分の判断ミスのせいでそうなったのだ。

「お兄様、あまり気にされませぬよう。勝敗は戦の常でございます」

「わかってはいるけど、どうしたって気にしてしまうさ……」

「どのような名将も、その生涯で一度も負けずに済んだ者はいないと、以前仰おつしやっていたではございませんか」

「それは、その通りなんだろうけどな……」

「今回は、仕方ありませんわ」

「…………」

　フェリシアが慰なぐさめてくれるのは嬉うれしくはあったが、心には響かなかった。

　彼女の言っていることも、頭では理解できるのだ。

　だが、心が納得してくれない。

　撤退を決めた時はまだ冷静でいられたが、あの声を聴きくとやはりどうしても心は掻き乱された。

　ああすればよかったのではないか。

　こうすればよかったのではないか。

　そうすればもっと救えた命があったのではないか。

　失わずに済んだ命があったのではないか。

　そういう後こう悔かいが心に次々と浮うかんでぐるぐると回って止まらないのだ。

「……すぅぅ、はぁぁ……お兄様、失礼いたします」

「ん？」

　フェリシアの珍めずらしい硬かたく低い声に訝いぶかったその時だった。

　パァン！

　一いつ瞬しゆん、何が起きたのかわからなかった。

　次いで、左ひだり頬ほおをじんじんと疾る痛みに、自分が頬を平手打ちされたのだと遅まきながら気づく。

「フェリ……シア……？」

　思わず呆ぼう然ぜんと、勇斗は彼女の名を呼ぶ。

　そんな勇斗をフェリシアはキッときつい表情で睨み叫ぶ。

「しっかりしてください、お兄様！　ここは戦場でございます！　後悔も謝罪も後になさいませ！　今は他にもっと考えることがございましょう!?」

「っ！」

　その啖たん呵かに、勇斗は思わずはっとなった。

　自分は何を呆ほうけていたのかと、恥はずかしくなる。

　勇斗はグッと拳を固く握りしめ、自らの額に思いっきり叩きつける。

「お兄様!?」

　フェリシアが悲鳴を上げる。

　先ほどの厳しさとは一転して、心配そうにおろおろする彼女に、勇斗は思わずぷっと吹き出ださずにはいられなかった。

　サバサバした声で言う。

「ありがとよ、フェリシア。おかげで目が覚めた」

　彼女の言う通りだった。

　後悔も謝罪も、するのはまだ後だ。

　今しなければならないことは別にある。

　額と頬はズキズキと痛んだが、思考は実にクリアになっていた。

　あの平手が、心の中の色々な雑念を吹き飛とばしてくれたようだ。

「まずこの雨だ。戦車は捨てて馬に乗のり換かえよう」
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　口元に手を当てつつ、勇斗は脳をフル回転させる。

　雨でぬかるんだ状態では、戦車は大した速度は出ない。

　むしろ立ち往生する可能性さえある。

　宗主になって以来、ずっと使ってきたものであり、愛着もなくはないが、命には代えられなかった。

「幸いというべきか、神都までそう距きよ離りはない。そこまで逃げきれれば、いくらでも態勢は立て直せる。ただ問題は、《炎ほのお》のほうが《鋼はがね》より軽装って部分だ。その分だけ、敵のほうが足が速い。さて、どうするか……」

「ふふっ、いつもの調子が出てきましたね」

「おかげ様でな。しかし、他の誰だれに殴なぐられるとしても、お前にだけは殴られることはないと思っていたわ」

「あら、幻げん滅めつしました？」

「いや、惚ほれ直した。お前は完璧な副官で、最っ高にいい女だわ」

「え、え～っとぉ……」

　さすがにこれには、飄ひよう々ひようとした受け答えには定評のあるフェリシアも、真っ赤になって言葉を返せなくなる。

　そんな彼女が可愛かわいく抱だき締めたくなったが、それも生きて帰ってからの話だった。







　その男は今、逃げる《鋼はがね》軍の最さい後こう尾びにいた。

　最前線にいたのだから、最も後ろになるのはいたって必然ではある。

　だが、その男には愛馬がいた。

　それを使えば、もっと先へと逃げることもできたはずである。

　だがあえて、その男はそうはしなかった。

　敵の追撃速度が尋常ではなく早い。

　かつて《雷いかづち》軍と戦ったときにも一度偽装撤退をしたことがあるが、その時とは比べ物にならない。

　戦っている最中も感じたが、よほど訓練されているのだろう。

　加えてあのときは、鉄器というお宝をばらまいていたことで兵士の気を引く、ということが出来た。

　今回はその手も使えない。

　このままでは、《鋼はがね》の損害は甚大なものとなろう。

　そうなっては、今後に控える統一事業に支障が出かねない。

　下手をすれば、追撃の魔の手が御館様にまで及ぶかもしれぬ。

　誰かが、是が非でも敵を食い止めねばならなかった。

　そしてその役目は自分であると、彼かれはずっと前から思い定めてきた。

　それこそかの少年が、奇き跡せきを起こし、イアールンヴィズを救ったあの日よりずっと。

　この命は、あの方の為に使おうと決めていた。

「決死隊、覚かく悟ごはできているな？」

　その男――スカーヴィズは付き従う部下たちを見据え問う。

　決死隊は、彼が勇斗には内ない緒しよで密ひそかに作り上げた部隊である。

　隊士は五〇〇人ほど。少なくはあるが、彼が選えりすぐりに選りすぐった精せい鋭えいである。

「「「「「はっ」」」」」

　隊士たちの返事には、一糸の乱れもなかった。

　声の揃そろい具合もそうだが、その心にいささかの怯おびえも感じられない。

　それも当然だった。

　決死隊の選考基準は、腕よりなにより、心である。

　仲間の為なら、笑って、喜んで、死ねる。

　そういう人間だけを集めた。

　自軍が危機に陥った際、自らの命を捨てて殿しんがりを務める為に、だ。

　そう、まさに今この時の為にである。

　別に、勇斗のことを信じていなかったからとか、そういうわけではない。

　むしろ完敗を喫きつした今にあってさえ、スカーヴィズの勇斗への信しん頼らいと崇すう拝はいは、わずかも揺ゆらいでいなかった。

　スカーヴィズは身をもって知っている。

　人は失敗を糧かてにした時、最も成長することを。

　さらにスカーヴィズは、この目で確かめて知っている。

　あの少年の心根の強さを。

　その貪どん欲よくな向上心を。

　反省し、次に活かす負けん気の強さを。

　たかだか一度の敗北で輝かがやきが消えるような、そんなまがい物では決してない。

　今回の敗北を糧に、あの少年はきっとより強く、よりしなやかに、よりしたたかに、大きく成長してくれるに違いない。

　ならば自分のすべきことは、その敗北で彼が命を失わぬよう盾となることである。

《鋼はがね》の、否、今はユグドラシル全ての民たみの為に、彼は絶対にここで死んではならぬのだ。

　彼の下に一人でも多くの勇士を残さねばならぬのだ。

　その確固たる想おもいから、スカーヴィズは万が一に備えておいたのである。

　スカーヴィズは腰の愛刀を抜ぬき放ち叫ぶ。

「決死隊、転身！　ここより先は命を捨てよ！　人を捨てよ！　ただただ敵を屠ほふる修しゆ羅らとなれ！　突とつ撃げきーっ!!」







「ぐああっ！」

「ぎゃあっ！」

「がふっ！」

「さ、三人が一瞬で……つ、つよすぎる!?　うぐっ!?」

「な、なんだこい、がはっ！」

　そこにいたのは、まさに死神だった。

　肌はだは青白く、幽ゆう霊れいのようだった。

　身体は痩やせぎす、頬も痩せこけ、見る者をぞっとさせる。

　眼光だけは鷹たかのように鋭するどく、まとう雰ふん囲い気きは剣けん呑のんだった。

　どこまでも、不ふ吉きつな印象の男であった。

　そして、印象だけの男でもなかった。

「はっ！」

「うぐぁっ!?」

　また一人、死神の剣けんの前に、《炎ほのお》の兵の命が刈かり取られる。

　とにかく強かった。

　エインヘリアルだということはわかる。

　そうでなければおかしい。

　だが、エインヘリアルだとしても、その強さが尋常ではなかった。

「「「「「おおおおおおおっ!!」」」」」

　そんな男が、死を恐おそれぬ狂戦士たちを率いているのである。

　はっきり言って、手が付けられない。

「不用意に近づくな！　槍やり衾ぶすまだ！　槍衾で討うち取れ！」

　隊長と思おぼしき男が、声を張り上げ指示を出す。

　それで《炎ほのお》軍の兵士たちも、冷静に立ち返ったようだった。

　この辺りたかが雑ぞう兵ひようといえども、《炎ほのお》の兵士はよく訓練されていた。

「「「「「せいっ!!」」」」」

　唱和する掛かけ声ごえとともに、ハリネズミのごとく無数の穂ほ先さきを隙すき間まなく敵に突き出す。

　これならいかな化け物でもかわせるはずがない。

　防げるはずがない。

　そのはずだった。

　実際、狂戦士たちは槍衾の前にくし刺ざしになったのだ。

　だが、肝かん心じんのその死神は、手や肘ひじ、膝ひざなど全身を器用に使い、槍やりの軌き道どうをわずかにそらし、作った隙間に自らの身体を滑すべり込ませてくるではないか！

　こうなると、もはや長大な槍は小回りがまるで利きかず、文字通り無用の長物となる。

「ぐあっ！」

「ぎゃあっ！」

「ぐふっ！」

　身を守る術すべを失った《炎ほのお》の兵士たちは、死神の格好の獲え物ものだった。

　たちまちまた三人が斬きり伏ふせられる。

「こ、こいつ、人間じゃねぇ」

「ば、ばけもんだ……」

「い、いや、し、死神だ……っ！」

　さすがの《炎ほのお》の精兵たちも、たじろがずにはいられなかった。

　狂戦士なら致命傷を与あたえれば、その後、食らいついてはくるのには面食らったものの、すぐに絶命するので、倒たおせる敵ではある。

　だが、この死神は、《炎ほのお》軍自じ慢まんの精せい緻ちな槍衾すら、すり抜けてくるのである。

　こんな相手を、いったいどう倒せというのか!?

「お、お、臆おくするな、皆みなの者！　よく見ろ！　奴の服を！　手足を！」

　隊長が死神を指さし甲かん高だかい声で叫ぶ。

　兵士たちもはっとする。

　死神の服には、無数の切り傷があった。

　薄うっすらとだが、血が滲にじんでいる。

　手や足、肘もだ。

　致命傷には程ほど遠とおかったが、決して無傷ではなかったのだ。

　そしてしっかり、血も紅あかかった。

　同じ人間ならば、倒せる。

　その想いが、《炎ほのお》の兵士たちの戦意を取り戻もどさせた。

「「「「「せいっ！」」」」」

　再び槍衾が死神を襲おそう。

　死神は回かい避ひし、また三人の《炎ほのお》兵の身体が泥どろに沈しずむが、一方で死神も傷を増やしていた。

「よし！　そいつも人間だ。傷や出血が増えれば動きも鈍る！　そのまま突き続けろ！」

「少々、うるさいな」

　じろりと死神が、指揮官を睨み据える。

　ゾクッと指揮官の背中を寒気が疾り抜ける。

「殺せ！　さっさと殺すのだ！」

「「「「「せいっ！」」」」」

　指揮官の金切り声に反応するように、三度、四度、五度と槍衾が展開される。

　だが、死神はその都度、するりするりと槍のわずかな隙間をすり抜け、なければ作り、《炎ほのお》兵の命を奪っていく。

　そして――

「う、うわあ、来るな！　来るなぁ！　だ、誰かこいつをぐあああっ！」

　ついに死神の刃が、指揮官の喉笛を掻っ切る。

　ゆらりと死神が剣を構え直し、《炎ほのお》の兵士たちをねめつける。

　皆、思わずごくりと唾を呑み込んだ。

　さもありなん、鮮血にまみれたその姿は、まさに地獄の悪鬼さながらであった。

　これほどの猛者は、ユグドラシルでも片手で数えられるほどだろう。

　とはいえ、度重なる槍衾の猛攻の前に、もはやその身体は満身創痍である。

　数に任せて戦えば、いつかは倒せる。

　わかりきっていることだ。

　だが一方で、彼らはこうも思っていた。

　せっかく戦に勝ったのに、今さら死にたくない、と。

　そして、この男の前に立てば、必ず死ぬのだ、と。

　兵士たちの足が止まった。







「タキアス様、討ち死じになさいました！」

「……例の死神か？」

「はっ」

「で、あるか。ご苦労。下がってよいぞ。ふううううう」

　報告を聞き終えるや、信長は頬ほお杖づえを突き、盛大にため息をついた。

　原因は言わずもがな、《鋼はがね》軍の殿しんがりを務める死神である。

　追撃部隊の前に狂戦士たちとともに颯さつ爽そうと現れては、こちらに手痛い打だ撃げきを与え、怯ひるんで足が止まるや鮮あざやかに撤退していく。

　そしてその間に、名のある勇士、将がいったい何人討ち取られたことか。

　おかげで追撃の手は、遅ち々ちとして進んでいない。

　敵ながら、全く見事というしかない手並みであった。

「ふん。あの小こ僧ぞうの下には、なかなかに優ゆう秀しゆうな配下が揃っているようじゃわい」

　ブリーキンダ・ベルをわずかな兵で奪うばって見せた『最も強き銀狼マーナガルム』

　騎き馬ば隊たいを率いてきた仮面の男。

　全軍を狂戦士に変えた秘法使い。

　そして、今回の死神。

　皆、エインヘリアルであろうが、ただのエインヘリアルでないのは明らかだ。

　せめて一人でいいから部下に欲ほしいぐらいである。

　そうすればおそらく、この戦、完勝出来ていたに違ちがいない。

「はっ、益やく体たいもないことを考えてしまったわ」

　そこまで考えて、信長は鼻を鳴らして自じ嘲ちようする。

　優すぐれた将を得るのも、王たる者に欠かせぬ資質だ。

　あの小僧にはそれだけの天運があった、ということだ。

「ちっ、これはもう取り逃にがしたのぅ。此こ度たびの戦、わしの敗けじゃな」

　確かに戦せん闘とう自体は、信長が制した。

　しかしそれは所しよ詮せん、戦術的、かつ局所的な勝利に過ぎない。

　神都は結局取れなかった上に、神帝テイウダンスの首も取れず、こちらは最重要拠きよ点てんである族都を奪われている。

《炎ほのお》軍も、今度こそ一いつ旦たん、神都周辺からは撤退せざるをえまい。

　つまり、戦略的にはどこからどう見ても、《鋼はがね》の勝利というしかなかった。

「今回はしてやられたが、次はこうはいかんぞ、小僧。いや、周防勇斗、だったか」

　その資質を高く評価しながらも、信長はどこか勇斗のことを侮あなどっていた。

　それは仕方がない。

　いくら獅し子しの子といえど、所詮は子供である。

　大人の獅子である自分が、どうして侮らずにいられようか。

　しかし、自分を負かした相手を、もはや小僧などと見下しては呼べなかった。

　実際に手合わせした感かん触しよくからも、相当の手ごわさを感じた。

　信長は、認にん識しきを改めざるを得なかった。

　もはやあれは遊び相手ではない。

　過去の強敵たちと比しても遜そん色しよくない、あるいは上回るやもしれぬ、まごうことなき強敵なのだ、と。







「はあ……はあ……生き残ったのは、たったこれだけか」

　自らの周囲を見回しつつ、スカーヴィズは皮肉げに口元を歪める。

　ざっと一三名といったところか。

　まあ、他にも逃げ延びている者もいるだろう。

　追っ手の姿も見当たらない。

　実に重ちよう畳じようである。

「はっ、スカーヴィズ様の奮戦のおかげです」

「くくっ、逆であろう。ん、んんっ、俺おれが貴様ら決死隊を死に追いやったのだ。おぬしらが生き残ったのは、げほげほっ！　俺のおかげなどではなく、はあはあ、単におぬしらの運が良かったのよ」

　肩かたを借りている子分の言葉に、笑いつつ咳せき込みつつスカーヴィズは返す。

　むしろあれだけの激戦を繰り返かえし、よくぞこれだけ生き残ったものだとさえ思う。

　全員、討ち死していても、なんらおかしくはなかった。

　感謝されるなど筋すじ違ちがいもいいところである。

「まあ、後の……」

　ザザッ。

　言葉を言いかけたところで、腰こしに括くくり付けていたトランシーバーが鳴った。

　大切な勇斗からの預かりものである。

　どれだけ身体からだが傷つこうと、これだけは死守したのだ。

『っ！　やっと繋つながった！　スカー！　そこにいるのか、スカー!?』

　今、最も聞きたい人の声が、漏もれてくる。

「おお、御館様。ご無事でございましたか。心配しておりました」

『馬ば鹿か野や郎ろう！　心配していたのはこっちだ。でも、ほんと良かったよ、生きてて。さすがは不死身のスカーヴィズだ』

「ははっ」

　勇斗の物言いに、スカーヴィズは思わず笑みをこぼす。

『俺はもう神都だ。お前もさっさと戻ってこい』

「申し訳ありませぬが、～～っ！　それは叶かなわぬかと」

『ん、おい、今の声はなんだ!?　どこか怪我けがをしているのか!?』

　勇斗の声に、強い焦あせりが混じる。

　スカーヴィズは、つらい時こそ平気なふりをしてみせる。

　そんな男だと、勇斗もよく知っているのだ。

　だから気づいた。

　他人に痛がる声を聞かせるなど、尋じん常じようなことではないと。

「ええ、まあ。くっ、恥ずかしながら、脇わき腹ばらをざっくりとやられてしまいました」

　左脇腹を押おさえつつ、スカーヴィズは苦痛に表情を歪めながらも、自嘲の笑みを浮かべる。

　まったくもって、汗かん顔がんの至りというしかなかった。

　いくら激戦に次ぐ激戦、出血と怪我で身体がおぼつかないからといって、あんな鈍なまくらな兵士にしてやられるとは。

『脇腹!?　ざっくり!?　おい、大だい丈じよう夫ぶなのか!?』

「致命傷、ですな。とりあえず、さらしで締しめ上あげて出血を押さえてはおりますが、んぐっ、もう……そう長くは、ないかと」

『なっ!?　諦めるな！　早く戻ってこい！　お前は不死身だろ！　手当すればきっと……』

「無理、ですな。さすがに少々、血を流しすぎました……もう意識を保つのも、正直難しく……」

『～～っ！　すぐ救きゆう援えんに……っ！』

「なりませぬ！　～～っ！」

　大声を出した拍ひよう子しに脇腹が痛んだが、歯を食いしばってこらえ続ける。

「手て遅おくれな者を助ける為に、無事な者を危険にさらすは本ほん末まつ転てん倒とうにございます」

『しかしだな！』

「ははっ、最さい期ごに御館様の声が聞けて、その無事を確かく認にんできただけで俺は満足です。もう心残りはありません」

『馬ば鹿か！　そんなことを言うな！　まるで別れの言葉みたいじゃないか！』

　トランシーバーから聞こえてくる声は、聴きとりにくかったが、涙なみだぐんでいるようだった。

　自分ごときの為に、心から敬愛する親分が泣いてくれるのである。

　本ほん望もうだった。

　だから、彼は心から笑って言う。

「ええ、だから、お別れの言葉です。御館様にお仕えできて本当に良かった。御館様と盃さかずきを交かわさせて頂けたことは、俺の生しよう涯がいの誇ほこりです」

　この言葉に、一いつ片ぺんの嘘うそ偽いつわりもなかった。

　自分は主君に恵めぐまれたと、心から思う。

　この方と同じ時代に生き、ともに戦えたのは、まぎれもない幸運であった、と。

　そして、彼を守って死ねる。武人として最高の栄誉である。

　もうこれ以上は、望むべくもなかった。

　万ばん感かんの思いを乗せて、スカーヴィズは最期の言葉を口にする。

「さらばです、御館様。ご武運を！」

　その言葉を言うや、スカーヴィズはトランシーバーのスイッチを切る。

　あの優やさしいひとに、自分の死しに際ぎわまで付き合わせたくはなかった。

　そんなことは、スカーヴィズの矜きよう持じが許さない。

「御館様に渡わたしておいてくれ」

　子分にトランシーバーを渡す。

　これでもう、やるべきことは何もない。

　もはや人生に、一片の悔くいも残っていない。

「ははっ、来てくれたのか。エレン、イアリ。もう二度と逢あえないと思っていた。土産みやげ話ばなしがたくさんあるんだ」

　最愛の妻と子の名前を口にし、スカーヴィズはそっと目ま蓋ぶたを閉じる。

　不吉が服を着て歩いているようだと称しようされたその男の死に顔は、とても晴れやかな、満ち足りた、幸せそうな笑え顔がおであった。
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EPILOGUE







「《炎ほのお》軍、再び撤てつ退たいしていきます」

「そうか」

　クリスティーナの言葉に、勇ゆう斗とは気のない声で返す。

　今度こそ本当の撤退ではあるのだろうが、さすがに今の命からがら逃げ延びたばかりの《鋼はがね》兵は、彼らを追いかける余力は残っていなかった。

「今回は完敗だったな」

「いえ、戦略的にはワタシたちの勝利かと」

　勇斗のつぶやきに、クリスティーナが首を左右に振ふる。

　それは確かに、客観的に見て正しいのだろう。

　だが、それを受け入れるには、失くしたものが大きすぎた。

「スカーヴィズ殿の奮戦のおかげで、我わが軍の損害は軽けい微びです」

「ああ」

　手にしていた日本刀の鞘さやを、勇斗はグッと握にぎり締める。

　彼の子分が持って帰ってきてくれたスカーヴィズの形見だった。

　とても安らかで、満足気だったという言葉が、わずかながら勇斗の心を軽くしてくれた。

　今から思えば、あの男は死に場所を探していたような気がする。

　彼なりに、満足のいくそれを、手に入れられたのだろう。

　だが、納なつ得とくできるかどうかと言えば、話は別だった。

「馬鹿野郎。なんで死んだんだ。あんたにはまだ教わりたいことが山ほどあったのに」

　リーファに引き続きの親しい者の死に、勇斗はグッと下唇を噛みしめる。

　生きていて、欲しかった。

　たとえもう二度と戦えない身体になっていたとしても、生きて帰ってきてほしかった。

　だがそれはもう、叶わぬ願いである。

　もう二度と、あの陰いん気きな声を聞くことはできない。

　それもこれも、勇斗が弱かったからだ。

　勇斗が強ければ、こんなことにはならなかったのだ。

「俺は、もっともっと強くなる！」

　自らに言い聞かせるように勇斗は心の底から叫ぶ。

　織お田だ信のぶ長ながに勝つ為ために。

　自分なんかに想いを託たくしてくれた二人の為に。

　もう二度と、大切な誰かを失わない為に。




to be continued







あとがき







　いいやっほおおおおおお!!

　祝！　アニメ化決定!!

　まさかこんな巻数になってアニメ化のお話を頂けるとは思っておりませんでした。

　ラノベ作家になった時に建てた目標の一つであっただけに、感無量なものがあります。

　これも読者の皆さまの応援のおかげであります。

　ありがとうございます!!

　というわけで、『百錬の覇王と聖約の戦乙女』はアニメになって、勇斗やフェリシアやジークルーネたちが動き出します。

　アニメスタッフの方々ともお話させていただきましたが、とても熱意を感じ、原作のことを気に入ってくださっているんだなと感じました。

　こうご期待！　鷹山も今から放映が凄い楽しみであります！







　今回は珍しく本編に関して語りたいと思います。

　基本的に鷹山はプロット通りに全部きっちり本文が出来上がるということはほぼないわけですが、一方でだいたいラストの着地点は最初に考えたプロットと変わることはありません。

　まあ、当然と言えば当然です。

　こういうラストを作りたいということから逆算して、作品は組み上げていくものなので。

　前巻のラストなどは、リーファという少女を美月と瓜二つにしよう、と決めた段階（五巻あたり？）で彼女の結末はほぼ決まっておりました。

　一方、今巻のラストは完全に想定外であります。

　まったく違うラストを予定していたのですが、とあるキャラが「俺はこういう男だ」と勝手に動きだしちゃって止まらず、またそれが作者から見ても実に格好良く、ああもうこりゃ仕方ねえなぁ、と。

　というわけで作者の思惑から大いに外れた巻となったわけですが、一方でその思惑を超えたものになったということで、とても気に入っている巻になりました。

　さて、物語もいよいよ佳境に入ってまいりました。

　実にはやもう一五巻。この「百錬の覇王」という企画を考えたのが二〇一三年の一月なので、五年目になります。

　やはりプロ小説家たるもの、売れるものを書かなくちゃいけなくて、自分の描きたいもの、売れるもの、本来そのバランスを取らねばならないものなのですが、割とこの小説はほぼほぼ鷹山の趣味一〇〇％のノリで書かれております。

　これがやりたいんだ！　とすでに通っていた企画（魔王殺しの竜騎士のことです）を一時凍結してまで、無理に始めさせていただいたシリーズです。

　自分を殺して売れ線に沿わせるとかいうのを一切せず、自分が好きなものを詰め込みまくって書いて、それがアニメ化までしてくれるわけですから、本当にありがたいものです。

　小説家として、これほど幸せなことはそうそうないのではないか、と思います。

　デビュー作「オレと彼女の絶対領域」も親孝行な作品だと今でも思いますが、百錬はそれ以上に親孝行な作品となってくれそうです。

　現在の予定では本編は後三冊ほど（伸びる可能性も多分にありますが）、その後に外伝的なのを一～二冊上梓できればと考えております。

　最後までお付き合いいただければ幸いです。

　では最後に謝辞を。

　担当様、いつものごとくの進行で、ご心労をおかけしました。東京で奢っていただいた牛タン定食はすごいうまかったです！

　ゆきさん先生、今回もありがとうございます！　百錬がアニメ化できるのもひとえにゆきさん先生の美麗なイラストあってこそ！

　この本の出版およびアニメ化に関し、ご尽力いただいた関係者各位にも心より感謝申し上げます。

　なによりこの本を手に取っていただいた読者に、最大の感謝を！

　アニメ化は、ラノベ作家の最大の夢の一つ。

　その夢が叶えられたのは、繰り返しますが、読者の皆さんが応援してくれたからこそです。ありがとうございます！

　これからもよろしくお願いいたします。

　ではでは次の巻でお会いできることを願って。
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